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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。










　プロローグ







　雨……




　絶え間ない雨が、顔を濡ぬらす。

　見上げた空から、底そこ抜ぬけに暗い闇やみの果てから、降り注ぐ雨。

　飛ひ沫まつが……なぜか、温かい。




　闇が、ほのかに照らされる。

　白く柔やわらかい月の光……

　……いや、違ちがう。輝かがやくほどに白く美しい、まるで月の光を受けた百合の花弁のような……そんな、女の子の顔が、覗のぞき込むように見下ろしてくる。

　泣いて……いるのか？

　どうして？

　いや、それよりも……

　君はいったい、誰だれなんだ？

　顔に降りかかる、温かい雫しずくは……さめざめと泣く少女の涙なみだ……




　温かいものが身体からだを流れ落ちていく。

　雨とも、彼女の涙とも違う。

　首筋に手をやった。ぬるりと指にまとわりつくような、生温かい感かん触しよくが、そこに。

　血……

　血が抜ぬけていく。流れ落ちていく。

　雨を浴びて、彼女の涙を浴びて。




　彼女の……まるで清せい楚そな蕾つぼみのように噤つぐまれた唇くちびるが、ゆっくりと、薄うすく開かれる。

　なにか大切なことを告げようとするかのように。

　その唇の奥に、確かに見えた。

　綺き麗れいに整った歯並びの上の犬歯だけが……長く、鋭するどく、濡れたように赤く染まっている。

　血の色に。

　この俺の、血の色に……
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　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







Prologue

1.Crush the wall and night is bleeding

2.You left your smell in dead end street

3.The senses inmy mind revive in fire

4.Found out my dear little bird at last

5.When a black dog howls to the crazy world

6.under the dark red moon light

7.can you hear the door slam? There's nowhere left to run

8.To hell you gonna fall In to despair you gonna sink

クリエイター座談会
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　まばゆい光が、断ち切るようにすべてを終わらせた。

「惣そう太た～！　朝だぞっ、朝!!」

　続いて身体からだの芯しんまで響ひびく大声。惣太にとって、うんざりするほどに聞き慣れた声。

　来くる栖す香か織おり……だ。

　こうして香織に叩たたき起こされた、と、いうことはだ……惣太のぼんやりとした頭は、ひどく回りくどく思考を巡めぐらす。

（これ即すなわち、朝が来たということで、自分は今まで布ふ団とんにくるまって熟じゆく睡すいしていたのであり、つまり……さっきまでの光景は……夢だったということか？）

　惣太の意識はようやく現実に迎げい合ごうした。

　爽さわやかと言うには、やや眩まぶしすぎる初冬の光が窓から差し込んでいた。

　カーテンを全開にしたのも香織の仕し業わざだろう。

　そこそこ新しいがそこそこ以上にちらかった、いかにも無ぶ精しような男子高校生の根城にふさわしいアパートの手て狭ぜまなそこかしこにまばゆい光がおどっていた。机の脇わきのスタンドに、それだけは注意深く立てかけられたギターの滑なめらかな外側が、さらに光をキラキラとまき散らす。

　彼は、なんだか、とびきり奇き妙みような夢を見ていたような気がしていた。

「……あ～…………朝、ぁあ？」

「そぉ、朝!!　八時七分十五秒！　遅ち刻こくリミット五分まえ!!」

　しかし惣太は、再び被かぶった布団の奥深くまで頭を引っ込めた。いつにも増して、まるで寝ね足たりていなかった。

「ちょっと、こら、惣太!!　あんた遅刻する気なの!?　起・き・な・さぁ～い!!」

　業ごうを煮にやした香織は向こう三さん軒げん両りよう隣どなりまで届きそうな大声を張り上げて、惣太の布団を全部ベッドからひっぺがしてしまった。

　今度は光だけでなく、たまらない冷気が惣太の下着一枚の全身を打ちのめす。

　惣太は情けなく眉まゆ毛げを歪ゆがめる。だだっ子のような表情と壮そう絶ぜつな寝ね癖ぐせ。時と場合を選べば端たん正せいに見えなくもないその顔。しかし、今は只ただのぐーたらだった。

「目ぇ覚めたか？　少年。さぁっさと、顔を洗って来る!!」

　ラフなシャギーでさらりと下ろした前まえ髪がみの下で細い柳りゆう眉びをきりりとねじ上げる香織。

　それなりに立派な胸むな元もとをぐいとそらし、短めの制服のスカートにもかまわず仁に王おう立だちで惣太を睨ねめつける。

　空手で引き締しめた細身の身体とシャープな顔立ちはクラスではそこそこの人気を博しているらしいが、学校で被っている数すう匹ひきの猫ねこを遠えん慮りよなく脱ぬぎ捨てているこんな時は、恐おそろしさのほうが先に立つ。控ひかえめに言っても〝凜り々りしい〟の範はん疇ちゆうだろう。

　まだ眠ねむい身体を無理に起こすが、今日の惣太は何となく違い和わ感かんを覚えた。

（身体が重い。俺こんなに低血圧だったっけ？）




　東京の学校に進学が決まり、おまけに下宿先のアパートは、惣太の旧知の来栖さんが手持ちの物件を格安で提供してくれると聞いたときは、確かに小こ躍おどりして喜んだ。

　親元を離はなれ、八年ぶりに舞まい戻もどる東京で、憧あこがれのシングルライフ！　彼にはバラ色の学生生活が見えていた。

　……だが、そんなふうに無む邪じや気きに喜ぶ前に、彼は思い出しておくべきだった。来栖家の一人ひとり娘むすめで、惣太の幼なじみでもある香織の存在を……まさか彼女が、彼と同じ梅ばい論ろん学園に入学していようとは思ってもみなかった。

　世話焼きと言えば聞こえはいいが、言こと葉ば遣づかいはガサツなくせに、妙みように几き帳ちよう面めんで潔けつ癖ぺき性しようなところのある香織が、自じ堕だ落らくな幼なじみの私生活を放ほうっておいてくれるわけは、もちろん、ただの一ミリだってなかったのだ。




　顔を洗い、髪かみにブラシをかけながら、鏡の中の自分に向かう。

「グズグズしないで。早くしなさい!!」

「はいぃ」

　ろくに直ってない寝癖を適当にごまかして、惣太は半泣きのまま玄げん関かんに向かおうと……

「……あれ？」

　彼はもう一度、振ふり向いて鏡に映った自分の姿を改める。いま横を向いたとき、首筋に妙なものが見えた。

「……なんだ？　これ」

　首筋に、妙なデキモノがある。

　いや、デキモノなどというおとなしいモノではなかった……傷きず跡あとだ。それも一カ所ではない。四センチばかり離れて二つ、縦にならんでいた。

　惣太は、恐る恐る、それを指で触ふれてみた。別に痛みはない。瘡かさ蓋ぶたになっているわけではないし、血が滲にじむことも、ない。

　それでも彼は、皮ひ膚ふが粟あわ立だつのを感じる。それは頸けい動どう脈みやくの真上に位置していた。

「何やってんのよ、もう!!」

　玄関で吠ほえる香織の声で、惣太は我に返った。

「あー、今いく今いく」

　時計の針は、遅ち刻こく警けい戒かい域いきに達している。とりあえず、玄関を出るのが先だ。学ランの襟えりを閉じると、首筋の傷は詰つめ襟のカラーに隠かくれてしまった。

　惣太は、とりあえず、大だい丈じよう夫ぶだと思うことにした。




　　　　†




　あるものは血相を変えて走り込み、あるものは余よ裕ゆうを持って友達とダラダラ喋しやべりながら（もちろん惣太たちは前者だ）、三々五々校門をくぐる生徒たち。

　どこの学校でも見かけそうな、ありふれた朝の一コマ。だが、それを物もの陰かげから見守る一いつ対ついの、どこか異質な眼まな差ざしがあった。

　身を隠す、というより、風景の中に自然に埋まい没ぼつするかのような黒い影かげ。陽光が触れるのを忘れた結果、その色にならざるを得なかったような、深い黒色の古めかしいドレス。そしてその上に乗っかる脱だつ色しよくされたかのような白い少女の顔。

　背格好から言えばどう見ても十歳ほどに見える彼女の、惣太たちに向けるその大きなアーモンド型の双そう眸ぼうには、しかし、子供にはあり得ない冷ややかで底知れない深い光が、閑しずかにたたえられている。

「変態も忌き光こう症しようも、発現してない……まだ、今のところはね」

　短く切りそろえられた銀ぎん髪ぱつをするりと流し、黒衣の少女が発したのは、ある意味年相応に高く澄すみきった声。だが、それは、どこまでもガラスのように冷たい。

　小さな掌てのひらの小さな通信機に向けて囁ささやく言葉を、もし誰だれかが聞き咎とがめたとしても、意味を解することは不可能だっただろう。少女が操あやつるのは、およそ一いつ般ぱん的な日本人には縁えんのない、スラブ語圏けんの言語だった。

『行き先は、学校か？』

　通信機の向こうから応じる声は、少女のソプラノとは不ふ釣つり合いな、成年男性の乾かわいた声だった。

「そのようね。連れ添そいが一人。ガールフレンドかしら？」

『大丈夫なのか？』

「昼のうちに症しよう状じようが進むことはないわ。いま大丈夫なら、夜までは安心でしょ」

『了りよう解かい……いったん戻もどれよ。この陽気じゃぁ……キツいだろ？』

「そうね。そうするわ」

　通話を終えた少女は、さも忌いま々いましげに蒼そう穹きゆうを見み遣やる。

　雲ひとつなく晴れ上がった小春日和びより。地表のすべてを祝福するように、日差しが麗うららかに降り注ぐ。

「……ほんと、嫌いやな天気」
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「まったく、嫌な陽気だぜ」

「あんたには辛つらいだろうが、我が慢まんしてもらわなきゃ困るんだ」

　話し言葉は日本語ではなかった。

　歩道付きの広めの道路の両りよう脇わきには、クリーニング屋と酒屋が、民家の合間にぽつ、ぽつと控えめに店を開いている。

　駅近くから続いた商店街もようやくおわり、そのまま森に近い閑かん静せいな住宅街へ移ろうかという狭はざ間ま。小しよう暇か、人通りの途と絶だえた昼前の街に、固い革かわ靴ぐつの音が響ひびく。

　二人組……異様な風体の二人組である。

　服装が奇き抜ばつなわけではない。むしろしっかりと……しっかりとしすぎていた。一人は筋肉質でいかにも剽ひよう悍かんな身体からだをキッチリと三みつ揃ぞろいの中に押し込んだうえ、黒の革手て袋ぶくろにミルスペックのサングラスまでかけている。

「ふざけるな。真っ昼間から俺の出番があるわきゃねぇだろ」

　もう一人のほう、優に相棒の頭二つ分は高い大おお柄がらな男が答える。同じく日本語ではない。舌が絡からむような微び妙みようにねばつく発音。この暑い中、足首まである分厚いコートを引きずり、強い日差しと目ま深ぶかに被かぶった革のソフト帽ぼうが作り出す強いコントラストは彼の表情を完全に覆おおい隠している。

「そうぼやくなよ。アレを捕ほ縛ばくしたときの状態、見ただろ？　回復しすぎてる。間ま違ちがいなく〝姫ひめ〟は血液を補ほ充じゆうしてるんだ。逃にげ回っている間に、な」

「だから何だ？　要は、あのお姫様の〝食べ歩き〟の後始末なんだろ？　その程度のことで、なんで俺が駆かり出されるんだ？」

「ただの食いカスだけなら、いいんだよ。だが、彼女の食い残しの場合……ひょっとしたら、ただの後始末じゃすまないかもしれん。そうなった時には、生身の俺一人だけじゃ手に余る」

「……ケッ」

　大柄な男のほうは明らかに苛いらついていた。ぞろ長いコートに包まれた身体を辛そうに引きずっているところを見ると体調が優すぐれないのかもしれない。

「そうでなくてもこの件、〝ハンター〟どもが出しゃばってる可能性もある。物ぶつ騒そうな雲行きなんだ」

　必死に相棒をなだめる三つ揃いの声の中には、大柄な男に対する恐きよう怖ふの微び粒りゆう子しが僅わずかに漂ただよっていた。

「言っとくがな、こうギラギラ照ってちゃあ、俺は日なたじゃ本気を出せんぞ」

「あんたの〝嗅きゆう覚かく〟が頼たのみの綱つなだ。ともかく昼のうちに、彼女の足取りを辿たどっておこう。昨夜の天候といい、アレのコンディションといい、そう広こう範はん囲いをうろつき廻まわったはずはない。場所は絞しぼれる。もうしばらく辛しん抱ぼうしてくれ」

「ああ、さっさとすまそうぜ」




　　　　†




　惣太は猛もう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれていた。授業の内容が念仏かラジオノイズのようだ。

　午前中最後の授業が行われている教室。彼は、今にも霧む散さんしそうな意識を必死にかき集めている。

　授業はこの際、どうでも良かった。惣太には集中しなければいけない考えごとがあったが……そっちも、どうにも思考がまとまらない。

（昨日、自分は何をやっていたんだろう？）

　どうせまた取り立てて代わり映ばえのない、すぐにも忘れてしまうような一日だったのだろうが……だがそれでも、翌日にもう記き憶おくにないというのは異常すぎた。それも、彼が思い出せないのは夜の間だけなのだ。

　下校するまでのことは、はっきりと憶おぼえている。部活を切り上げて校門を出たのが、だいたい六時くらいだったか。それから、新しん譜ぷのＣＤを買おうと思って、隣となり町まちへ向かう電車に乗った……その辺から、記憶が曖あい昧まいになってきていた。

　そういえば昨夜は、季節外れの嵐あらしだった。

　迷った末、傘かさを買わなかったのは憶えている。濡ぬれて帰った。そんな気がした。

　そうやって逆算すれば、アパートに着いたのは、八時かそこいらのはず。

　ずぶ濡れで歩いたのが余よ程ほどこたえて、結局そのままベッドで寝ねてしまったのだろうか。

　いやそもそも、そこまで熟じゆく睡すいしたのなら、今日のこの絶不調ぶりは？　ひょっとして風邪かぜでもひいたのだろうか？

　そういえば、頭痛、怠だるさ、猛烈な眠気……。確かに惣太はちょっと寒気を感じていた。昨日に比して今日は気温が上がっているのにだ。やはり彼の身体は変だった。

　変だ、と言えば……彼はカラーの裏側を指でまさぐり、首筋の、あの妙みような傷きず跡あとに触ふれる。

「こいつは……何だ？」

　ぼんやりした出口のない思考の中で、昼休みになったら保健室に行くこと、惣太は、それだけは辛かろうじて心に留とどめた。




　　　　†




　風が高い杉すぎの梢こずえをざわざわと揺ゆらしていた。

　うっそうと茂しげる枝々のおかげで、僅かに陽ひの傾かたむいたこの時間に、早くも夕ゆう闇やみの気配さえ感じられる森林公園。玉たま砂利じやりを敷しき詰つめた散策コースから外れた、とある大木の根本。

「……どうだ？」

「ああ、間違いない。この場所だ」

　素す早ばやく周囲に目を配り、人目がないのを確かめてから、大男が地面に屈かがみ込んだ。

　この陽気だというのに、相変わらず素す肌はだの露ろ出しゆつを拒こばむかのように、上から下まで革かわの帽ぼう子しとマフラーそして黒いコートで固めている

　僅かに泥濘ぬかるみを残した地表が長いコートの裾すそにねばくまとわりつくが、その目深に被かぶったソフト帽の奥にはなんの表情も伺うかがえない。同じく黒い三つ揃いをきっちり着込んだもう一人の男が、一歩退さがった場所で興味深く見守る。

　昨夜、驟しゆう雨うに洗われたばかりの黒土には、一見、なんの痕こん跡せきも見当たらない。

　だが二人の男たちは、憑つかれたように足下の大地を見下ろしている。

　木立の下で、地面はまだ昨夜の湿しつ気けを残している。その土を、屈んだほうの大男が指の上にすくい上げ、鼻に近づけて匂においを嗅かいだ。

「Ｒｈ……Ｏプラス。それも、まだ相当若い。なかなかに活いきのいい血だぜ」

「確かか？」

「ああ、だが、残ざん臭しゆうが薄うすすぎる。そう派手にぶちまけたわけじゃなさそうだ」

　傍かたわらで見守っていた三つ揃いは、周囲を油断なく見み渡わたし、やがて少し離はなれた場所に金属光こう沢たくを見み咎とがめた。

　男が拾い上げたのは、真しん鍮ちゆうの飾かざりボタンだった。

　安物の、だが意い匠しようの凝こった飾りボタン。ひと目で学生服のものと知れた。

「若い……か。なるほど」

「すっ転んだか何かした、ただの怪け我が人にんってこともあり得うるぜ」

「そういう幸せな発想も、嫌きらいじゃないがな。もっと不幸な想像をするのが、俺たちの仕事だ」

「違ちげぇねぇ」

　男たちの間に、重苦しい沈ちん黙もくが横たわる。

「せめて、吸い殻がらが転がっててくれりゃぁな」

「ああ」

　願わくば、茂みの陰かげにでも放置された死体……ありったけの体液を抜ぬき取られ、ミイラ化したものが見つかる。それが男たちにとって一番望ましい結末だった。

　だが彼らが辿り着いたのは、血けつ痕こんのみ。

「誰だれかが死体を処理したとすりゃ……やはり〝ハンター〟の連中か？」

「あり得るな。やはり本部に報告しておいたほうがいい」

「こいつのことも、調べてもらおう」

　三つ揃いの男は実用的なレイバンを少しずらすと、拾ったボタンを陽に翳かざし、刻まれた校章を眺ながめた。

　大男は掌てのひらにこびりついた土を乱暴に払はらうと、そんな相棒に向き直る。

「俺たちは、どうする？」

「この近辺に絞り込んで、もう少し調べてみよう。陽が落ちりゃ、あんたも苦にはならんだろ？」

「もちろんだ」

　マフラーに深く埋うずめた口元から、黒衣の大男は不気味な含ふくみ笑わらいを洩もらす。

「もちろんだとも」
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「あれ？　惣太、どこ行くの」

「あ、香織……」

　保健室を目指す途と中ちゆうで、惣太はやってくる香織と行き合った。香織のクラスは階段を挟はさんで四つ隣となり。

　いつもなら学食で落ち合うのだが、今日は学食を目指す学生の流れに逆らって歩く彼を不ふ審しんに思ったらしい。

　香織の隣にはもう一人、惣太の知った顔があった。

「……」

　彼女が何か言ったらしいが、あまりにも小さすぎる声は、容易に昼休みのざわめきに紛まぎれ込んだ。申し訳なさそうな上うわ目め遣づかいが、大きめのセルフレーム越ごしに惣太を伺う。

　軽く揺れた長くつややかな髪かみも、彼女の控ひかえめすぎる物もの腰ごしのせいか、なにか野や暮ぼったい印象をかもしている。

「よ。弥み沙さ子こサン」

　惣太が反対に声をかけたものの、「あ……どうも」と、彼女……白はこ柳やなぎ弥沙子が目を逸そらしてしまったせいで、そこから先が続かなくなる。

　弥沙子は香織のクラスメイトで、おまけに惣太と同じ軽音楽部だから、何かと顔を合わせる機会は多い。特に今、軽音楽部は学祭を控えて曲の仕上げの追い込みに入っており、ここのところ放課後は毎日部室で一いつ緒しよになっていた。

　腐くされ縁えんの香織ほどではないにしろ、少しは打ち解けて話せてもいいはずなのだが、と惣太は遇あう度たびに思うのだが……どうしたものか、この子相手では、会話が弾はずんだためしがない。気まずい、という程ほどのことでもないのだが、どこかこう、ぎくしゃくとした会話になってしまう。

「どしたの？　食堂、行かないの？」

「あ～悪わりィ。俺、ちょっと保健室行ってくる」

「ありゃ、あんた本当に病気なの？　朝から変だったけど」

「どうも、そうらしい」

　怪け訝げんそうな顔でたずねる香織。

「あの……」

　何を勘かん違ちがいしたのか、弥沙子が只ただ事ごとでない顔色を見せる。

「……どこか、具合、悪いんですか？」

「それがね、どうも肝かん臓ぞうのあたりに妙なシコリが」

「……！」

　途と端たんに弥沙子が血相を変えて息を吞のむ。

「い、いや冗じよう談だんだって、冗談。アハハ」

「……」

　弥沙子は無言で俯うつむいてしまい、惣太の笑いも尻しり窄すぼまりに打ち切られた。

「フゥ……じゃぁこれ、どうすんのよ？」

　香織は溜ため息いきをついて、ふたつの弁当箱の片方を揺らして見せる。香織は毎日、惣太の分の弁当も用意していた。それだけなら大変有り難がたい話だった……が。

「悪いけど俺、今日はいいや……折角だから、弥沙子さんにあげたら？」

　ふと悪戯気いたずらつけを起こし、惣太はしれっとして提案する。

「[image: ]」香織は言い訳に詰まったような苦笑いを見せ

「う～、参ったなぁ。これ弥沙子に食べさせるのは、ちょっとねぇ」

　やっぱりか！　貴様、今日はいったいナニ入れてきた!?　……惣太は弥沙子の手前、流石さすがに声に出しはしなかったが、頭痛が一段と増したような気がした。

「あの……わたし、自分のは買うから」

「え、いや……ねぇ弥沙子！　こっちの食べてよ」

　香織は苦しい愛想笑いに顔をひきつらせながら、自分の分の弁当を弥沙子に差し出した。

「いやね、こっちのは味オンチ向けに手ぇ抜いて作っちゃったから、たぶんスンゴク不味まずいと思うの。だからさ、アハ……」

　これが言い訳でも謙けん遜そんでもなく純然たる事実なのだから、この女は手に負えないのだ。惣太は心の中で溜息をひとつつく。

「んじゃな」

　恨うらめしげに横目で睨にらんでくる香織に、惣太はニヤリと笑い返すと、二人と別れて保健室を目指した。
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「……あれ？」

　保健室には誰もいなかった。

「先生も昼飯か？　参ったなぁ……」

　ひとり、ぼやきながら中に入り、惣太はしんと静まり返った室内を見み渡わたす。遮しや光こうカーテンを閉め切った薄うす暗ぐらい室内には、かすかに消毒薬の匂におい。

　健康な奴やつはお呼びじゃないといわんばかりに鬱うつ陶とうしい雰ふん囲い気き。

　狭せまさといい、備品のチープさといい、今日の惣太には、ワザと不健康に演出されているかのように感じられる。用もないのにこんな場所にいると、逆に病気になりそうな雰囲気だ。

　しかし、用がないわけはなかった。今日の彼は本当に病気なのだから。

　そう思い、惣太は……さっきまでと違ちがって、ずいぶん楽になった自分に気づいた。

　この部屋に入った途と端たん。

（変だ……な？）

　分厚いカーテンで外界から隔へだてられた、この静せい寂じやくと薄うす暗くらがりは……なぜだか妙みように、心が落ち着く。午前中ずっと彼を悩なやましていたはずの頭痛は、ぱったり治まっていた。

　暗くて静かだと気が休まるということは……やはり、ただの睡すい眠みん不足だったのだろうか。一いつ瞬しゆん、彼はそう思いかけたが、なにかしっくり来ないモノも、また、感じてはいた。

　それにしては、身体からだの怠だるさまでなくなった……というよりは、むしろ……彼は爽そう快かいな気分を感じている。

　それにしても、保健医はなかなか帰ってこない。

　妙に手持ちぶさたになった惣太は、鏡の前に立ち、制服のカラーを緩ゆるめて、もういちど首筋をあらためて見た。

（これはなんだろう？　本当に虫むし刺さされなんだろうか？　でも同時に二カ所もってのは……）

　ふと、突とつ飛ぴな連想が彼の頭に閃ひらめいた。

　こういう傷きず跡あとは、そういえば、よく映画とかに出てこないだろうか？

　吸きゆう血けつ鬼きドラキュラとか……吸血鬼に咬かまれた犠ぎ牲せい者しやの、首筋に残る牙きばの痕あと。咬まれた奴は次し第だいに変身して、吸血鬼の仲間に……

「まさか、なぁ」

　惣太は我ながら呆あきれて、つい口元が笑いに緩んだ。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「そう思う？」

「……!?」

　背後に見たこともない少女が立っている。惣太は跳とび上がるほど驚おどろいた。いや実際、彼は跳び上がっていたかもしれない。

　いつの間に部屋に入ってきて、いつから後ろに立っていたのか……

　いや、そもそも、この子は……何者だろうか？

　身長は惣太の胸くらいまでしかない。どう贔屓ひいき目めに見ても子供だが、可愛かわいいというよりは……むしろ美人と言ってしまったほうがいい。それも、ぞっとするほどに。

　童顔なのに冷たく整った風ふう貌ぼうは、大人びているというか、むしろ作り物めいて見えるほどだ。

　まず間ま違ちがいなく、日本人ではない。菫すみれ色いろの瞳ひとみといい、透すけるようなプラチナブロンドといい、透き通るほどに白い肌はだといい……人種云うん々ぬんというよりも、この世のものとは思えないくらい、どこか異常な気配がある。

　そういえば服装も奇き妙みようだ。彼女が身にまとっているのは漫まん画がや映画でしか見ないような、ちょっと古めかしい欧おう風ふうのドレス、それも墨すみで染めたように真っ黒な……おそらくは喪も服ふく。

　間違いなくこの学校の学生ではないし、関係者とも思えなかった。
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「え、えーと、君って……」

「傷を診みてほしいんでしょう？　座って」

「は？」

　面めん食くらっている惣太にはお構いなしに、顎あごで椅い子すを指し示す。

　小生意気な仕草だが、全然無理がない。却かえってえもいわれぬ威い厳げんさえ発していた。

　言われるままに椅子に腰こしを下ろす惣太。目の前に立った女の子は、何の遠えん慮りよもなく彼の顎を摑つかんで上向かせる。小さくて柔やわらかな、子供っぽい指……それなのに、有う無むを言わさぬ力があった。

「……思ったほど、進行してないわね」

「え？」

　女の子は眉まゆひとつ動かさず首の傷を眺ながめ、そっと指を這はわせたりしている。惣太にはその指がいやに冷たく感じられた。

「まだ当面は大だい丈じよう夫ぶ。昼の生活にも支障はないわ」

「はぁ……」

　ひょっとして医者なのだろうか？　惣太は頸くびを一ひと振ふりして、そんな考えを追い出した。

　そんなことがあるわけがない。相手はこんなに小さな娘むすめだ。彼は自分が混乱しているらしいことを感じる。

「君、わかるのかい？　この傷が何なのか」

　それでも、一応、大した期待も無しに惣太は訊いてみた。

　だから、「もちろん」と、女の子が即そく座ざにニッコリ微笑ほほえんだ時にはかなり驚いた。

　女の子の微笑み……婉えん然ぜんと……そんな言葉がぴったりくるような、可愛らしさとはほど遠い笑い。

「でも、あなたが知る必要はない」

「……え？」

　彼女の言わんとすることが、惣太には理解出来ない。

「知るだけの心の準備が、まだ、あなたには出来てない」

「どういう意味だよ？」

「だってあなた、さっき嗤わらってたじゃない。『馬鹿馬鹿しい』って……」

　惣太の目には、彼女の唇くちびるから覗のぞいた白く小さな歯が、なぜか鋭するどすぎるように見えた。この世の者とは思えない美び貌ぼう。白すぎる肌、冷たすぎる指。

　そして、まるで幽ゆう霊れいか何かのように、何の気配もなく背後に……

（馬鹿馬鹿しい……）

　そう笑い飛ばすのは簡単なはずだった。ただし、目の前に何もいなければ。

　そんな彼を滑こつ稽けいがるように、女の子は相変わらず、無む邪じや気きで冷たい微び笑しようを見せている。

『あいつの行く手に、茜あかねと山さん査ざ子しの棘とげがあるように』

「……え？」

「セルビアの厄やく払ばらいの諺ことわざよ。吸血鬼のことを思い出したときに、こう唱えて気持ちを静めるの。覚えておくと、役に立つんじゃない？」

　どんっ、と、彼の背中が固いものにぶち当たった。いや、惣太の足あしが知らず知らずのうちに後ずさり、彼の身体をそこまで運んでいた。

　それが保健室のドアだと気づいた途と端たん、惣太は何の思し慮りよもなく、逃にげるように外の廊ろう下かへと駆かけ出していた。
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「こんな感じですか？　センパイ」

　惣太が思いついたリフを、ベースの鏡子がさっそく弾ひいてみた。元気の塊かたまりのような後こう輩はいの相変わらずの勘かんの良さに惣太は感心する。

　大おお柄がらなベースに逆にぶら下げられているような華きや奢しやな身体からだが、力強く元気いっぱいにリズムを刻む。

　左右にちょんちょんと垂らされた短めのツインテールが、派手に揺ゆれる。小柄な全身から潑はつ剌らつとした光をまき散らしながら演奏する彼女は、本当に楽しそうだ。

　鏡子は、惣太と弥沙子の他ほかにただ一人今回のイベントに乗ってくれた、今年入部したばかりの一年生である。

「そうそう、それだ。どうだい？」

「うん、大丈夫。馴な染じむと思いますよ」

　少し垂れがちの大きな目が愛あい敬きようのある笑え顔がおで応こたえる。

　夕ゆう闇やみ迫せまる校舎の一角で、まだこうこうと灯あかりの灯ともる軽音楽部の部室。

　惣太は結局、放課後まで居残り、部活にも顔を出していた。

　身体の具合はもうすっかり回復していた。当たり前の体調に戻もどってみると、むしろ昼間の頭痛や怠だるさが噓うそだったように思えてきた。

　日が陰かげるに従い身体の調子が戻ってきていたのだ。

　惣太は、昼間は部活どころか早退することまで考えていたが、部活に出てやはり正解だったと感じていた。学祭前で曲作りさえも未だ終わっていないという切せつ羽ぱ詰つまった理由もあったが、小刻みなビートに集中することで、少しでも日常を取り戻せたような気がすることのほうが大きい。

「よし、じゃぁ間奏から先、通してやってみよう。弥沙子さん、いい？」

「はい、いつでも」

　馴なれた手つきでマウスを滑すべらせながら、弥沙子が応じる。彼女はＤＴＭオペレーター兼けんキーボードだ。

　天性の勘を持つ鏡子と肩かたを並べて、弥沙子もまたＰＣを使った打ち込み演奏に関して舌を巻くほどに手て際ぎわが良かった。生演奏に迫る音色は器材の質のせいだとしても、それを操あやつる弥沙子のセンスがまた秀しゆう逸いつなのだ。

　ブラインドタッチの指ゆび捌さばきも鮮あざやかに、てきぱきとマシンを操作する弥沙子は、いつもの引っ込み思案な彼女とは別人のようだ。

　静かな自信に満ちた態度には、どこか颯さつ爽そうとしたものさえ感じてしまう。

　話の受け答えも普ふ段だんの雑談よりよっぽどリラックスしている。惣太にしてみれば、いつも、このくらい自然に話してくれたら、と思う。

「間奏のギターソロから入ります。カウントを」

「１，２，３，４……」

　タイミングを合わせて、惣太たちは演奏を再開した。

　音源から出力されるドラムパートと、鏡子のベースラインをリズムの手がかりに、リードの惣太は、見せ場でもあるソロパートを、若じやつ干かんのアドリブも交えながらピックで刻む。

　弥沙子さん、やるなぁ……惣太は舌を巻いた。かなり、いい感じだった。

　さっきの惣太と鏡子との相談を聞いていたんだろう。それに合わせて、弥沙子もその場で打ち込みデータにアレンジを加えていたらしい。惣太と鏡子は身体でリズムを取りながら、一気にラストまで弾き上げた。

[image: ]

「……よっし」

「決まったァ！」

　思いのほかまとまった仕上がりに、惣太と鏡子が歓かん声せいを上げる。

　上出来だ。これで曲の進行は固まった。後はテクニックを要求される箇か所しよを重点的に練習するだけだ。

「どうやら、目め途どがつきそうだね」

「一時は、どうなるかと思いましたけどね」

　そもそも土ど壇たん場ばになって打ち出した企き画かくだっただけに、すべては時間との勝負だった。まがりなりにも形になったのは、毎日三人が遅おそくまで部室に詰つめて頑がん張ばった成果だ。

「もう、こんな時間……」

　気け怠だるい達成感に浸ひたっていた惣太と鏡子を、弥沙子の声が日常に引き戻した。手首の内側の腕うで時ど計けいを見ながら、弥沙子はそそくさと立ち上がる。時計の針はもう七時を廻まわっていた。

　ぴょん、と弥沙子の側そばに近寄った鏡子が、くるくる回る瞳ひとみに慌あわてたような表情を浮うかべる。

「大丈夫なんですか？　弥沙子センパイの家、あんまり遅くなったらまずいんでしょ？」

「うん……」

　消え入りそうな弥沙子の返事は、既すでにいつもの遠えん慮りよがちなものに戻っている。

　彼女の家は、ちょっとした旧家であり、門限等が厳しい。惣太たちには窺うかがい知る術すべもないが、お嬢じよう様さまならではの苦労というものもあるらしい。少々おっとりしすぎてるのも、育ちの良さ故なのだろう。

「あ、俺たちはいいから、先に帰りなよ」

　演奏の余よ韻いんを引きずった良い気分のまま、惣太が気を利きかせた。弥沙子はパソコンの電源を落とすだけで終わりだが、惣太や鏡子はエフェクターの配線を解いたり、いろいろと後片づけがある。

「でも……」

「いいから、気にするなって。手伝ってもらうほどのもんでもないし」

「……」

　弥沙子はさも間が悪そうに、もじもじと立ちすくんでいたが、結局おずおずと出口へ向かった。手伝おうにもやることがないのは事実だし、時間が切羽詰まっているのは、彼女一人だけなのだ。

「お先に、失礼します」

　それでも部室を出ていく弥沙子は、どこか後うしろ髪がみを引かれるような、気き兼がねした態度を見せていた。

「惣太センパイも、帰っちゃって良かったのに」

　束ねたシールドを巻きながら、鏡子が言う。

「そうもいかんだろ。俺、べつに急いでるわけじゃないんだし」

「気が利きかないんですね」

　鏡子が視線を手元のシールド線から惣太へちろんと動かす。イタズラっぽいというには少し邪じや気きの割合が多すぎな光が、大きな瞳の中で躍おどっている。

「……何が？」

「にっぶぅ～」

　鏡子は冗じよう談だんめかしながらも、まるで咎とがめるかのように口を尖とがらせた。

「惣太センパイのこと好きになった女の子は大変だなぁ。ぜ～んぜん、気持ちなんか察してもらえないんだろーなぁ」

「無む駄だ口ぐちはいいから、とっとと手ぇ動かせ」

「はいはい。もう終わってますって」

　さっきの底意地の悪さはどこへ消えたものか、屈くつ託たくのない笑え顔がおで惣太に応こたえてみせる鏡子。惣太はワザと鏡子に怖こわい顔を向けたまま、並んで部室を出る。

　この時間になると、さすがに校内には誰だれも居なかった。無人の廊ろう下かを歩く惣太と鏡子の足音は、暗い廊下に虚うつろに響ひびくばかりだった。

「身体からだの具合、もういいんですか？」

「ん？」

　一いつ瞬しゆん、惣太はなんのことを言われたのかわからなかった。

「弥沙子センパイから聞いたんですよ。惣太センパイ、風邪かぜかなんか、ひいてるんでしょ？」

「いや、そう……らしいんだが」

　言われるまで忘れていたくらい、惣太の気分は爽そう快かいだった。つい数時間前までは、脂あぶら汗あせをだらだら流していたことをすっかり忘れてしまっていたほどに。

　夜になると治まるというのは、どう考えても不自然すぎる。やはり風邪なんて生やさしいものではなく、ストレスとか、心しん身しん症しようなのか？

　惣太自身には、そんなものに罹かかるほど難なん儀ぎな暮らしをしていた自覚はまるで無いのだが。

　黙だまり込んでしまった惣太に変に気を回したのか、鏡子はそれ以上尋たずねてこない。しばらく気まずい沈ちん黙もくが続く。

「じゃ、また明日」

　一階の渡わたり廊下で、鏡子はぺこりと頭を下げた。手を振ふる鏡子に慌てて指で応じて、惣太は背を向けた。一年生の昇しよう降こう口ぐちは、惣太たち二年生のそれとは逆方向の、遥はるか校舎の端はしだ。いつも部活の後はここで別れる。

「……？」

　昇降口に向かおうと、渡り廊下を進む。その途と中ちゆうで、何か漠ばく然ぜんとした印象に心の片かた隅すみを捉とらえられて、惣太は足を止めた。

　視線の先に、ひときわ太い杉すぎの木の幹がある。

　渡り廊下から、見える学校の裏庭。その隅に生えている太い杉の木。

　毎日眺ながめている風景。

　そこには、誰かがいた。

「……!!」

　驚おどろきのあまり、声を上げるところだった。

　見み据すえていた大木の幹の向こう側から、何の前まえ触ぶれもなく人ひと影かげが湧わいて出たのだ。

　影はやがて砂じや利り敷じきの歩道に下りて、大おお柄がらな外がい套とうのシルエットを露あらわにした。

「こんばんは。いい夜だね」

「は……はぁ」

　頭の天辺から足先まですっぽりと黒衣で固めた大柄な男だ。首筋には口元を覆おおい隠かくすかのようにマフラーまで巻いており、肌はだはまったく見えない。

（何なんだ？　こいつ……こんな所で何をしてる？）

　惣太は思わず身体を固くする。

「君は、梅論学園の学生だね？」

「……？」

「君の制服だよ。そのボタン、梅論の校章だろう？」

「はぁ……そうですが」

　惣太は訝いぶかしがる。制服もなにも、ここは学校の敷しき地ち内ないだった。

「遅くまで大変だねェ。いつもこんな時間に帰るのかい？」

「ええ、そうですけど」

「そうかそうか、なるほどね」

　男は肩かたを揺ゆらして、低くくぐもった笑いを洩もらした。

「おや？　君の上着の、右の袖そで口ぐち……ボタンが取れているじゃないか」

「へ？」

　惣太は言われて初めて気づく。本当だ。

「どっかに落としたかな？　でも、いつの間に……」

「いつの間にか、どこかに、ね……」

　声を軋きしらせて笑いながら、男は続ける。

「それは……『昨夜、あの場所で』の間ま違ちがいではないのかね？」

　思わせぶりなその一言で、惣太の背筋に悪お寒かんが走った。

（こいつは……知っている。ゆうべ起こった〝何か〟に、関かかわり合いを持っている。同類、なんだ。保健室にいた、あの女の子と）

　彼は無意識のうちに一歩、退ひいていた。保健室の時のような思考を伴ともなわないとっさの動きだった。だが今度は、行動を起こす暇ひまさえなかった。

　いきなり、何かが肩かた口ぐちを万まん力りきのように締しめ上げる。

「え？　えぇ!?」

　たった今まで、大男は杉の木の傍かたわらにいた。惣太と十歩あまり離はなれた向こう側に。

　なのに今、彼は目の前に、鼻はな面づらをつき合わすほどの距きよ離りに立ち、がっちりと学生服の肩を摑つかんでいる。

　動くところは……惣太には見えなかった。まるでフィルムのコマを飛ばしたように。真っ正面から近寄られたはずなのに、それに気づくより肩を摑まれるほうが早かったような気さえしていた。

「な、何を……」

　信じられない握あく力りよくだった。片手で摑まれているだけなのに、肩が外れそうだった。

　男の指が、力任せに襟えりのカラーをこじ開ける。

「やはりな……」

　剝むき出しになった、惣太の首筋……あの奇き妙みようなふたつの痕あとに、男の視線は注がれている。

　凝ぎよう視しする眼まな差ざしは、まるでギラつくように強く……いや……本当に、光っていた。

　闇やみの中、なにに照らされているのでもなく、間違いなく男の目が、そのものが光を発している。血走った眼球が、まるで熾おき火びのように赤く……

　ヴン！

　風を切る唸うなりを聞いたのは、そのときだった。

　黒くしなやかな影が、疾しつ風ぷうのように割り込んできて、大男の胸むな板いたに激げき突とつする。

　目の前で閃ひらめく、プラチナブロンドの輝かがやき。

　体当たりを受けた大男は、よろめいた隙すきに惣太から手を放し、逃のがれようともがいていた惣太は、後ろに跳はね飛ばされたような格好で地面に尻しり餅もちをついた。

　二人の間に立ちはだかるのは、黒いドレスの、小さな影。

　昼休みに惣太が保健室で出くわした、あの少女……出いで立ちは、昼間よりさらに異様だった。真っ黒いドレスの肩に、身みの丈たけほどもある長なが櫃びつを担かついでいる。

　しかし……惣太は自分の目を疑う。常識的にはあり得る話ではなかった。今の彼女のスピードは。あの体格で、あんなものを担いだまま……

　惣太は呆ぼう然ぜんと、そして、却かえってひどく吞のん気きに彼女を観察していた。

「やはり現れたな。吸血殲せん鬼き」

　荒あら々あらしい唸り声で、大男が吐はき捨てる。

「もちろん。それが私たちだから」

　応じる少女の表情は、不敵すぎるほどの冷れい笑しよう……巨きよ漢かんの大人を前にして、彼女は微み塵じんも臆おくしていない。

　背負っていた長櫃を、女の子は振り回すようにして前に回し、乱暴に足元に落とす。

　ずん、と重々しい地じ響ひびきを立てて、それは砂利敷きの地面にめり込んだ。

「あなたたちと私たちは、光と影の綾あや模様。探し求め、狩かり、滅ほろぼしあう運命」

　衝しよう撃げきで蓋ふたが開き、長櫃の内容物が露わになる。

（……噓うそだろ？）

　惣太は目を疑った。

　内張りの中に収まっていたのは、スレッジハンマーだった。工事現場でコンクリートを砕くだいたり、杭くいを打ち込んだりするのに使う、それも特大の。

　あんなもの、この女の子には、担いで歩くどころか、持ち上げることさえできないはずだが。

　しかし、黒衣の少女は、そんな特大ハンマーの柄え先さきを、ひょいと爪つま先さきで蹴けり上げて浮うかしてから、右手で摑んで勢いよく櫃から引き抜ぬいた。

　大の大人が両手で扱あつかうシロモノを、だ。

「覚かく悟ごしなさい。異い端たん者しや」

　もう惣太には、目の前で起こっていることが理解できない。

　彼女らは知り合いか何かなのだろうか？　それも見たところ、露ろ骨こつに物ぶつ騒そうな。

　この少女は、大の大人を相手に喧けん嘩かを売ってるらしいが……あんなハンマーを持ち出した時点で、既すでにもう、喧嘩などという騒さわぎでも無いような気はした。

　あれを平然と振ふり回す少女の腕わん力りよくも信じがたかったが、そもそも、あんなもので人を殴なぐったら相手を死なせてしまう。

　しかし、男は男で、こちらもまた、まったく狼狽うろたえた様子がない。見るからに、やる気でいる。惣太と違ちがって、この成り行きに何の不思議も感じてないらしい。

（こいつら、いったい何なんだ!?　……）

　惣太は心の中で絶ぜつ叫きようをあげる。

「逃にげて」

　少女が、じっと大男を見据えたまま小声で呟つぶやく。

　それが自分に向けられた言葉だと気づくまで、惣太には少し時間がかかった。

「逃げなさい。早く」

　黒衣の女の子は惣太を庇かばっている……らしい。

「ダァメダメ。逃がせるわけ、ないだろ？」

　おどけた口調で言いながら、大男がコートの襟えり元もとを開く。はじめて男の口元が露あらわになった。暗くら闇やみに馴なれていた惣太の目に、鋭するどい輝きが白々と焼きつく。あんな歯が、人間があんな歯なわけが……

「オマエラハ……」

　コートの布地の破れる音、ボタンの千切れ飛ぶ音が、夜の学校の静せい寂じやくをかき乱す。

　服の下で、男の巨きよ軀くがさらに膨ぼう張ちようしていった。人の形をしたものから、なにか別の形のものへ。

「オマエラハ、ココデ死ヌンダカラナァ！」

　それはもう、人間じみた声を出すこともやめていた。

　いや、出そうと思っても不可能だっただろう。男の口は耳の上まで大きくめくれ上がり、その中に鏃やじりを思わせる鋭い歯、いや、〝刃は〟が幾いく重えにも連なっていた。

　コートを散り散りにはじき飛ばした巨軀は青黒く固そうながら、妙みように滑なめらかな皮ひ膚ふに覆おおわれている。節くれ立った巨きよ木ぼくのような筋肉を誇こ示じしたたくましい四し肢しは、明らかに陸りく棲せいの生物のそれであるのに、青黒い肌はだがぬめりとした光こう沢たくは……どう見ても水棲の生物の放つものだった。巨きよ大だいな陸棲の鮫さめ……そうとしか形容のしようがない異形。そしてその落ち窪くぼんだ眼がん窩かに嵌はまる妙にガラスじみて真ん丸な双そう眸ぼうの奥に、ぽう、と灯ともる紅あかい熾おき火び。

　ありえない、この世に存在し得ないイキモノ。

　ズタズタになったコートの残ざん骸がいを、鉤かぎ爪づめの生えた手で振り払はらい……それは二人の前に正体をさらした。遠とお吠ぼえが、闇に沈しずんだ校舎に木こ霊だまする。

　そして惣太も意識せず叫さけんでいた。悲鳴を上げていた。彼はもう完全に、正気を失っていた。〝なにか別のモノ〟になり果てた大男がターゲットとする少年は、パニックに陥おちいり、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　その背に摑みかかろうと、差し伸のばした怪かい物ぶつの腕うでを、鋼鉄の一いち撃げきが粉ふん砕さいする。

ゴキン!!

「フギィッ!?」

　喪も服ふくの少女が振り回すスレッジハンマーの猛もう攻こうだった。ハンマーと渡わたり廊ろう下かの柱に挟はさまれた怪物の腕が、鉄骨の柱ごと嫌いやな角度に曲がっていた。

　ガン！ガン！ゴン！……

　続いて二発、三発……間かん髪ぱつ入れず繰くり出される追い討うちに、怪物はその場で釘くぎづけにされる。怪物ごと打ち据すえられる、渡り廊下の薄うすいコンクリ破片が紙のように舞まう。

　少女が独楽こまのように柄の反対側で回るたび、ハンマーは加速を重ねて、縦じゆう横おう無む尽じんに標的に襲おそいかかる。たまらず怪物は退いて、どうにかハンマーの竜たつ巻まきから距離を取った。

　すぐに少女は竜巻のようなステップを止め、ふたたびハンマーを地面に預ける。今までの動きが噓だったかのように、硬かたい砂利の地面にめり込むハンマー。

「あなたの相手は、この私」

　間合いを置いて相対しながら、少女は唄うたうようなソプラノで囁ささやいた。

　異形の怪物を前にしてなお、彼女は微塵も恐きよう怖ふを見せず……いやむしろ、冷たく禍まが々まがしい笑えみさえ浮かべている。

　怪物は喉のどを震ふるわせて威い嚇かくの唸りを上げた。

　折れた右みぎ腕うでを左手で摑つかみ、無造作に引っ張って接つぎ直す。骨の断面が嚙かみ合わさると、即そく座ざに細さい胞ぼうの再構成が始まった。折れた骨が突つき破った外皮までもが、猛もう烈れつな新しん陳ちん代たい謝しやによって再生していく。

「……ックックック……コノ再生治ち癒ゆ能力コソ、我ラ〝キメラヴァンプ〟ヲ最強ノ生体兵器タラシメテイル由ゆ縁えん、ダ。吸イ尽つクシテヤルゾ、小こ娘むすめ」

　完治した右手の鉤爪を、ひらひら翻ひるがえしながら、怪物は血ち生なま臭ぐさい息を吐き出す。

　そんな威嚇に、少女はまるで臆することなく、不敵な笑みで応じる。彼女もまた敵の何たるかは心得ているのだ。

「串くし刺ざしにしてやるわ」

　月つき影かげだけが見守る中で、怪物と少女の死し闘とうは続く。

　花か壇だんに植えられた秋の花が踏ふみ荒あらされ、舞い散る。鉄骨の柱が、モルタルの壁かべがハンマーの一撃に、鉤爪の一いつ閃せんに、ひしゃげる、微塵に吹ふき飛ばされる。

　重々しい破は壊かい力りよくを込めて繰り出される怪物の鉤かぎ爪づめは、まだ一度も少女を捉とらえてはいなかった。

　少女はドレスの裾すそを翻し、舞い飛ぶ蝶ちようのように身を躍おどらせながら……無骨なハンマーを、まるで奥手なパートナーをリードしてダンスのステップを踏むかのように、曲芸めいた巧たくみさで怪物の身体からだへと打ち込んでいく。

　かたや怪物のほうは、いくらハンマーの打だ撃げきが決まろうと、一向に応こたえた様子がない。いくら筋肉を潰つぶし、骨を砕いても、傷はみるみるうちに癒いえてしまう。

　勝負は完全に膠こう着ちやくしていた。

「フシャァァァァッ!!」

　怪物が突とつ進しんして迫せまる。

（避よけきれない……!?）

　そう少女が戦せん慄りつした瞬しゆん間かん、怪物の頭が、不意に糸で引かれたようにそっくり返る。

　ガガガガガッ!!

　そのとき闇やみを裂さいた銃じゆう声せいを五・五六ミリアーマライト高速弾だんのものと聞き分けて、少女は相棒の到とう来らいを知った。

「すまん！　遅おくれたな」

　その声は、今朝方、少女の持つ通信機の奥から聞こえたものと同じだった。

「フリッツ！」

　少女がハッキリと安あん堵どした声で相棒の名を呼ぶ。

　短めに刈かり上げた固そうな銀灰色の髪。

　実用本位な灰色のトレンチコート。その下の荒あらく研とぎ上げた鋭えい利りな刃は物もののような身体に、火器や火薬や銃じゆう弾だんをありったけ巻きつけた男が、滑なめらかな動きで援えん護ご位置に入った。

　意外と若いように見える。

　しかし、年ねん齢れいにそぐわない暗い冷れい酷こくさが、相棒を案じる表情の奥深くにさえ染しみ込んでいる。

　先さき程ほどの銃弾は男の手にある、原形もわからないほどに改造されたＭ４アサルトライフルから発せられたものらしい。

　衝しよう撃げきで吹き飛ばされた怪物は、まだ、絶叫を上げてのたうち回っている。

　弾だん丸がんは、間ま違ちがいなく頭を直ちよく撃げきし、両眼より少し上の線で頭ず蓋がいの大半が物の見事に消え失うせている。ひしゃげたダムダム弾頭が怪物の頭骨と脳のう髄ずいの殆ほとんどを辺りへまき散らしたのだ……およそ尋じん常じような生物なら間違いなく致ち命めい傷しようのはずだった。

　それでも弾丸は、少なくとも怪物の論理的思考を消しよう滅めつさせるだけの効果はあった。

　起きあがった怪物は、それまで戦っていた少女を無視して、見当違いの方向へと疾しつ走そうする。

　一いつ瞬しゆん、少女は判断に迷った。逃げる敵を追うか、それとも惣太を……

「フリッツ……!?」

　相棒にそれを相談しようと口を開いた矢先、悲鳴が聞こえた。
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　校門を出てしばらく歩いたところで、鏡子は部室に譜ふ面めんを忘れてきたことに気づいた。

　しばし逡しゆん巡じゆんして、今来た道をふりかえる。別に明日、部活の時にあれば困るものでもなかったが、今日、いろいろ試したことが書き込んである。

　鏡子としては、今晩それを、じっくり落ち着いて検討してみたかった。

「……？」

　しかし、校門が見えてきたところで、鏡子は校内から響ひびいてくる妙な物音を聞き眉まゆを寄せた。

　なんだろう？　……まるで動物の咆ほう哮こうのようなくぐもった音。続いて、ガンガンガンと校舎のコンクリ壁へきを力任せに打ちつけるような音。

　鏡子は校門をくぐり、真っ黒な校舎の窓ガラスが見下ろす前庭に入ったところで躊ちゆう躇ちよした。惣太は……既すでに校内には居ないだろう。奇き妙みような音はまだ続いている。

　やっぱり、やめて、帰ろうか……そう思った矢先に、妙に場ば違ちがいな軽い破は裂れつ音おんが鳴り響き、一瞬の静寂が漂ただよう。そして……

「……え？」

　何が起こったのかわからない鏡子の耳元で、『フシュゥゥゥ……』……と、生なま臭ぐさい息が鳴る。いつの間にか、何者かが、彼女の肩かたをがっしり摑んでいた。

「……ひ!?」

　そういえば、右手の植え込みから、何かが飛び出てきたような気もする。見ると木の葉が広く飛び散っている。

　できることなら、振ふり向きたくはなかった。だがそんな感情とは裏腹に、鏡子はゆっくりと首を巡めぐらせて、肩かた越ごしに背後を窺うかがおうとしていた。

　たった今、彼女のうなじに息を浴びせている何か……目にも留まらぬスピードで彼女の背後に廻まわり込んだモノの、正体を見届けるために。

　嫌いや々いやながら、本能の制止に抗あらがいながらも、ようやく鏡子は後ろを振り向き、そこにそびえ立つ影かげを正視して……そして、あらん限りの声で悲鳴を上げていた。
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　逃にげる。

　ただ死に物狂ぐるいで逃げる。

　惣太の頭の中にはそれだけしかなかった。

　心臓は破裂しそうに早はや鐘がねを打ち、肺が痺しびれて痙けい攣れんし、もう、ろくに息を吸うこともできない。しかし、立ち止まったら……すぐ後ろに確実に〝あれ〟がいるような気がした。

　紅あかい目が、ぬめぬめと光る牙きばが、追って迫ってくる。〝逃がしはしない〟〝ココデ死ヌンダ〟奴やつは確かにそう言った。

　人間の言葉で……人間じゃない声で！

　しかも、あの得体の知れない漆しつ黒こくの少女も一いつ緒しよなのだ。

　気がつくと彼は、校庭を突っ切り、上うわ履ばきのまま、学校の外に出ていた。

　もうだいぶ走ったはずだ。が、彼はとても安心する気にはなれなかった。

　街灯が、重いコンクリート塀べいが、木立が作る陰かげの綾あや目めの、いたるところに何かが潜ひそんでいるように感じる。そう思っていた矢先に……

「……!?」

　惣太は、今、聞こえた何かに、過か剰じようとも言える反応を示した自分自身に何よりも驚おどろいていた。

　今、確かに聞こえた。あれは……悲鳴？

　実際は聞こえたかどうかも定かでない声だ。ましてやそれが悲鳴で、しかも、なぜ、鏡子の発したものだとなぜ思えるのか？

　彼は立ち止まり、しばらく迷った。今は自分自身が追われている身なのだ。

　しかし胸にわき上がった不ふ吉きつな思いが消えない。やはり気になる。空耳とは思えない。

　と、同時に、今まで彼を支配していた問答無用の恐きよう怖ふ感かんが、少し和やわらぐのを感じた。

　そうだ、そもそも、あんなイキモノがこの世にいるわけがあるだろうか？　何かの見み間ま違ちがいではなかったか？　自分は突とつ然ぜん現れたあの喪も服ふくの少女のイメージに引きずられ、ありもしない物を見たのではないのか？

　それに、もし、不ふ審しん者しやが校内に入り込んでいるとして、そこには、まだ鏡子が一人で残っている可能性もあるのだ。子供じみた恐きよう怖ふに襲おそわれ、恐きよう慌こう状態だったからといって、なぜ彼女のことを今まで忘れていたのだ？

　もし、自分が危険であったのなら、鏡子も危険ではないのか？

　確かめるだけ、確かめておこう。杞き憂ゆうであれば、それでいい。そう思い、惣太は悲鳴の聞こえたと思おぼしき方向へ足を早めた。
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　処女の血を味わうなど、滅めつ多たなことでは機会がない。こんな極ごく上じようの餌え食じき、今を逃のがしたら、次はいつありつけるかもわからない。

　人ならざる異形のものの喉のどから、禍まが々まがしく掠かすれた笑いが漏もれる。

「や……嫌いやぁ……」

　せっかくの獲え物もの、それも人間の血となれば、それなりの味わい方を堪たん能のうしなければ勿もつ体たいない。

　血だけでなく魂たましいまで蹂じゆう躙りんする。ちっぽけな理性と尊厳を、絶望と恐怖で煮に詰つめて、苦痛で擦すり潰つぶして、喰くらう。それこそが人間狩がりの醍だい醐ご味みだった。

　彼は薄うすいセーラー服の胸むな元もとを、鉤かぎ爪づめでつまみ上げると、わざと荒あら々あらしく引き裂さいた。

「ひ……っ!!」

　怪かい物ぶつは嫌がる獲物を無理矢理に引き寄せると、後ろから抱だきかかえるように抱きすくめる。闇やみに白く光る肌はだに、怪物の鉤爪が朱しゆ色いろの線を何条も刻む。

「いやぁっ！　嫌ぁぁぁぁ!!」

　粘ねん膜まくにぬめる肌を背後からぴたりと押しつけられ、あられもなく泣き叫さけぶ少女の剝むき出しの肉を、怪物の長い舌が舐なめ上げる。

　ねばつく唾だ液えきでべったりと吸着したそれが、蛇へびのように激しくのたうちながら、肌という肌を這はい回る。

「や、やめてぇ……こんなの……い、いやぁ……」

　少女の泣き声を無視し……いや、むしろそれに応こたえるように、怪物は鋭するどい牙を剝き出しになった柔やわらかな肌に軽く突つき立てる。ピンク色に染まった露あらわな胸に、紅あかい珠たまが盛り上がる。

　わずかずつ味見しただけでも、獲物の血が格段に風味を増しているのが、彼にははっきりとわかった。恐怖の刺し激げきによって分ぶん泌ぴされる脳内物質。他ほかでは味わえないその甘かん美びな風味こそ、吸きゆう血けつ鬼きが人間の雌めすを最高の獲物とする由ゆ縁えんである。

　いいぞ、いいぞ……最高だ。もっと怖こわがれ。怯おびえろ。痛がれ!!　彼は舌をいっそう長く伸のばし、獲物の細く折れそうな頸くびに幾いく重えか巻きつけると、ほんの軽く締しめ上げた。

「ひ、ひぃぃ……」

　どす黒い本能的な恐怖が、絶望すらも押し流し、少女はあらん限りの声を振り絞しぼって悲鳴を上げた。いたましいその声が、まるで祝福の鐘かねのように、心地ここちよく彼の耳に反はん響きようする。

　そろそろだ……獲物の様相に満足しながら、彼は桜色に染まった少女の首筋を……その中でどくどくと血流を運ぶ頸けい動どう脈みやくを見み据すえた。

　人体では耐たえきれない恐怖の奔ほん流りゆうに、少女の精神が崩ほう壊かいするその瞬しゆん間かん……最高の状態まで高められているであろうその血を、一気にいただくとしよう。

「あ、あ、あ、はぁぁぁっ!!」

　あられもない声を張り上げて少女はまるで壊こわれた人形のように、手足をビクビクと震ふるわせる。

　待ち受けていたその瞬間に、怪物は乱らん杭ぐい歯ばの切っ先を震える肌に一気に突き刺さした。
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　その光景を目にした途と端たん、惣太は金かな縛しばりにあったように動けなくなっていた。

　声が、出ない。

　叫び声を上げようにも、肺がそれだけの空気を吸い込めない。

　悲鳴は鏡子のものだった。間ま違ちがいなく鏡子のものだった。

　彼女は、巌いわおのような青黒く滑すべる肌の四し肢しと剃刀かみそりのような鋭い歯を持つ、陸りく棲せいと水棲、両方の特とく徴ちようをグロテスクに兼かね備えた怪物に後ろから抱きすくめられていた。

　半ば裂かれた着衣の隙すき間まから覗のぞく白い肌の上には朱色の線が幾筋も刻まれ、涙なみだの跡あとでぐちゃぐちゃになった瞳ひとみはもう何物をも捉とらえていない。

　そしてその力無くのけぞった喉元を染める真っ赤な色。ぽうと暗く赤い熾おき火びを灯ともす瞳と、その直下から生えた乱杭歯が深く食い込む傷口、そこからあふれ出し、少女の胸むな元もとまでも染め上げる紅い血潮。

「やめろぉぉぉっ!!」

　惣太は怪物に突とつ進しんしていった。

　再び彼を襲った恐怖のあまり、理性のタガが外れていたのだ。

　しかし、当の化け物は、鏡子の凌りよう辱じよくに熱中したまま、彼を見ようともしなかった。

　ただ、何気ない仕草で放たれた怪物の丸太のような脚が、唸うなりを上げて惣太に迫せまり……瞬間、衝しよう撃げきなどという生やさしい言葉ではとても表現しきれない感覚が彼を襲う。

　ぐしゃ……

　全身の骨と肉が別々のもののようにぶれるのを、惣太ははっきりと感じた。

　蹴けり飛ばされ、まだ宙を飛んでいるうちに、惣太の身体からだはもう痛みさえ感じないほどに壊されていた。大地に叩たたきつけられたのも、ただ感かん触しよくだけでそれと知れたにすぎない。

　彼は息を吸おうと足あ搔がいたがかなわなかった。

　意思とは関かかわりなく、首から上がゴロリと横を向く。

　その先では、相変わらずあの化け物が、悠ゆう々ゆうと鏡子の血を啜すすっていた。

　ぐったりと首を垂れた鏡子。もう啜り泣く力も失うせて、怪物の喉が歓かん喜きにわななく度たびに、壊れたマリオネットのように手足をぶらつかせる。

　さっきまで、ついさっきまで、一緒に曲を弾ひいていた……リズムに乗って、笑いながら……目の前の地面に、血と、胃物と、ちぎれた内臓の一部分をゴボゴボと吐はき続けながら、惣太はその様を見守っていた。

　惣太は、ただただ悔くやしかった。恨うらめしかった。

「畜ちく生しよう……畜生……」

　むせび泣こうにも、声が出ない。喉に詰つまった血が邪じや魔まで。

　ただ涙だけが、目め尻じりから滲にじみ出る。畜生……




　……抜ぬけていく……俺の血が……流れ出ていく……俺の命が……止めなくちゃ……血が抜けるのを、止めなくちゃ……でないと、俺、死んじまうよ……

　もう、腕うでも、指先さえも動かない。

　死ぬ……俺は……死ぬ……嫌だ。こんな終わり方なんて、嫌だ。

　力が欲ほしい。

　もう一度、立ち上がる力……

　だがもう、そんな力は残ってない。俺の身体は抜け殻がらだ。ありったけの血が、抜けていく。血……力……おれの……血……

〝欲しいのか？〟

　遠とお退のいていく意識の中、どこかから、そんな声が聞こえたような気が……した。

〝死を退しりぞけ、運命に抗あらがう力。オマエはそれが欲しいのか？〟

　俺は……死にたく……ない……こんなところで……終わりだなんて……

〝なら、取り戻もどせ〟

〝流れ出た血を奪うばい返してやればいい。簡単なことなんだよ。オマエさえ望むなら〟

　血……抜けていく……血……寒い……恋こいしい……さっきまで俺の中にあった……温かい……血……

〝さあ、誓ちかえ。証あかしを立てろ〟

〝声に出して求め訴うつたえるんだ。血を。偽いつわりなき血への渇かつ望ぼうを〟

「う……お……」

　いったい何を言おうとしたのか、自分自身にもわからなかった。ただ意味を成なさない呻うめき声だけが、喉のどの奥から、また余計に血を押し出しただけだった。

〝駄だ目めだよ。その程度じゃ〟

〝叫べ。魂の底から吠ほえて求めろ。オマエの本当の欲望を〟

　抜け殻のようになった身体から、ありったけの力をかき集め、喉に集める。

　一声、ただ一声を叫ぶためだけに。

　ごぼり、と喉が鳴り、気管に溜たまっていた血が泡あわ立だって喉から抜ける。

　嫌だ、俺は……死にたく……ない……




「うおおおおぉぉぉ！！！！」

　俺は、腑はらわたの中身をありったけ吐き出したような気分だった。ひとたび空っぽになった腹ふく腔こうには、何か別のものが、はち切れんばかりに滾たぎっている。

　憎にくしみ、怒いかり……そして、飢うえ。

　漲みなぎるパワーが、内側から俺を責め苛さいなむ。

　渇かわく。猛もう烈れつに渇く。

　血が、俺には血が必要だ。

　飲みたい。今すぐにでも、浴びるように飲みたい！

　なのに、そんな俺を差し置いて……こいつは先に飲みやがった。

　それも、よりによって鏡子の血を。

　こんな薄うす汚ぎたない化け物の中に、あの鏡子の血が流れてるなんて、許せるわけがない。




「おおおオオオアァァ！！！！！」

　咆ほう吼こうは、止まらない。

　一度吐き出したそれは、まるで押し留とどめようのない怒ど濤とうのように、身体の奥底から迸ほとばしる。その轟とどろきが、爆ばく発はつ的なパワーが、枯かれ果てていた四肢を一いつ瞬しゆんのうちに巡めぐり渡わたる。

　へたり込んでいた大地から跳はね起きるようにして、俺は立ち上がっていた。

　むせ返るような、血の臭におい。辺り一面に流れ出た血が、瘴しよう気きのように、木立の合間に立ちこめる。夜気に冷まされ、ぬくもりを失っていく血の臭においの中で、ひときわ引き立つ、ヤツの匂い。

　たった今、俺を蹴り飛ばして、血を奪い尽つくした奴やつ……まだ熱く血管を駆かけめぐり、心臓を脈打たせている血の……冷えた血ち糊のりとは比ひ較かくにならない、甘く薫かおる獲え物ものの臭い。

「よ・こ・せ……」

　湧わき上がる欲望が、喉を衝ついて迸る。そう、誰だれだって構わない。この飢えを癒いやしてくれるのならば。

「お・ま・え・の・血・を・よ・こ・せぇぇ!!」

　身体を内から突つき上げる衝しよう動どうに駆られるままに、俺は獲物を目め掛がけて突進していた。




　駆けつけたモーラとフリッツは、すでに事態が致ち命めい的なまでに進行しているのを見て取った。

　先程、彼らがすんでのところでしとめ損そこなった手負いの化け物。それが再度惣太を襲おそうとは、何という巡り合わせだろう。

「いけない！」

　言うやいなやモーラは得物のスレッジハンマーを構えて飛び出そうとする。だが……その肩かたを、フリッツが摑つかんだ。

「モーラ、奴にやらせろ」

「え？」

　相棒の意外な台詞せりふに、モーラは耳を疑う。

　キメラヴァンプを目の当たりにして何を言っているのだ……しかし、フリッツは意外なほど冷静な瞳ひとみを惨さん状じように向けていた。

「丁度いいチャンスだ。あのボウズが本当は何者なのか、今から拝めるぜ」

「そんな……」

　本気なのか？　そう口に出して問うかわりに、モーラはまじまじと相棒の顔を見つめた。

　フリッツはいつもの通り、口元に冷れい笑しようを覗のぞかせながら……その目は決して笑っていなかった。射抜くようなハンターの眼まな差ざしで、目の前の光景に見入っている。

「アイツを咬かんだのがリァノーンなら、この目で確かめるチャンスじゃないか。ロードヴァンパイアの血の威い力りよくを」

「危険すぎるわよ！」

　フリッツの言い分は、正論、そして的確ではあった。しかし、あまりにも冷たい物言いにモーラはつい反応してしまう。

「かもな。危なくなったら、俺らが助っ人に入ればいい。だが……どうだかな。あのボウズ、意外とやるかもしれん……」

　険悪な調子で相棒に反論しつつも、しかし、フリッツの返答を聞く前から、モーラの手の中にあったスレッジハンマーは足元に軽く立てかけられていた。

　彼らハンターは、確かにそのことを確かく認にんする必要があった。




　ヤツが異常に気づいて、振ふり向いた。

　立ち上がった俺の姿に、少なからず驚おどろいたようだ。凝こった背筋と肩を反らして、関節を伸のばす。

　急速に組み変わっていく俺の骨と筋肉が、メキメキと力強い音を立て反応した。

　吸い出してやるぞ。ありったけ吸ってやる。

　貴様は俺の獲物だ。俺のモノだ。

　俺にその肉を引き裂さかせろ。骨をバラバラに砕くだかせろ。めいっぱいの悲鳴を俺に聞かせろ！　そうしてから、血をよこせ。

　俺の渇きを満たすために、一いつ滴てき残らず差し出すんだ……

　俺は吼ほえた。ヤツを待ち受ける運命を知らしめてやるために。

　ヤツも腹の上に抱かかえていた鏡子を無造作に投げ捨てると、負けじと吼え返してきた。

　面おも白しれぇ……手負いの半はん端ぱ物もののクセにふざけやがって。どっちが獲物か、どっちが贄にえか、思い知らせてやろうじゃねぇか！

　俺は何の思し慮りよもなく、搔かきむしるように右手を突き出した。

　どぅ!!　と鼓こ膜まくを打つ衝しよう撃げき音おん。それを聞くまで俺は、大気を切り裂くほどの勢いで繰くり出された自分自身の腕うでのスピードに気づかなかった。

　狙ねらいもなければ、手加減もなく……伸ばした指はヤツの鼻はな面づらを切り裂き、片方の目玉に深々と突き刺ささった。

「ギュニアアアア!!」

　ぶちぶちと肉を潰つぶす手て応ごたえ。ねっとりと指に絡からみついた、熱く柔やわらかい感かん触しよくの……ああ、気の遠くなるような恍こう惚こつ感かん。

　自分の両手に、まるで剃刀かみそりのような鉤かぎ爪づめが生えそろっていることにも、もうさして違い和わ感かんを感じなかった。

「ギャアア、ゥガァアアア!!」

　ふらふらと後あと退じさりながら、ヤツは右手を滅めつ多た矢や鱈たらに振り回した。潰されたほうだけでなく、残った単眼にも血が入り、完全に視界を失ったらしい。さっき蹴けられた時は、刹せつ那なの閃ひらめきでしかなかったヤツの動きが、今は波にたゆたう海草のように、のろのろと力なく見える。

　俺は鼻で笑って、二度三度と繰り出される鉤爪を躱かわした。

　視野を失ったヤツののろまでぎくしゃくと不器用なダンスは、哀あわれなほどに無様だった。

　見れば見るほどに滑こつ稽けいで、俺はとうとう、声をたてて笑ってしまう。

　いちど笑い出すと止まらなかった。朗々と甲かん高だかく、まるで底が抜ぬけたように、笑いはとめどなく溢あふれ出た。ちりちりと痺しびれるような感覚を感じて、ふと身体からだのあちらこちらに手をあててみる。傷口はもうあらかた塞ふさがっていた。

「ルルゥウアア……」

　うなり声が妙みように気弱なものに変わり、ヤツは俺に背を向けて、蹴け躓つまずきながら逃にげ出した。

　どこまでも、馬ば鹿かなヤツ……オマエはオレの獲物なんだぜ？　まさか逃げきれるとでも思ったのか？

　と、不意に見当違ちがいの方角から、銀のきらめきが弧こを描えがいて飛来し、俺の足下の地面に突き立った。

「そいつを使え、ヴェドゴニア！」

　どこからともなく叫さけぶ、誰のものとも知れない声。そんな声の正体よりも、俺は足下の銀細工に目を奪うばわれていた。

　親指ほどもあるカートリッジが無造作に突っ込まれた図太い回転弾だん倉そう。ごついベンチレーテッド・リブに挟はさまれた長大な銃じゆう身しんの先っちょには大たい砲ほうのようなマズルブレーキまで付いている。強装薬を使うのだろう。丁てい寧ねいなチェッカリングと精せい緻ちな文様の刻まれた木製のグリップ。それは、暴力的なオーラを纏まとった一丁の巨きよ大だいなリヴォルバー式ハンドガンだった。

　贅ぜいをこらした彫ちよう刻こくと象ぞう嵌がん。磨みがき上げられたクロームの輝かがやき。だがそれは工芸品と呼ぶには、あまりに禍まが々まがしい代しろ物ものだ。強きよう烈れつな反動を押さえ込むべく異常に分厚く形づくられたバレル・ウェイトの下か端たんには、ご丁寧にも折りたたみ式の銃じゆう剣けんすら備えてあった。

　銃というものを目にするのはこれが初めてだったが、そんな俺でも、その威力が生半可なものじゃないのは、匂におい立つような気配から察しがついた。

　拾い上げ、引金に引っかけた指の上でスピンさせて重心を確かめてから、指と掌てのひらでグリップを捉とらえる。初めて手にした武器とは思えないほどにそれはしっくりと手に収まった。

　銃口の先端まで、まるで指先の延長のように馴な染じみを覚える。

　残ざん虐ぎやく性の結けつ晶しようともいうべきこいつの存在感が、握にぎった銃じゆう把はを通して、掌から染しみわたり……魂たましいと共鳴する。一分の情けも、容よう赦しやもない。ただ狙った標的をグシャグシャの肉につ塊かいにするためだけの、生きつ粋すいの凶きよう器き。

　いいぞ。やってやろうじゃないか。

　俺は凶器の輝きに陶とう然ぜんとしながら、手の中の銃に語りかけた。

　オマエの生まれ出てきた目的の通りに、あの化け物をミンチにしてやろうぜ。

　まずは、標的を指差すつもりで無造作に銃口を向け、人差し指で引金を引く。

　ガンッ!!

　目の覚めるような轟ごう音おんと閃せん光こう。手首から肩へと駆かけ抜ける小気味よい反動。

　ぱっと花が開くように、キメラヴァンプの肩かた口ぐちが肉片と血ち飛沫しぶきを散らした。

「ガグゥゥッ!?」

　ハン……いい感じじゃないか。気に入った。

　怪かい物ぶつが痛みに怯ひるんでいる隙すきに、彼は調子に乗って引金を引きまくった。銃声が幾いく重えにも重なって、轟々と轟とどろき渡わたる。二重、三重、四重に……

　だがそこから先は、いくら引金を引いても虚むなしい金属音しか出なくなった。

　なんだぁ？　もう終わりかよ……

　拍ひよう子し抜ぬけもいいところだ。これからだっていうのに。

　出で鱈たら目めに撃うちまくった割に、狙いは結構いい線をいっていたらしい。脇わき腹ばらと、膝ひざ頭がしら……少なくとも二発は標的に当たっていた。

　肩かたと腹の銃じゆう創そうは、もう治ち癒ゆが始まっていたが、むしろ効いたのは脚あしのほうらしい。弾丸に骨まで砕かれたんだろう。化け物の脚は着弾点から先が見当違いの方向に曲がり、だらしなく地面に伸のびている。

　俺は立ち上がる暇ひまを与あたえずに、折れた脚を力任せに踏ふみつけ、完全に粉ふん砕さいした。
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「フギャァッ!!」

　フフ、可愛かわいい声を立てるじゃないか。

　そうなっちまっちゃ、ものの数秒で再生ってワケにはいかないよなァ。

　さぁ、遊びは終わりだぜ。そろそろ貰もらうモンを貰おうか。

「グガゥ！　ガフゥゥゥッ!!」

　威い嚇かくの唸うなりを上げながら、地面を転がり廻まわるヤツの様は……今の俺にとってまるっきり脆ぜい弱じやくな子犬に見えた。哀れをもよおして思わず笑ってしまう。

　蹴り飛ばして俯うつぶせにしてから、吼え立てる頭を後ろから摑つかみ、高々と持ち上げる。

「キィィ！　キヒィィッ!!」

　さらに肩を摑んで押さえ、引っ張って首を伸ばさせると、キメラヴァンプの吼え声は威嚇から怯おびえに変わった。

　なぜ、そんな姿勢を取らせたのか……それは今の俺の自然な欲求だった。化け物の首筋、鰓えらの奥で脈打つ動脈から、俺は目が離はなせなくなる。

　咬かみちぎれ……本能が、頭の片かた隅すみでそう囁ささやいた。

　気がつくと、上うわ顎あごの犬歯が歯は茎ぐきからズルズルと滑すべり出て、口の中に収まりきらないほどの長さになっていた。口を開けると、顎の関節が普ふ段だんより数段広く伸び上がる。

　これなら、ヤツの首筋に牙きばを打ち込むのに、何の支障もない。

　シャァァァァ……俺はわざと獲え物ものの耳元で、吐と息いきを犬歯にあてて鳴らす。化け物に最後の絶望を味わわせるには、それで充じゆう分ぶんな効果があった。彼が身を捩ねじって訴うつたえかける恐きよう怖ふを、たっぷりと満まん喫きつした後で、俺はその首筋に牙を突つき立てた。

「ギガガガァッ!!」

　魂たま切ぎるような絶ぜつ叫きようが、キメラヴァンプの口から迸ほとばしる。

　流れ込む鮮せん血けつの味。ヤツが奪った鏡子の血が、ヤツの血管を通して俺の口に溢れ返る。

　味覚がまるで性的エクスタシーのように、俺を恍こう惚こつの世界へといざなった。

　甘い。熱い。狂くるおしいほどに……美味うまい。

　よこせ、もっとよこせ!!　飲ませろ……俺に、ありったけの血を!!

　気が遠くなるほどの芳ほう醇じゆんな味わいが、アルコールのように腹の底から身体からだを焼き尽つくし、俺は余よ韻いんに酔よいしれて、そのまま仰あお向むけに倒たおれ込んだ。飲み込んだ血の温ぬくもりが、徐じよ々じよに体温を回復させていく。

　どくん……鳩尾みぞおちに、なにかが叩たたきつけられたような衝しよう撃げき。

　この悦えつ楽らく。この歓かん喜き。

　この瞬しゆん間かんのためなら、俺は何だって引き替かえに……




　どくん、どくん……それまで動きを止めていた惣太の心臓が、ふたたび鼓こ動どうを打ち始めた。充分な血を浴びて、役目を思い出したかのように。

〝俺は……そう、たった今まで、俺は……死んでいた〟

　……ふたたび彼の胸の中で、心臓が頼たよりなく脈を打ち始めた。

　ぬくもりが四し肢しへと染しみわたる。満たされた欲望が、昂たかぶった心を冷ましてゆくにつれ……惣太は徐々に、忘れていた自分を、麻ま痺ひしていた思考を取り戻もどしていった。

　自分は……何をしている？

　自分自身の有様に愕がく然ぜんとしながら、彼は抱かかえていた化け物の身体を突き放した。

　惣太は思わず口に手をやる。

　上顎の犬歯は、まるですべてが間ま違ちがいだったかのように、元のサイズに戻っていた。両手を目の前にかざす。べったりと血に濡ぬれて……だが、鉤かぎ爪づめは跡あと形かたもない。

　しかし……だけど自分は、確かに……

　惣太の喉のどの奥に生々しく残るのは間違いなく血の臭い。熱く粘ねばついたものを飲み下した感かん触しよく。

　自分は……なんてことを!!

　飲み込んだものを吐はき出そうとして、惣太は地面にえずいた。

「どいて！」

　狼狽うろたえる彼を、誰だれかが冷たく突き飛ばす。

　倒れ伏ふした化け物と惣太の間にいつの間にか割り込んで立ちはだかっていたのは、喪も服ふく姿の小さな影かげだった。手には鋼鉄のスレッジハンマーを提さげている。

　彼女の小さな手がハンマーの柄えを捻ひねると、鋭するどい作動音とともにハンマーの打だ撃げき面めんから白木の杭くいが頭を出す。

「灰は灰に。塵ちりは塵に」

　祈いのるようにそう唱えると、女の子はハンマーを振ふり上げ、化け物の胸の真ん中へと叩き込んだ。

　ブシュゥッ！

　おぞましい音を立てて、突とつ出しゆつしていた白木の杭が、ハンマーの重みを乗せて怪物の心臓を貫かん通つうする。

「ヒギャァァァァァッ!!」

　傷ついた身体のどこに、これほどの悲鳴を上げる力が残っていたのか、怪物の絶叫は惣太が改めて怯えるほどに凄すさまじかった。

「ヒギャッ!!　ギヒャァァッ!!」

　激しく痙けい攣れんする背筋がバタバタと地面を打ち、巨きよ体たいが何度も浮うき上がる。その凄せい惨さんな光景に、女の子は眉まゆひとつ動かさず、さらにハンマーの柄を捻る。杭の根本がハンマーから抜ぬけ、女の子はよろめくようにして数歩後ろに退さがった。切り離された杭は、化け物の心臓を貫つらぬいたまま残っている。

「ギャァァァァァッ!!」

　叫さけび、打ち震ふるえながら、化け物の身体が煙けむりを噴ふき上げていく。

　燃えて……いた。

　まるで見えない炎ほのおに内側から焼かれていくかのように、見る見るうちに化け物の身体は萎しおれ縮んで崩ほう壊かいしていく。

「ァァァァァ……」

　その首が灰になり、崩くずれて形を失う瞬間まで、化け物の喉は絶叫を放ち続けていた。

　吸きゆう血けつ鬼き……映画で見た、そのままの……惣太は発はつ狂きよう寸前まで追いつめられた思考の中で、すべてを理解していた。

　彼は咬まれたのだ。雨の中、白く美しい顔をした女の吸血鬼に。

　雨の中、泣きそうな目をした白い顔の女は……この化け物の同類だった。

　そして今、彼はまた……

　首筋にはっきりと残った夜の眷けん属ぞくの歯形。

「う、うぁ、う……」

　惣太は泣けばいいのか、叫べばいいのか、もはやそれすらもわからない。

　自分はもう人間ではない、死んだ、死んで化け物になった、自分は吸血鬼になってしまった。血を啜すする、殺しても死なない化け物に……ただただ、ついさっき突とつ然ぜん認にん識しきした事実だけが頭の中をぐるぐると駆かけめぐっていた。

　不意に後ろから首根を摑まれ、彼は踞うずくまった姿勢から引っ張り起こされた。中ちゆう途と半はん端ぱに固まった表情のまま、惣太はノロノロと視線を巡めぐらす。

　あの、喪服の女の子だった。

　惣太を見つめる目は、どこか痛ましげではあったが、決然と口を切り結んだ表情は、突き放すように冷たく固く、彼には欠片かけらほどの慈じ悲ひも期待できないように思えた。

　無言のまま、女の子は惣太の首根を摑んだまま、地面を引きずっていく……まるで死んだように身体を投げ出している、鏡子のところへ。

　彼は見たくなかった。鏡子は彼の事情に巻き込まれたようなものだった。

「見なさい」

　喪服の少女が惣太の顎を摑つかみ、逸そらしていた視線を無理矢理、鏡子のほうへと向けさせる。抵てい抗こうしようとした惣太の目を、異様な光景が釘くぎづけにした。

　鏡子の首筋の傷きず跡あとが、肉の中へ埋うもれていくように……見る見るうちに消えていく。

「この子はもう大だい丈じよう夫ぶ。吸血鬼になることはない」

　相変わらずの冷たい口調ながら、その内容には惣太を安心させるものがあった。ようやくのことで彼はぎくしゃくと疑問を言葉で発することができた。

「……なんで？」

「そうなる前に〝血盟〟が解けたから……血を吸った吸血鬼が滅ほろんだからよ。どういうことか、わかる？」

　彼に理解させようと、そこで少女は間を置いた。

「あなたも元に戻れるってこと。完全に吸血鬼化する前なら間に合うのよ。あなたも、まだ大丈夫。誰に血を吸われたか、あなた、憶おぼえているわよね？」

　絶望に麻痺しかけていた惣太の脳のう髄ずいが、ようやくのことで彼女の言わんとしていることをおぼろげに理解し始める。彼の血を吸った吸血鬼……雨の夜に彼の出会った、あのはかなげな少女。

　血を吸った吸血鬼が滅べば、〝血盟〟が解ける。つまりは……

「彼女を捜さがすのを、手伝って。そうしたら、私たちが彼女を滅ぼしてあげる。あなたを、人間に戻してあげるわ」




　　　　†




「これは……思わぬ展開になったな」

　豊かなバリトンに微び量りようの感かん慨がいがブレンドされて吐き出される。

　しかし、彼以上の衝撃を受けていた黒服の従者は、それに気づかずに呆ぼう然ぜんと尋たずねる。

「……あれが吸血鬼ハンター、ですか？　ギーラッハ様……」

　屋上に佇たたずむふたつの影が、誰にも気づかれることなく、事の顚てん末まつを見守っていた。

　半歩退さがって付き従う三みつ揃ぞろいにギーラッハと呼ばれた男、二メートルに迫せまる屈くつ強きような体たい軀くに、彫ほりの深い風ふう貌ぼう。呼ばわれた名から察するまでもなく、明らかに西せい欧おう人じんである。

　実戦的な凄すごみを醸かもし出す古風なマントのそこここに、不自然に鋭えい角かく的なシルエットが突つき出し、前合わせの隙すき間まから血のように紅あかく塗ぬられた鋼はがねの光こう沢たくがちらりちらりとこぼれる。

「いいや……」

　思し索さくに耽ふけりながら、ギーラッハはいかつい顎あごを指でさする。

　面めん倒どうなことになった。紅揃ぞろえが微かすかにかちゃりと澄すんだ音を立てる。思案深げな瞳ひとみに、ぽぅ、と赤い光が灯ともる。

「ただの狩人かりゆうどではあるまい。あの動き、どう見てもヴァンパイアだ。吸血殲せん鬼き、同族殺しか……」

「如何いかがいたしますか？　ギーラッハ様」

　予想外の事態に浮き足立った三つ揃いが、縋すがるような調子で彼に答えを求める。しばし考え、ギーラッハはあっさりとマントを翻ひるがえした。

「……退ひくぞ」

「よろしいので？　しかし……」

　ギーラッハは、もはや振り向きもせず、答える。

「捨て置いても、いずれ奴やつらのほうから押しかけてくる。そういう連中だ。今こ宵よいのところは良しとしよう」

　あくまでも平板な声が、動どう揺ようを隠かくせない従者の声を遮さえぎる。

　長年、そう常人では及およびもつかないほど長い年月をかけて培つちかってきた戦士の勘かんが事実を正確に推おし量る。

　そう、今宵のところは……彼の心中には長らく忘れかけていた何物かが頭をもたげていた。それは歓かん喜きなのか恐きよう怖ふなのか、自身にも判然としなかった。
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　冬の間近な夜の冷気が、ごわついたコート越ごしに惣太の肌はだを刺さす。

　彼が素す肌はだの上に直に着ているのは、あの化け物が羽織っていたコートの残ざん骸がいだ。得体の知れない汚よごれやシミがこびりつき、すえたような臭においの染しみついたコートは、ただ着ているだけでも充じゆう分ぶんに不快だった。

　血まみれになった彼の学生服は、既すでに裏庭の焼しよう却きやく炉ろに放ほうり込まれていた。見つかる前に、落ち葉と一いつ緒しよに燃やされるだろう。

　水飲み場でさんざん洗ったものの、惣太の髪かみからはまだ血の臭いがはなれない。それが彼を一層暗あん澹たんとした気分にさせた。

　さっきの少女は、連れの男──やはり外国人だった──と一緒に、傷ついた鏡子を何処どこへともなく連れ去っていた。すぐに戻もどる、という言葉を受けて、惣太は今、ホームレスのような格好で校門前の水銀灯の青い光の輪の中にうずくまり、二人の戻りを待っている。

　喪も服ふくの少女と薄うすら笑いの男は、別段、惣太や鏡子に危害を加えるつもりはないらしく、（そもそも、リァノーンに襲おそわれた彼を自室に運んだのも彼らだというのだ）それだけの理由であの二人を信用していいのなら、彼女たちは惣太の味方、ということになる。

　信用して、いいのなら……惣太は、もう無む駄だに現実に抗あらがう気が失うせていた。というより、何かを信用したかったのかもしれない。

　認めるしかない、吸血鬼は、実在する。ホラー映画で見るような黒マントの紳しん士しなんかではなく、人間とは似ても似つかない化け物だったが。

　殺しても死なない不死身の身体からだ。だが心臓に杭くいを打ち込むと、灰になって崩くずれ去る。その辺は伝説の通りだった。

　そして、奴らに血を吸われた惣太は、何かの拍ひよう子しに、奴らと同じ吸血鬼に変身してしまうような、そういう体質になってしまったらしい。

　惣太は改めて、自分の歯に指先で触ふれてみる。何の変へん哲てつもない、ただの歯だ。これであの化け物の首を咬かみ破ったなんて、彼には悪い冗じよう談だんとしか思えない。




　かれこれ小一時間ほども経たっただろうか。いつの間にか、点々と街灯の灯ともる路地の向こうに、黒ドレスの小さな影かげが現れていた。

　戻ってきたようだ。今度は彼女一人だけだった。

「はい、これ」

　小さな手が惣太に手て渡わたしたのは、深夜営業のジーンズショップの紙かみ袋ぶくろだった。中身は安物のトレーナーとジーンズ。病院の帰りに用立てたものらしい。

　惣太は改めて人目がないのを確かめてから、コートを脱ぬいで手早く着き替がえる。

　彼女の買ってきたトレーナーがハイネックなのは、首の傷を隠させるためだろう。やることにいちいちそつがない。

　まともな服装に戻れたところで、惣太も少しは人ひと心地ごこちがついた。

　今までのもやもやとした煩はん悶もんをとりあえず払はらい、惣太はまず一番気にしていたことを訊きいた。

「鏡子は？」

「救急病院の前に置いてきて、電話で通報を入れたわ。今いま頃ごろは大おお騒さわぎになってるでしょうね」

「なんでそんな……」回りくどいことを？　そう訊こうとして惣太は気がついた。

　救急病院の夜間窓口にノコノコ出向き、吸血鬼に咬まれたなどと真面目まじめに言っても、取り合ってもらえるわけがない。

「それで大丈夫なのか？」

「すぐに輸血を受けられれば、命に別状はないわ。痕あとさえ消えれば、あとは大病院でなくても大丈夫よ」

「でも……」

　惣太が心配していたのは、それだけではなかった。

「彼女が、目を覚ましたらさ……」

　化け物にあんな目に遭あわされて、果たして鏡子の心は耐たえきることが出来るのだろうか。

「何も思い出せないわ」

　惣太がそう訊くであろうことが予あらかじめわかっていたのだろう。彼がすべてを言い終わる前に、女の子は澄ました顔でそう断言する。

「彼女には催さい眠みん暗示をかけておいたから。今夜起こった出来事はほとんど思い出せないはず」

　催眠暗示。とんでもないことをコンビニに買い物に行くような気軽さで言われ、惣太はしばらく言葉が出なかった。

「記き憶おくを……消したのか？」

「そんな乱暴なものじゃないわ。彼女の無意識が思い出すことを拒こばむように仕向けたの。結果的には同じことだけれど」

　どっちにしても、惣太には信じられなかった。こんな子にそんな奇き術じゆつめいた真似まねが出来るのか。

　いいや……彼女に助けられた瞬しゆん間かんの記憶を呼び起こして、惣太は自分の浅せん慮りよにほぞをかんだ。まだ、日ひ頃ごろの常識に囚とらわれている。こう見えても、スレッジハンマーを振ふり回して吸血鬼退治をするような女の子だ。このうえ何が出来ようと、もはや驚おどろくに値あたいしない。

「ショックによる記憶障害。病院も警察もそういう結論で落ち着くわ。そうなってもおかしくないだけの体験をしたのは、調べるまでもなくわかるだろうし」

　惣太の思し惟いなど毛ほどにも気にせず、女の子は淡たん々たんと事実を繫つなげた。

「あんなふうに、吸血鬼の餌え食じきになっていく人は、世界中にいくらでもいるわ。もちろん、助かる人間は滅めつ多たにいない。あの子は、むしろ運がいいのよ」

　運がいい、その言葉に惣太は反応した。

　なるほど、身体に痕が残ろうが、血を啜すすられようが、記憶をいじられようが、とにかく鏡子は鏡子のままだ。程度の差はあれ、時間が癒いやしてくれる範はん疇ちゆうのものだから、運がいいと言えなくもないだろう。

　しかし……

「……じゃぁ、俺は？」

「あなたは……」

　惣太の問いかけに、女の子は言葉を切って、初めて彼から視線を逸そらした。まるで自分の表情を隠すように。

「そうね。格別に運が悪いほうでしょうね」

「……」

　襟えり元もとを指で探さぐって、惣太は例の傷きず跡あとに触れてみる。この傷がある限り、彼は、彼の運は現在進行形で悪化し続ける。

「さっき言ってたよな。俺を、もとに戻してくれるって」

　無表情なまま、女の子はうなずいた。

「君って、その、いったい……？」

「〝ハンター〟よ。吸血鬼ハンター。見たことあるでしょ？　映画とかで」

「……ああ、まぁ」

「闇やみの眷けん属ぞくは闇から出さず、闇の中で狩かって滅ほろぼす。誰だれに気づかせることもなく」

　ドラキュラを殺したヘルシング教授とかああいう手合いのことらしい。

　女の子自身が映画を引き合いに出してくれたおかげで、惣太は割と簡単に彼女らの仕事を察することが出来た。吸血鬼ハンターなどという仰ぎよう々ぎようしい名前にも、もはや違い和わ感かんを感じなかった。吸血鬼が実在するなら、それを狩るハンターが同じように実在したって、何の不思議もない。

　そのハンターがこの喪服の小さな女の子、というのだけは、かなり惣太のイメージとかけ離はなれていたが。

「で、その吸血鬼の専門家が、さっき言ってたよな。俺を、もとに戻してくれるって」

　視線を惣太から外したまま、またもや無表情にうなずく女の子。しかしそれは、今しがたまでの自信に満ちた無表情ではなかった。

「俺は……戻れるのか？　もとに」

　喪服の少女の視線が惣太に戻ってくる。閑しずかに、しかし、有う無むを言わさない様子で彼女は真っ正面から彼の目を見み据すえる。

「あなたの協力次し第だいね。それと……私たちの運次第」

「そんな……」

　大船に乗った気持ちでいろ、と言われることまでは流石さすがに期待していなかったが、惣太としては、それでも、せめてもう少し安心させてもらいたかった。

　いや、結局、彼女の酷こく薄はくさには感謝すべきなんだろう。惣太はそう思い直した。もとに戻れるかどうかは彼にとっては一大事だ。騙だまされてもかなわない。

　事態は容易じゃない、覚かく悟ごを決めとけとはっきり知らされただけ、まだマシなのだろう。そう思うことにした。

「それで……協力って？」

「リァノーンの居場所を探ってほしいの」

　すると、彼女は日本語とかけ離れた、不思議な響ひびきを口にした。

「……リァノーン？」

「あなたを襲おそった吸きゆう血けつ鬼き。憶おぼえてる？　髪かみの長い、若い女」

　おぼろげではあるが、惣太の中には雨の中で出会った、ぞっとするほど綺き麗れいな若い娘むすめの記憶が残っていた。

「ああ……」

　少女の補足でようやく彼にもその異国の響きがとある女性の名前であることが理解できた。

　透すけるように白い肌はだと、いまにも泣き出しそうだった赤い瞳ひとみが印象に残っている。鏡子を襲った化け物とは似ても似つかなかった。あらためて思い返すと、とても同類とは思えない。彼女が、その、リァノーンなのだろう。

「ロードヴァンパイア、リァノーン。現存するなかで、もっとも強力で危険な吸血鬼よ」

　惣太にひしと目を据すえたまま、しかし、少女は彼の記憶からは想像もつかないことを告げる。

「あの子が……？　あんなにか弱そうな女の子が？」

「吸血鬼を見かけで判断しちゃ駄だ目め。リァノーンは世界中のハンターに追われている超ちよう大物よ。私たちもそう。はるばるこんな島国まで来たのも、彼女を捜さがし出して滅ぼすためよ」

　双そう眸ぼうに強い意志の光を灯ともし、きっぱりと言い放つハンターの少女の語気の強さに、惣太は胸中の疑問を封ふうじられた。彼女がそう言うのなら、そうなのだろう。どのみち最初から、自分には理解も及およばない話なのだから。

　リァノーンについて深く考えるのをひとまず止やめ、惣太は至し極ごく当たり前に浮うかんだ疑問を口にした。

「……でもさ、君らが捜して見つからない相手を、どうやって俺に捜せっていうんだ？」

　落ち着いた無表情を取り戻した女の子は淀よどみなく答える。

「ゆうべ、妙みような夢を見なかった？」

「……夢？」

　惣太に思い当たる節は、あった。確かにそのリァノーンとかいう少女の夢を見た記憶がある。

「ヴァンパイアに咬かまれ、その能力を受け継ついだ犠ぎ牲せい者しやは、もとのヴァンパイアと精神的に感応し合うようになる。テレパシーって言えば、わかりやすい？」

「……んん、テレパシー、ねぇ……」

「いちばん多いのは、相手と同じ夢を見るというケース。リァノーンの夢と接せつ触しよくして、それを手がかりに彼女の居場所を探り出す。あなたにしか出来ないことよ」

　惣太は途と方ほうに暮れるしかない。彼の記憶にあるリァノーンの夢は〝見たことがあると思う〟というレベルだ。いったい、あんな曖あい昧まいな夢の、どこをどう手がかりにできるというのだろう。

「今はまだ、無理でもいいの。リァノーンとの感応は、日を追って強固になっていくから。あなたはそのうち、もっと長くて鮮せん明めいな夢を見るようになるでしょう。夢の中の彼女とも会話が出来るかもしれない」

　前ぜん途との困難さに黙だまりこくった惣太を気き遣づかってか、はたまた単なる説明の補足か、女の子は遠い水銀灯に銀ぎん髪ぱつを蒼あおく光らせながら淡々と続けた。励はげまされているはずが、どこか不ふ吉きつな意味合いのある説明だった。

「結びつきが強くなる、ってことは、さ……俺がどんどん吸血鬼に近づいていくってことじゃないのか？」

「そうよ」

　またもや、バッサリと言い切られてしまう惣太。冗じよう談だんではない。それでは助かる望みは無きに等しい。

「繰くり返し言うけれど、これが最善の手段なの。あなたが手て遅おくれになる前に、リァノーンを捜し出せるかどうか……一か八かの賭かけなのよ」

　俺の協力と……そして運があれば。確かに、さっき彼女は惣太にそう言った。なるほど、つまりはそういうことだったわけだ。

　絶望のあまり、彼はどっと身体からだが重くなるのを感じた。背中を乱暴にブロック塀べいに押し当てる。力の抜ぬけたおとがいががっくりと上を向く。

「……俺に残ってる時間は？」

　夜空を見上げたまま、惣太は力なく訊きいた。水銀灯のフレアが眼球を厳しく苛さいなみ、星は殆ほとんど見えなかった。

「長く見積もっても、二週間。それより早まる可能性もあるけど」

　二週間……惣太は胸中でその長さを測りかねた。

　悪夢を見続けるには長すぎるし、残りの人生としては短すぎる。

　だがもう、四の五の言ったところで、何がどうなるわけでもない。それだけは理解できたつもりだった。

「わかったよ」

　半ば自棄やけっぱちで、彼はうなずいた。

「俺に何が出来るのかわからないけど、協力はする」

　どうにか、女の子の目を見ながら言うことが出来た。

「ありがとう」

　言いながら喪も服ふくの少女は初めて軽く口の端はしをもち上げた。

「とりあえず、これからどうすればいい？」

　惣太は女の子に訊いた。なんにせよ、ここでいつまでも凍こごえてるわけにもいかない。

　答えはこれも用意されていたらしく、滑なめらかに返ってきた。

「今夜のところは、帰って休んで。朝になったら、何食わぬ顔で学校に行きなさい」

「……学校に？」

「そう」

　今すぐにでも世界中の古城巡めぐりに連れ出されるとは流石さすがに思わなかったが、とりあえず今までの生活をそのまま続けろとは。

　意外な言葉に惣太は肩かたすかしを食ったような気になった。そんな吞のん気きに構えていてもいいのだろうか。そもそも、半はん端ぱに吸血鬼化している今ですら、彼は陽のあるうちは病人みたいなものなのだ。

「あなたが昨日から別人になったと気づかれるのは、まずいの。今夜の一件で、敵は間ま違ちがいなくあなたの学校をマークする。特に欠席者には注目するはずよ」

「ちょ、ちょっと待て」

　聞き捨てならない言葉を聞いて、惣太は途と中ちゆうで割り込んだ。

「敵って……何だよ？」

「リァノーンを隠かくし、護まもっている連中よ」

　覚悟はつけたつもりだったが。思いがけない話に惣太は少し慌あわてた。ただ捜せばいいというわけにはいかないらしい。

「そいつらもやっぱり、吸血鬼？」

「違ちがうのよ。だから余計に厄やつ介かいなんだけど……イノヴェルチ……人間の中にも、吸血鬼を崇すう拝はいし、利用しようとする連中がいるのよ」

　女の子は忌いま々いましげに宙を睨にらみ、そして思い直したかのように、厳しい視線を彼に向けた。

「あなたが多くを知る必要はない。深入りしたくはないでしょう？」

「そりゃ……そうだが」

　惣太は余計に心細くなった。ひょっとすると、これは彼が想像している以上に危険なことだったのだろうか。

　女の子は懐ふところから、小さくたたんだ紙片を取り出した。

「これを」

　広げてみるとそれは簡潔な地図だった。目印で判断する限り、津つ久く井い湖の近くらしかった。

「まずは、仲間に引き合わせるわ。その場所、わかる？　わたしたちは、そこにいる。明日、日が暮れたら来て。アシはある？」

「あぁ……バイクがある」

　惣太がうなずくと、女の子は別れの挨あい拶さつもなしに踵きびすを返して背を向けた。

「あ？　おい……」

　思わず惣太は呼び止める。

「なに？」

「君の名前……まだ聞いてない」

「わたしはモーラ」

　先さき程ほどよりほんの少し、親しみのこもった微笑ほほえみとともに。

「よろしくね、惣太くん」

　それきりモーラは振ふり向きもせずに、夜の街に消えていった。
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「何だよ？　俺の顔に何かついてるか？」

　今日も朝から雲ひとつ無く晴れ渡わたっていた。数日前の惣太なら、空の蒼あおや風に混じった清せい涼りようさを楽しめたかもしれない。

　しかし、今の彼にとって、それは隣となりを歩く香織から送られる視線と並んで、じりじりとした辛つらさをもたらす焼けつくような日差しであった。

「ねぇ、何で今日はジャージなの？」

　てくてく歩きながら、とうとう香織が長い沈ちん黙もくを破った。今日はまだ、走らずとも遅ち刻こくしないですむ時刻だ。

「制服、汚よごしちまったんだ」

　前を向いたまま、予あらかじめ用意しておいた答えを機械的に答える惣太。

「あっきれた……」

　香織の溜ため息いきは、もう呆あきれるのを通り越こして嘆なげかわしそうだった。わざとらしく下した唇くちびるを突つき出して吐はき出した吐と息いきが、おでこにかかった後れ毛をおどらせる。

「じゃぁ何？　当分はジャージで登校？」

「別にいいだろ？　体育会系にイメチェンだ」

　幼よう稚ち園えんの昔から見慣れた膨ふくれっ面つらに、いつになく惣太の心が和なごむ。いつもと変わらない通学路。見み飽あきるほどに眺ながめてきた朝の景色。

　吸きゆう血けつ鬼きとか、ハンターとか、そんな血迷った単語とは無む縁えんの世界。そんな景色の一部になりきって、いま香織と歩いているこの瞬しゆん間かんに、彼はたまらない安あん堵どを覚えた。

　……二週間後、もしかしたら、彼はこの景色と永遠に決別しているのかもしれないのだ。人間ではない〝何か〟に成り果てて。

　そんなことを考え、自然に視線をおとしてしまった惣太に、真顔に戻もどった香織が尋たずねる。

「ねぇ、なんでそんなぴっちり上までジッパー閉めてんの？　暑くない？」

「え？　だって……」

　この答えは用意していなかった。襟えり元もとを開けたら首の傷が見える、とは流石さすがに言えない。

「……だって、今日って寒いじゃん」

　絶句した香織は訝いぶかしむように、まじまじと彼を見つめている。

　今の惣太には、暑い寒いを言うより先に、先まず日差しの不快感が際きわ立だってしまうのだが、普ふ通つうの人にとっては今日は軽く汗あせばむ程度の陽気だ。

　しくじった、思いっきり香織に不ふ審しんに思われている……惣太は心の中で舌打ちしたが、香織が懸け念ねんしていたのは別のことだった。

「あんたさぁ、本当に具合良くなったの？」

「見ての通り、元気潑はつ剌らつだが」

　惣太は余よ裕ゆうありげに笑って見せる。が、もちろん虚きよ勢せいだ。

　正直なところ、昨日より輪をかけて身体からだのだるさは増している。ひっきりなしに額に吹ふき出てくる脂あぶら汗あせ。それを拭ぬぐうのに、いかに何気ない素そ振ぶりを装よそおうか……彼は余計なことにまで少なからず神経を使っていた。

　だが気持ちの上では、昨日よりも幾いく分ぶんマシだった。いくら気分が悪くても、どうしてそうなるのか、その〝理由〟がわかっている今は、何とでも辛しん抱ぼうがきいた。

「ただの風邪かぜにしちゃ変だよ惣太。ちゃんと病院行ったほうが良くない？」

　病院……吸血鬼の嚙かみ傷きずというのは、医者でどうにかなるものだろうか？

　ふと弱気につけ入られて、惣太はその思いつきを膨らませてしまった。

　近所の病院じゃ手に負えず、大学病院なりで、病室に閉じ込められたまま、取り返しのつかないほどに症しよう状じようが進むのを待つのが関の山だろう。彼は、言ってみれば未知の病気にかかっているようなものだ。たった二週間では治ち療りよう法が見つかる保証はない。

　結局、彼は誰だれにも頼たよれない。

　あの二人……吸血鬼ハンターだという二人の外国人を除いては。

「ねぇちょっと、惣太？　聞いてるの？」

「え？　あぁ」

「今日は学校終わったら、すぐに帰って安静にすること。週末も遊び歩いたりするんじゃないわよ。それと、忙いそがしいのはわかるけど、部活に出るのもやめなさい。頑がん張ばるのなら、ちゃんと身体治してから」

「ん……あぁ」

　香織は未いまだ細々と世話を焼こうとしている。惣太は一応生返事はしたものの、今日部活に出ないわけにはいかない。

　今日は、弥沙子といろいろ相談する羽目になるだろう。昨日のことを思い返すたび、惣太は気が重くなる。鏡子があんなことになってしまったのだ。しかも、自分のせいで。

　そのことはまだ誰も、知らない。弥沙子にも、いろいろと噓うそをつかないといけないだろう。
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「ヴァンパイア……だと？」

　ギーラッハの報告を聞き終えた初老の男が、端たん正せいな眉まゆをつり上げる。

　中世欧おう州しゆう風のクラシックな服装はギーラッハ同様だが、無骨な鋼はがねの紅揃ぞろえとは対照的にこちらは宮きゆう廷てい楽師や学者のようなゆったりとした典てん雅がな装よそおいである。

　彼らが居るのはどちらの服装にも似つかわしくない、パネル・ルミネセンスの間接光が樹じゆ脂しと軽金属の内装をほの白く照らす、病院や精密機械の工場を思わせる無機質な部屋。

　所々に思い出されたように置かれた燭しよく台だいが、部屋の主あるじたちへ謙へりくだった媚こびをうっている。

　機能的だが素っ気のないデスク越ごしに、初老の男、ナハツェーラーが神経質そうに何度も腕うでを組み替かえるのを眺めやりながら、ギーラッハは言葉を続ける。

「間ま違ちがいない。この目で見て確かめた。あれは我らと同族、それもそうとう強い血を受けておる」

「それで、紛まがい物ものの行方ゆくえは？」

「そやつに血を吸われた後で、串くし刺ざしになって滅ほろんだ。安心しろ。当然、骸むくろは残っておらん」

　いちいち事細かな確かく認にんをせずにいられないのは、小心故か、自分以外を全員馬ば鹿かだと思っているのか。恐おそらく両方なのだろう、と思いながらも、もはやそんな同どう胞ほうの態度にいちいち反応する気もなく、ギーラッハは悠ゆう然ぜんと必要最小限な結果だけを伝えた。

「この辺に、俺たちの知らないヴァンパイアがいるってのか？」

　ワンテンポ遅おくれて、極きわめて気の乗らない口調がようやく話題に参加した。

　二人とは離はなれたテーブルの上座に着いている、細く引き締しまった身体を黒い革かわのボンテージに包んだ若い男は、話しかけはしたものの視線は手元のワンオフのギターに注がれたままだ。

　見事なブロンドの奥に覗のぞく暗い美び貌ぼう。ウピエルと呼ばれるその男の適当に投げ出された肢し体たいは、しかし、精せい悍かんではあるが不思議とだらしないイメージはない。

「或あるいは、新たに誕生したか……」

　発した本人自ら、その言葉の重みを味わうように、ギーラッハがゆっくりと目を閉じる。ナハツェーラーとウピエルの瞳ひとみにそれぞれ紅あかい光がうっすらと灯ともる。

　三者三様ながら、明らかに常人と一線を画した三人。強力な闇やみの眷けん属ぞくたち。相手によっては彼らを〝三さん銃じゆう士し〟と呼ぶ者もいる。

　しばし黙もつ考こうした後、初老の男は、傍かたわらに控ひかえていた白衣の女に向き直る。

「諸君の調査によれば、リァノーンの犠ぎ牲せい者しやは、その梅論学園とやらの学生だそうではないか。君の部下が、独断で何を血迷ったのかは知れんが、ともかく梅論学園に向かったのはそのためだろう。そしてそこで、謎なぞの吸血鬼に倒たおされた……偶ぐう然ぜんにしては奇き妙みようすぎる」

　キメラヴァンプの〝上司〟と呼ばれた彼女は、縁ふちなしのグラス越しにナハツェーラーの視線を真っ向から受け止める。

「リァノーンの犠牲者が吸血鬼化したのなら、梅論学園は除外できるわ。あの学園の昨日の欠席者はすべてチェックずみよ。あとの学生は全員、大手を振ふって日光の下を登校してるわ」

　きりりと音のするほど正した姿勢は、恐きよう怖ふではなく自負心ゆえのようだった。

　白衣の女、諸もろ井い霧きり江え博士はこの部屋で唯ゆい一いつの温血者であるにも拘かかわらず、まるで物もの怖おじしないで持論を披ひ露ろうする。

「今日の出欠も確かく認にんすべきだ。吸血鬼化は、遅れて進行することがある」

「……いいでしょう。手配します」

　気負いから必要以上に刺とげ々とげしい彼女の報告を冷静に吟ぎん味みし、指示を出すナハツェーラー。学がく者しや肌はだ同士、ある意味心易いところはあるらしい。

「手負いの野や郎ろうに嚙まれた娘むすめは、放ほうっておくのかい？」

　相変わらずギターに視線を置いたままのウピエルの問いに、眼鏡めがねのさんを右中指で押さえながら、ドクターは淀よどみなく答える。

「網あみ野の鏡子、梅論学園一年生……すでに病院に収容されて、今朝、警察の事情聴ちよう取しゆを受けているわ」

「まずかねぇのか？」

「調書を入手したところ、ただの婦女暴行事件として処理されています。どうやら問題の少女は、記き憶おく障害を引き起こしているようです。不幸中の幸いね」

「フン、大方ハンターの細工であろうよ。彼奴きやつらもまた夜の住人。事を表おもて沙ざ汰たにするのは好まぬだろう」

　いかにも軽けい蔑べつしきった口調でギーラッハが独りごちる。彼はこの手の小細工に価値を見いだすことが出来ない。白衣のドクターはそれを気に留める様子もなく続ける。

「目もく撃げき者しやがいないのも、幸いでした」

「その娘に関しては、むしろ徒いたずらに手を出さんほうが良かろう。学校についてもな。学生が続けて何人も不幸に遭あうというのは、まずい。いらぬ警けい戒かいを引き起こす。ともかく、そのギーラッハが見たという吸きゆう血けつ鬼きが問題だ。そいつがハンターと共きよう謀ぼうしていたのは、確かか？」

　三人の参さん謀ぼうを自ら任じているのか、ナハツェーラーが思し慮りよ深げにドクターの後を継つぐ。一方、方便以上の理り屈くつに興味を持たないギーラッハは、目を閉じたままだ。

「間違いない。得物を譲ゆずり受けていたからな」

「吸血鬼が、ハンターと組む？」

　霧江の訝いぶかしげな問いに、ウピエルが、待ってましたとばかりにようやく視線を上げる。

「時々、そういうバカが出てくるのさ。珍めずらしい話じゃない」

　その様子にナハツェーラーが気づき、問いかける。

「で、例のハンターどもの調査は？」

「よくぞ聞いてくれたな。ついさっき、連中のヤサが割れたとこだ。今夜、俺の手下に掃そう除じをさせる」

「人間だけで、事に当たらせる気か？」

「俺にも行けってのか？　よせよ面めん倒どうくさい。連中だけで充じゆう分ぶんさ」

「驕おごるなウピエル。敵方は人間だけではないかもしれんぞ」

　参謀役を自ら買って出ているナハツェーラーは、若いウピエルに対しては完全に命令口調だ。ウピエルが流石さすがに不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「軽く見ないでくれよ。ナハツェーラー、俺はケチな掃除屋じゃねぇんだぜ」

「……私のほうから、キメラヴァンプ一名を同どう伴はんさせましょう。異存はありませんね？」

「フン、勝手にしな」

　間を取り持つつもりか、白衣の女ドクターが巧たくみに会話に割り込んだ。彼女を見てウピエルが白けたように、また、視線を手元のギターに戻もどす。

　そんなウピエルの態度に少し苦々しい表情を浮うかべたナハツェーラーは、ふと、報告だけでその後の謀はかりごとに一いつ切さい関かかわろうとしなかったギーラッハに視線を送ったが、彼は相変わらず泰たい然ぜんと目を閉じたまま何事かに思いを巡めぐらせていた。
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　そこは霧きり深ぶかい森の中だった。

　周囲の木々は梢こずえが高く、幹は真っ直すぐで、おそろしく太い。何百年という樹じゆ齢れいを重ねているんだろう。

　明け方なのか、日暮れなのか、判然としない薄うす明あかり。まるで周囲に立ちこめる霧そのものが、白く淡あわく輝かがやいているようだった。

　俺は黒土の薫かおる大地に横たわり、彼女に膝ひざ枕まくらをされている。彼女が……そうか、リァノーン……彼女の出いで立ちまで、見て取れる。

　お伽とぎ噺ばなしの中に出てくるようなドレス……それも妖よう精せいとか、女め神がみ像とかが着ているような、ろくに縫ほう製せいもされていない布と紐ひもだけの衣い裳しようだ。

　俺は……話さなければならない。彼女と。だが声を出そうにも、喉のどが痺しびれたように動かない。

　深い、深い緋ひ色いろの瞳ひとみで、何かを問いかけるように俺を見下ろすリァノーン。彼女もまた、俺の言葉を待っている。なぜかそう俺にはわかった。

　なのに……なのになぜ、言葉が出ない？　気持ちばかりが焦あせるうち、やがてけたたましい鐘かねの音に、景色がジグソーパズルのように砕くだけて崩くずれ去る。

　目を開けたそこは……




「起立～」

　日直の間延びした声で、クラスの全員が椅い子すから立つ。

　惣太も半ば自動的に倣ならいながら寝ねぼけ眼まなこをしばたたく。どうやら授業が終わったようだ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな居い眠ねむりで重く疼うずく頭を、頰ほお杖づえをついて支える。

　どうやらさっきまで彼が見ていたのが、例のリァノーンとかいうヴァンパイアとの交感……ゆうべモーラが言っていた手がかりになる夢。

　しかし、今の〝あれ〟から、いったい何が摑つかみ取れるというのか。惣太はどれだけ夢というものがおぼろげで頼たよりないものか、改めて思い知った。

〝運が良ければ〟……彼を不安にさせつつなお、彼女がそんな頼りない言葉を使った理由も、今となってはよくわかった。生半可なことではない。

　今みたいなチャンスが、これから二週間のうちにあと何度あるのかわからないが、本当に手がかりなど期待できるのだろうか？

　そんなことをぼんやりと考えているうちに、また間延びした号令に合わせ、礼。

　同級生は、早速、あるものは学食へ走り、あるものはグループで弁当を広げようとしてがたがたと机を動かし始める。

　完全に目覚めた惣太の脳のう髄ずいは、その重さをあまり感じさせなくなってきてはいたものの、かわりに窓まど越ごしに真昼の日差しを認めた瞬しゆん間かん、輪をかけてだるさが戻ってきた。

　立ち上がろうとし、惣太は、結局、また、椅子にへたり込んでしまった。

「お～い、もしも～し？」

　惣太が顔を上げると、どういうわけか香織と弥沙子が立っていた。彼とクラスが違ちがうはずの二人が何故なぜここに……という疑問すらもう湧わいてこない。

　香織は、えらく機嫌が悪そうだ。横にいる弥み沙さ子こまでもが、わけもなく畏い縮しゆくしている。

「あんたねー、そんなに学校好きだったっけ？　そんなに辛つらいなら、やっぱり休めば良かったのに！」

「いや、さ……」

　吸血鬼を擁ようする悪の秘密結社に疑われないように学校を休むわけにはいかないんだ……などとは、流石さすがに白状できなかった。

「ちゃんと病院行かなきゃ駄だ目めだよ。まったくもう」

「あ～、うん」

「まぁともかく、食べるもんだけはちゃんと食べなさい」

「……あ？」

　言いながら香織はもってきた弁当を机の上に放ほうり出した。なんだかんだ言って、今日も惣太の分の弁当を用意していたらしい。

　ああ、そうか。さっきのチャイムは四限目の終わりだった……惣太はやっと違うクラスのこの二人がこの教室に揃そろって居るわけを理解した。

「あたしらは、これから学食に行くけど？」

　そもそも惣太を責めるために来たわけでもない。彼の態度を反省充じゆう分ぶんと見たのか、あっさり表情を切り替かえた香織が、本来の用件を持ち出した。

　皆みなで食べるに越こしたことはないが、遠く隣となりの校舎まで足を運ぶことを思い、惣太はちょっと躊ちゆう躇ちよする。今日はなるべくなら、身体からだを動かしたくなかった。

「……俺、今日はここで食うわ」

「あの、香織さん……」

　会話に割り込むのを気き兼がねするように、弥沙子が遠えん慮りよがちに声をかけてくる。

「わたしは、一人でもいいから……香織さんは、ここで惣太さんと食べれば……」

「ちょっとちょっと、冗じよう談だんじゃないわよ。こいつの陰いん気きな顔見ながら食べるなんて、まっぴらだわ！」

　虚きよをつかれたように、デシベルを一段階上げて弥沙子の提案を否定しにかかる香織。

　惣太にしてみればえらい言われようだが、しかし、彼もクラスメイトの手前、この場で香織と二人きりで弁当をつついてる図を披ひ露ろうするのはあまり気持ちいいものではない。

「行け行け、とっとと行ってこい」

　香織の弥沙子に対する態度は、彼にとっても渡わたりに舟ふねだった。惣太はさも迷めい惑わくだと言わんばかりに手を振ふって、香織を追い払はらおうとした。

　イーッと歯をむき出した後で、香織はころりと真顔に戻もどる。

「食べたら、早退しちゃったら？」

「ま、考えとくわ」

　弱ったようにしかし、真顔で応こたえる惣太の様子を一いつ瞬しゆんしっかりと確かく認にんした後、香織はすっと視線を外し、弥沙子と連れだって教室を出ていった。

　正直なところ、惣太にはまるきり食欲がなかった。栄養をつけなければマズイのはわかってはいるのだが、胃が受けつけるかどうか心配だった。香織の弁当なら尚なお更さらである。

　……だが、香織に念を押されたのだ。とりあえず食べる努力くらいはしなければならない。

　惣太は溜ため息いきまじりに弁当箱の蓋ふたを開けた。

「……あ、あれ？」

　彼は目を疑った。

　中身は、いつものジャンクな献こん立だてとは比ひ較かくにならない、見み違ちがえるような内容だった。

　煮に物ものや野菜が主体で派手さはないが、惣そう菜ざいの種類がやたらに豊富だ。カボチャ入りポテトサラダに筑ちく前ぜん煮にと卵焼き。米も、白米じゃなく炊たき込こみ御ご飯はんだ。豆やら、小さく刻んだ肉やら根菜やら……いったい何品目入っているのだろうか？

　たぶん、ありったけの栄養素を揃えていったら、こういう内容になるんだろう。各おの々おの少量ずつだが、別個に作っていくのは、かなり大変に思えた。

〝食べるもんだけはちゃんと食べなさい〟さっきの香織の言葉が、惣太の耳に蘇よみがえる。

　何も言わずさっさと学食へ行ってしまうなんて……惣太は心の中で半ば自分に毒づきながら箸はしを取った。一いつ緒しよに食べてれば礼ぐらいは言えたろう。代わりにしっかりと嚙かみしめる。

　食欲がないのに変わりはなく、味も美味うまいのかどうだか、よくわからない。ただ、油っ気のない食べ物は、今の彼にとって胃に収めるのが楽だった。しかし、せっかくなら、やはり美味いと思える体調のときに食べてみたかった。香織に感謝しつつ、彼は痛切にそう思った。
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　スプリングのはみ出たソファーの上で武器の整備に勤いそしんでいたフリッツの許もとに、モーラが監かん視しから戻もどってきたのは、日が中天に差し掛かかろうかという頃ころ合あいだった。

「どうだ？　あいつ」

「まだ少し混乱してるわ。ま、無理もないけれど」

　窓自体が小さな造りの欧おう風ふう建物の奥部。雨垂れの痕あとの目立つ、かつては綺き麗れいに磨みがき上げてあったであろう床ゆか板いたの上には、ハンター二人が仮の居住空間と定めた部分以外、分厚い埃ほこりに覆おおわれている。

　朽くちかけようとしている調度品が、どうにか生活が出来るだけ最低限かき集められ、元の持ち主が見れば呆あきれそうな配置で並ぶ。ぴっちりと閉じられた分厚いカーテンの生地は時の移ろいに屈くつし、室内に細く薄うすい光がまだらに進入するのを許している。

「時間をかけて、納なつ得とくしてもらうしかないわよ」

　淡あわい光の柱の中で埃がキラキラと舞まう。それを避さけながら、隠かくれ家がの薄うす暗くらがりの中でモーラは疲つかれ果てたように溜息をついた。

　彼女にとって、今はいちばん外出がこたえる時間帯だ。

「まどろっこしいこった」

　カービンのレシーバを手慣れた手つきで組み立てながら、フリッツが毒づく。

「……気にくわない？」

「当たり前だろ。咬かまれて化けた野や郎ろうを野放しにしてるんだぜ。考えただけで寒気がする」

「でも彼を咬んだのが、リァノーンなのは間ま違ちがいないわ。彼女の居場所がわからない以上、手がかりは、あの少年の〝夢見〟だけしかないでしょ。彼には協力してもらわなきゃ。脅おどしでも、無む理り強じいでもなく」

「何を遠慮してんだよ？　モーラ」

　チャージング・ボルトを滑すべらす高らかな金属音で、作動の具合を確認し、フリッツはカービンを傍かたわらに置く。

「ふん捕づかまえて引っ張ってくりゃいいんだよ。吐はかせるだけ吐かせてから、さっさと杭くいをぶち込めばいい」

「彼は……犠ぎ牲せい者しやよ」

「ゆうべ一人をバラす前までは、な……あんなふうに、いつまた化けるか知れたもんじゃないぞ」

「〝飢うえ〟が治まっている限りは大だい丈じよう夫ぶ。まだ彼も、当分は人間で通用するはずよ」

「当分はそうでも、いつかは通用しなくなる。情けは無用だよ、モーラ。奴やつはもう人間じゃない」

「……」

　表情の失うせた目で、モーラは遠くを見つめていた。

「人間じゃなければ、何をしてもいいわけね？」

「……!!」

　モーラの呟つぶやきは、斜はすに構えていたフリッツを、なぜか異常なほどに狼ろう狽ばいさせた。

「……すまねぇ。俺、そういうつもりじゃ……」

「……いいのよ」

　気まずい沈ちん黙もくが、二人の間に横たわる。無言のまま過ぎる一秒一秒が、二人の心を鋭するどく抉えぐって過ぎていった。

「フリッツ」

　先に沈黙を破ったのは、モーラのほうだった。

「……ゆうべは、ありがと」

「あぁ、いや……どうだか。俺も結局、討うちもらしちまったし」

　結局、その難敵を易やす々やすと屠ほふったのは、惣太の力だった。

「わかったよ、ボウズとも仲良くするさ……俺なりにな」

「フリッツ……」

　心配するなとでもいうような軽いウィンクでモーラを制し、フリッツは何事かを考え始めた。
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「あ……惣太さん」

　扉とびらを開けて、弥沙子が部室に入ってきた。惣太はなるべく何食わぬ顔を装よそおってベースをスタンドに戻し、軽く手を上げて弥沙子に挨あい拶さつした。鏡子のベースを持ったまま考え込んでいた自分が弥沙子の目にどう映ったか、惣太には気になった。

「あの、鏡子さんですけど……今日、欠席だそうです」

「……そうなの？」

　白々しくも、初耳だという素そ振ぶりを見せる惣太。彼にはそうするしかない。

「昨日の帰り道に何か怪け我がをして、今は入院してるんだそうです」

「……」

　何か言おうとして、結局、惣太の口は半開きのまま止まる。

　何か言いたかった。何か話さないと、すべてがバレてしまいそうな気がしていた。彼の秘密も、彼のせいで鏡子が巻き込まれたことも、何もかも。

　頭の中ではいろいろと言葉を用意していたが、しかし、いざとなると何も出てこない。

「あと……二曲だよね？」

　代わりに彼が発したのは、事務的な味も素っ気もない言葉だった。

「はい」

　弥沙子が何かを察して力無く答える。

　二曲、演奏候補に挙がっていて、まだ練習にかかっていない曲の数だ。

「この際、鏡子抜ぬきで演やる覚かく悟ごをしといたほうがいいかもしれない」

「……はい」

　おそらく、自分でもそういう気がしていたのだろう。微び妙みような間こそあいたが、弥沙子は素す直なおにうなずいた。

「残り二曲分のベースパート、打ち込みで頼たのみたいんだ。あと……」

「……あと？」

「今から何だけど、全曲分のベースパートも。万が一のために」

　流石さすがに弥沙子は黙だまり込んでしまう。鏡子が学祭にすら出ることが出来ない、その予想は出来ても、感情的に許容できないらしい。

「フロントが俺一人じゃ話にならないから、誰だれかヴォーカルを捜さがす。ベーシストの代理よりは、まだ見つかる可能性が高いと思う」

「……」

　黙り込んでしまった弥沙子を前にして、惣太はふいに、淡たん々たんと語っている自分が嫌いやになった。

「冷たいかな？　俺」

　意味のない問いが、つい口から出る。弥沙子は目を伏ふせたまま答えない。

「そうだよな。普ふ通つうなら、鏡子のこと心配してやるのが筋だよな。なのに……」

　こんなにも簡単に、鏡子のことを切り捨てて……惣太は続く言葉を辛かろうじてのみ込んだ。

　切り捨てて……そう、彼女の身に何が起こったのか、唯ゆい一いつ、知っている人間だというのに。

「……間に合わせるなら、今から準備しないと」

　心なしか、いつもより確かな弥沙子の口調。いつの間にか視線を上げていた弥沙子の言葉に惣太ははっとしたが、だがそれは、不思議と彼を慰なぐさめてくれた。あるいは本当に、彼女は慰めてくれていたのかもしれない。

「打ち込みのほうは、土日も使えば何とかなると思います。ただ……」そこで何かに思い当たったように、弥沙子は眉まゆをひそめて俯うつむく。

「……ただ、何だい？」

「いえ……その、私、弦げん楽がつ器きの打ち込みは初めてだから。でも、何とかなると思います。たぶん」

　惣太には弥沙子が何を言いかけたか、何となくわかっていた。

「……任せきりにしちゃって、いいかい？」

　わかっていたから、彼はワザと気づいていないふりで軽く尋たずねた。

「はい。だから、惣太さんは安心して、身体からだのほう、治してください」

　弥沙子も流石に微笑ほほえみこそしなかったが、しっかりとした口調で答える。

　弥沙子を手伝って、彼女の負担を減らすことだって出来よう。

　しかし、駄だ目めだ。惣太は軽く首を振る。いま自分が置かれている立場を忘れるわけにはいかない。

　今、重い身体を引きずってまで、何のために学校に来ているのか？　学祭に参加するためか？……彼にとって、もはやそうではなかった。今となっては。

「……すまん」

　言えること、言えないこと。諸もろ々もろのことに謝りながら、惣太は部室を後にした。

　弥沙子が返事をしてくれたかどうかは、わからなかった。
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「お……？」

「あ、いたいた」

　部室で鏡子と弥沙子と自分の罪悪感に最低限度の責任を果たし、少しばかり気が楽になったような気がしていた惣太は、昇しよう降こう口ぐちへ向かう途と中ちゆう、どうしたわけか、ばったり香織と顔を合わせてしまった。

　いや、香織の台詞せりふから察するに、彼女は惣太を捜していたらしい。

「まったく、いきなり行方ゆくえをくらましたと思ったら、やっぱり部活に出る気だったのね？」

「あー、いや、そうじゃなくて……」

　言い訳をしようにも、彼は部室棟とうに通じる渡わたり廊ろう下かから出てきたばかりだ。

「顔を出してきただけだって。もう帰るよ」

「あらま、そりゃ感心だこと」

　香織はまるで信用していない口くち振ぶりだった。逃にがしはしないとばかりに、ぴったり、というよりは、がっしりと彼に寄り添そう。

　普ふ段だんの惣太なら怒おこって見せるところだが……そんなふうに反応できないのは、現に後ろ暗い事情があるからだ。実際、今現在、部活を弥沙子一人に任せて早引けしてきたのも自宅で静養するためではない。彼はこれから津久井湖近くまで、今朝方、あの喪も服ふくの女の子の示した場所まで行くつもりだった。

　弥沙子にしても、香織にしても……ここまで企たくらんだ噓うそで欺あざむいたことは、惣太は今まで一度もなかった。

「あの……弁当、なんだがな」

　そんな引け目からか、ついつい、いつにない話題をつい口走ってしまった。しかし、後が続かない。

「ん？……あぁ」なまじつき合いが長いものだから、香織は惣太が何を理由に口ごもっているのか一発で見破ったらしい。

「うん。どうした？　ホラ、言ってみ」

　しまった。すっとぼけた調子で突つっ込んでくる香織の台詞を聞いた瞬しゆん間かん、惣太はこの話題を自ら振ってしまったことに激しく後こう悔かいする。

　今でも、あの弁当は有り難がたかったとは思ってる。しかし毎日、犬と猿さるみたいに喧けん嘩かしてる相手に向けて、いったいどのツラ下げて感謝の言葉など言えるだろう。

「なぁ～にを一人で悶もだえてるのよ？　男ならハッキリなさい」

　まして、香織はそういう惣太の葛かつ藤とうを見て取って、意地悪そうにニヤニヤ笑っている。

　しかし……惣太は考える。そもそも自分は、どういう経けい緯いで香織に感謝する羽目になったのだろう？

　珍めずらしく手の込んだ弁当を食わせてもらったから……だが、そもそも〝手の込んだ弁当〟がこうも〝珍し〟かったというのは、どうなんだろうか？

　そう考えると、たまにいいものが食べられたくらいで、卑ひ屈くつになっている自分が疑問に思えてくる。

　惣太は逆ぎやく襲しゆうの意志を胸に固めた。

「今日の弁当、メチャクチャ美味うまかったんだがな」

「うむうむ」

「俺はヒジョーに感謝している。昼飯であんな感動を味わったのは初めてだ」

「んまァ……」

　意地の悪い表情が少し剝はがれ、香織の顔がまんざらでもないように輝かがやく。

「そこでだ……」そこで、彼は意地悪く一息置いた。

「こんなふうに俺が感謝感激していた旨むね、ぜひともおばさんに伝えておいてほしい。ありがとうって」

「……へ？」

　頰ほおに手を添えながら香織がその場で停止した。惣太は軽く後を振り向きながら、かまわずにずんずん進む。

「へ、じゃなくて。お前の母さんにお礼言っといてくれよ。弁当の」

「ちょっと待った！　なんで今の話の流れで、うちのママが出てくるのよ!?」

　タタタンと短い駆かけ足あしで香織が追いついてくる。喰くいついてきた。惣太は、内心ニヤつきながら、さりげない素そ振ぶりでダメをおす。

「だってさぁ、あの弁当作ってくれたの、香織の母さんだろ？」

「何でそ～なるわけ!?」

「だってよぉ、日ひ頃ごろの弁当と落差がありすぎたじゃねえか。俺、香織がどういう料理作るか知ってるもんな」

　核かく心しんに触ふれると、香織はこっちを睨ねめつけたまま、口の中でなにやらモゴモゴと言いあぐね始めた。

「そりゃだって……捨てちゃもったいない部分とか、兄さんやパパだと怒るけど、その点あんたは昔から、口に入る物なら何だって食べちゃう奴やつだったし……」

　捨てちゃもったいない部分……やっぱり差別されていたのは自分だけだったらしい。単にからかうだけのつもりだったが、惣太は本気で嫌いやみを言いたくなってきた。普ふ通つう、まず自分の弁当に入れるだろう。そういうものは。

「ともかく、あんな素す晴ばらしい弁当、お前に作れるわけがない。ありゃプロの仕事だね。となりゃ、主婦歴二十年のお袋ふくろさんしかいるまいて」

「ウチのママは包丁だって持てないわよ!!」

　香織の母親は料理が大の苦手らしい。惣太もいつだったか聞かされたことがあった。だが敢あえて忘れているふりをした。

「で～もな～。どう考えたって、あれ作ったのが香織なわけね～もんな～」

「……!!」

　真っ赤になる香織。そろそろ爆ばく発はつ寸前……と惣太は見たが、どうやら香織は寸前で自制を取り戻もどしたようだ。深く深呼吸をする。

「つまり何？　あんたってあたしの料理の腕うで前まえを見くびってるわけね」

「いやもう、毎日ご馳ち走そうになってますから、どの程度のもんかは」

　なにやら怒ど鳴なられるより危険な兆ちよう候こうを惣太は感じ取っていたが、売り言葉に買い言葉、口は滑なめらかに滑すべり続けた。

「いいわよ。上等。面おも白しろいじゃないのよ……」

　その惣太の台詞せりふを聞いているのかいないのか、静かになってブツブツと何やら呟つぶやきながら、香織は眦まなじりを決して道路の先を睨にらんでいる。これはこれで……少し怖こわい。

　帰りの電車の中でも、香織は無言のまま不ふ機き嫌げんなことこの上なく、そんな香織の有様を見ながら、惣太は久々の逆襲の成果に気をよくして、鼻歌でも歌いたい気分だった。

　しかし、駅の改札を出たところで、何を思ってか、香織が彼の袖そでを引っ張る。

「惣太、こっち。スーパー寄ってくわよ」

「えぇ？」

「荷物ぐらいは持てるでしょ？　手伝いなさい」

「おいおい、こんな病人をお前の買い物につき合わすかぁ？」

　なにやら雲行きが怪あやしくなってきていた。

「誰だれがあたしの買い物だなんて言ったのよ？　あんたの今日の晩ばん御ご飯はんよ。どうせ食材の買い置きなんてないんでしょ？」

「……あぁ？」

「あんたがナメてるあたしの料理、目の前で披ひ露ろうしてやろうじゃない」

　どうやら、香織は、今から惣太の部屋に押しかけるつもりらしい。

　要いらない挑ちよう発はつをしたのが裏目に出たらしかった。香織は本気モードに入っていた。

　だが、今夜は、いかにもまずかった。

　香織にはまったく関かかわりのないことだが、惣太はこれから、昨夜モーラに指示された場所に出向かなければならない。出かけるから遠えん慮りよしてくれとは、今の彼にはとても言えなかった。そもそもあれだけ養生しろと口うるさく言ってる香織が、夜の外出なんて許すわけがない。

「なに素すっ頓とん狂きような顔してるのよ。まったく」

「あ～、ん～、いや……」

　気安さから、つい久しぶりに調子に乗ってしまった自分にほぞをかみつつ、惣太はなんとか言い繕つくろう言葉は無いものかと頭をブン回した。

「そりゃ非常に光栄なんスけどね……日を改めないか？　ほら、俺ちょっと……今日はまだ具合悪いし」

　しかし、この状態の香織を前に、やはりろくな理由は思いつけない。

「だからさ。風邪かぜなら、早く治すには栄養つけるのが一番よ。どうせあんた、今夜もカップ麵めんか何かですますつもりだったんでしょ？　なんかリクエスト言いなさい。あ、でも脂あぶらっこいのは却きやつ下か。それに、あんたの保険証も探さなきゃ。この際だから印いん鑑かんと通帳も押さえるわね。なくしてからじゃ遅おそいから」

　駄だ目めだ。もう香織の中では鉄てつ壁ぺきの予定表が出来上がっていた。こうなると、彼女は梃て子こでも動かないことを惣太は身に染しみて理解していた。

「あ、いや、でも……風邪、お前にうつしちゃマズいし……」

　無む駄だな言い訳を無理に絞しぼり出す惣太。無駄でも無理でも、ここは巧うまくごまかして断らねばならない。

「あんたほどヤワじゃないわよ。あたしは普ふ段だんからちゃんと栄養つけてるから大だい丈じよう夫ぶ」

「ああ、ふむ、栄養か。なるほど」

　狼ろう狽ばいのあまりパニックに陥おちいり、惣太はもうヤケクソになっていた。

「その栄養が、つまり、ここに集中してるわけだな」

　むにゅ。

「……」

　制服の上から、胸の膨ふくらみに押し当てられた惣太の手を、香織は冷ややかに見下ろしていた。さっきまでのテンションが嫌な方向に逸それるのを感じる惣太。

「うん。納なつ得とく。いいもん食ってんだなぁ。香織……」

　メシッ……

　ローキック程度なら日常茶さ飯はん事じだったが、さすがにみぞおちに握にぎり拳こぶしで直じか突づきを喰らったのは久々だった。

　視点の低さから自分が瞬しゆん時じにへたり込んでいたことをようやく惣太が理解した頃ころ、かなりイイ音の残ざん響きようだけが彼の耳に届いた。

「んもぅ!!　知るか!!」

　悶もん絶ぜつする惣太を後しり目めに、香織は怒いかりの形相のまま大おお股またに行ってしまった。後には一人、マッハ突きのダメージに身を捩ねじる彼だけが取り残される。

　大地に伏ふしながら、惣太は、今朝からずっと沈しずんでいた気分がいつの間にやら幾いく分ぶん楽になっていたことに気づく。とりあえずこれで良かったのだろう。惣太は不思議と落ち着いた気分で思った。このまましばらく、香織が臍へそを曲げて彼を無視するぐらいのほうが、むしろ好都合だ。彼はいま自分が置かれている状態を香織には絶対に知られたくなかった。

　そんなことを考えながら惣太はゆるゆると立ち上がる。何となく諦てい観かんじみた笑えみがその頰に浮うかびかけ……そしてそれが背後から不意に聞こえた拍はく手しゆに凍こおりつく。
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　振ふり向くと、そこには芝しば居いがかった態度で手を叩たたきつつ、どことなく皮肉めいた笑いを浮かべた白人の男が立っていた。

　短めでツヤの無いぼさぼさのブロンドに、無造作に引っかけた革かわのロングコート。昨晩の惣太は気づかなかったが、左眉まゆが馬ば鹿かにしたように引きつれているのは、こめかみにある傷きず痕あとが原因らしい。筋肉質な四し肢しが放つイメージが意外にもしなやかなのは、その隙すきの無さげな身のこなしによるものだろうか。

「恐おそれ入ったぜ。オマエ、女の扱あつかいを心得てるじゃないか」

　その男はあざけるような嫌な調子で、しかし、意外なほど巧たくみな日本語を発してみせた。

「あんたは……」

　意外な場所での再会に驚おどろきはしたものの、惣太にとって知らない顔ではなかった

「改めて面と向かって会うのは、初めてだよな。フリッツ・ハールマンだ。大たい概がいのところは、もうモーラから聞いてると思うが？」

「えぇ、まぁ……」

　モーラとは別の意味で、得体の知れない雰ふん囲い気きの男だった。話し方といい、にやけた口元といい、剽ひようげた雰囲気を漂ただよわせていながら、なのに眼まな差ざしだけが異様なほど冷たく、鋭するどい。

　確かに仲間に引き合わせると、そうモーラは言っていたが、それは惣太のほうから出向くことになっていた筈はずだ。

「どうして、ここに？」

「いろいろとついでがあったんでな。迎むかえに出向いてやったってワケさ。ま、立ち話もなんだ。そこに車が停とめてある。来なよ」

　言うなり、返事も聞かず踵きびすを返す。惣太は慌あわてて後を追った。フリッツと名乗った男は追いついてきた惣太を見て、また薄うすく笑い、駅前の細い路地、夕方の人混みを楽しむようにひょいひょいと抜ぬけていく。

　考えようによっては、気さくな態度と取れなくはない。というより、惣太は無理にそう思いこむことにした。乱暴な幼なじみがくれた気分を壊こわしたくはなかったし、なによりも、今後彼はモーラとフリッツに自分の運命を委ゆだねるしかないのだから。

「うわ……」

　人気の無くなった場所で、フリッツがひょいと足を止める。惣太は彼の脇わきにある無骨なシルエットに思わず嘆たん息そくを漏もらした。

　赤い斜しや線せんのナンバープレートは、陸運局の下ろした仮ナンバー……どうやら彼らは車も持参で来日したらしい。それはいいとして、路地裏に踞うずくまっていたその車体の、あまりにも背景とそぐわぬ異質なシルエット。ハマーＨＭＭＶＷ……それはそんじょそこいらのオフローダーではない、アメリカの軍隊が使ってるれっきとした戦せん闘とう車両だった。

「凄すごいもん乗り廻まわしてますね」

「ん？　あぁ、この国じゃまだ珍めずらしいかもな。道みち幅はばが狭せまくてかなわねぇよ。まったく、小人の国に来たみてぇだ」

　圧あつ倒とうされた惣太はおそるおそる尋たずねた。それに対し、フリッツは今初めて自分の愛車が惣太の耳じ目もくを集めていることに気づいたような口調で答える。かなり乗り慣れているらしかった。

　しかし、モーラ同様に日本語は達者だが、雑な口調は発音の拙つたなさというよりも、やはりどことなく悪意を窺うかがわせる伝法さがあった。気にするほどのこともないのかもしれない……そう思いつつ、それでも惣太は何となく感じの悪さをぬぐえなかった。

「さあ、乗りな。ちょいと遠出になるからよ」

　フリッツが運転席側のドアに手をかけながら、顎あごをしゃくった。

「で、実際のとこ、どうなんだ？　自信の程ほどは」

「何すか？　自信って」

　ハマーの車内のレイアウトは、外見のでかさからは意外なほどに狭い。ステアリングを握るフリッツの姿勢も、かなり窮きゆう屈くつそうだった。

「夢のお告げで俺たちを導いてくれるんだろ？　リァノーンの所まで」

　夢。そういえば今日は、授業中の居い眠ねむりでもそれらしきものを見ていた。

「そんな不確かなもんだけに頼たよるなんて、不安じゃないか？」

「そりゃ、もちろん」

　授業中の夢の内容も、さっぱり要領を得なかった。結局リァノーンとの会話にまで持ち込めなければ、何にもなりはしないことを惣太は痛感していた。

「でも、他ほかにどうしようもないんじゃぁ？」

「あながち、そうとも言い切れんぜ」

　赤信号で停車する。大だい排はい気き量りようディーゼルの重苦しいアイドリング音が響ひびく。

　フリッツの思わせぶりな呟つぶやきに、ついつい惣太は誘さそわれる。

「……どういう意味っすか？」

「狩かりってのはな、待ちに入ってもしょうがない。そもそも足を頼たのみにするのが基本なんだよ。無む駄だ骨ぼねを厭いとわない根気が肝かん心じんだ。狙ねらいの獲え物ものに辿たどり着くまで、少しでも望みのあるポイントは虱しらみ潰つぶしに当たっていく。言うなりゃ体力勝負だな。ま、そういう捜さがし方もあるってことさ」

「……はぁ？」

　期待したフリッツの答えは、どうにも要領を得なかった。惣太はからかわれているような気がしてきて、黙だまり込んでしまう。

　しかし、いったいどこに向かっているのか。窓の外に流れる景色はモーラのくれた地図とも違ちがっていた。そのことでも尋ねてみようか。惣太は気乗りしない口を開きかける。

「今の自分の身体からだのことを、もっと知っておきたくはないか？」

　惣太の質問は、フリッツに絶ぜつ妙みようなタイミングで遮さえぎられた。重いクラッチを乱暴に繫つなぎながら、フリッツは運転席について初めて惣太のほうを横目で眺ながめていた。口元にはニヤついた笑いが張りついている。

「ああ……知りたいよ。そりゃ」

　ふてくされたように答える惣太。もう、不ふ愉ゆ快かいさを抑える気は無くなっていた。

「まず大前提としてだな……オマエはもう人間じゃない。そこはちゃんと弁わきまえとけよ」

　惣太は怒ど声せいこそ上げなかった、いや、上げられなかったが、殺気すれすれまで跳はね上がった気配はフリッツまで充じゆう分ぶん届いたようだった。

「そう怖こわい顔すんな。意地が悪い言い方かもしれんが、事実なんだ。受け入れろ」

　しかし、睨にらみつける惣太の視線を涼すずしい顔で受け流して、フリッツは先を続ける。

「今のオマエは、まぁ概おおむね人間と言っても差し支えない。死ぬに死ねないって点を除けば、な。人間の身体の血の量は、ざっと体重の八パーセント。オマエの体格なら、せいぜい五リットルってところだな。うち三分の一を失うと、循じゆん環かん器き系が機能を失う……いわゆる出血死ってやつだ。普ふ通つうの人間なら、ここでおとなしく死体になるが、オマエの場合はそうはいかない。失った血を取り戻もどそうとして、オマエの身体は〝飢うえはじめる〟」

　そして……昨日の夜のように、血を吸う化け物に成り果てる。省略された先を惣太は忌いま々いましげに心の中で継ついだ。

「ヴェドゴニア……っていってたな、昨日……なんでだ？　なんで俺は、吸きゆう血けつ鬼きになったり戻ったり……こんな中ちゆう途と半はん端ぱなことになったんだ？」

「変身が終わる前に、輸血が間に合ったからだ。オマエを吸血鬼化させる因子は、まだオマエの身体の中に残ってる。ただ、今はそいつが休止してるのさ。オマエの理性に縛しばられて、な。感謝しろよ。俺たちが見つけてやらなけりゃ、オマエはとっくに生ける死者の仲間入りをしてたんだぜ」

「……一昨日おとといの俺を、どうやってあんたたちは助けてくれたんだ？」

「あの晩、俺たちもリァノーンを追ってたのさ。あの日は誰だれもがリァノーンを捜してた。檻おりから逃にげ出したリァノーンを、連れ戻そうとする連中と、狩ろうとする俺たちと……盛大な鬼おにごっこが始まってたわけだ。結局俺たちは出し抜かれてリァノーンは飼い主に連れ戻されちまったが」

　ケレン味たっぷりのフリッツの言葉の中に、また、引っかかるものを感じ、惣太は眉まゆ根ねを寄せる。

　飼い主というのは、モーラの言っていた〝リァノーンを護まもる人間たち〟のことだろう……しかし、〝檻で飼われてる〟というのは？

「今オマエが狙われてるのも、それだ。連れ戻してみれば、どうやらリァノーンは何処どこの馬の骨とも知れねぇ奴やつから血を吸ってきたらしい。連中もさぞ慌てたろうよ。襲おそわれたのは誰か、何か証しよう拠こは残ってないか……未いまだに恐きよう々きようとしてるんじゃないか？」

　そう言うと、フリッツはにんまりと笑い、黙り込んでしまった。

　惣太がもっと細かく問いただそうと口を開きかけたところで、やおらフリッツはハマーを減速させた。四よん駆く車しやは、アスファルトから逸それ、サスペンションを一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいに使って雨水の跡あとが荒あら々あらしく表面を抉えぐっている斜しや面めんをのし上がり、惣太は舌を嚙かみかけた。

「さて、着いたぜ」

　車体は水平に戻っていた。いつのまにやらディーゼルの音に慣れていた惣太の耳には、突とつ如じよ訪おとずれた静せい寂じやくが逆に奇き異いに感じられた。
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　やはり、昨日モーラに渡わたされた地図の場所とは全然違ちがう場所だった。

　そこは何処いずこともしれない山中に放ほう棄きされた工事現場だった。何を造るつもりだったのかわからないが、鬱うつ蒼そうと茂しげった木々の間に、突とつ如じよ広々としたむき出しの赤土が広がっている。その真ん中に場違いにそびえ立つ白いコンクリートの骨組みは、外がい壁へきが張られたところで作業が止まっていた。

　丘きゆう陵りようの森を伐きり開き、リゾートマンションか何かの工事に着工したはいいものの、大方、建設途と中ちゆうで資し金きん繰ぐりが追いつかなくなったんだろう。首都近きん郊こうにはいくらでもある、バブル経済伝説の遺い跡せきだ。

「……ここは？」

「俺たちがアジトにしてる場所……と、阿あ呆ほうどもに吹ふき込んでやった場所さ」

　惣太には、もう何のことやらさっぱり話が見えなかったが、どうやらフリッツには、それ以上、この場所の説明をする気がないらしい。後部座席に腕うでを伸のばして、なにやらごわついた塊かたまりを引きずり出している。

「こいつを着てみな」

　惣太の目の前に突つき出されたそれは、真っ黒なレザーのつなぎだった。

　ライダースーツに、見えなくもないが……まるでボンテージよろしく、至るところにベルトやらジッパーやらが巻きつけてある。ワイヤーで編み上げている場所まであった。ここまでいくと、まるで拘こう束そく衣いだ。

「何なんだ、これ……」

「オマエの身体からだを護まもる服だ。正確には、オマエから身体を護る服、ってところか」

「どういう意味だよ？」

　先さき程ほどからフリッツの言うことはわけのわからないことだらけだ。それでいて部分部分が巧こう妙みように惣太の琴きん線せんに触ふれる。

　からかっているのか、他ほかに理由があるのか。

　明らかにこの状じよう況きようをフリッツが手ずから演出しているのは見え見えだったが、それでも惣太は彼につき合わざるを得ない。

　いまいち釈しやく然ぜんとしないまま、惣太はジャージを脱ぬいでレザースーツに袖そでを通す。硬かたくて重い革かわの感かん触しよくが、容よう赦しやなく肌はだに当たる。

「オマエが血を失って暴れてる間ってのは、言ってみりゃ人間でもヴァンパイアでもない中途半はん端ぱな状態なわけだ。だから身体の変質の状態が安定しない。ヘタすれば、パワーが身体の強度を上回っちまうかもしれないんだよ。そうならないよう、身体を縛しばり上げて、筋肉の膨ぼう張ちようをある程度抑おさえなきゃならん。窮きゆう屈くつだろうが、自分で自分の骨を折っちまうよりイイだろ？」

「……」

　惣太にもようやく理り屈くつはわかった。が、何故なぜ、〝今ここで〟これを着なければならないのか？

　着き心地ごこちは最悪だっが、思っていたほど窮屈な感じはしない。

「意外とサイズに余よ裕ゆうがあるな」

「今のところは、そうだろうさ……と、オマエは、自分の身体のことをもっと知りたいと言ったな？」

　黒い拘束衣を纏まとった惣太を満足げに眺ながめながら、フリッツは先程ブツ切れのまま放ほうっておかれていた話を唐とう突とつに再開する。

「オマエの中の吸血鬼は、オマエが血を失い、オマエの身体が血に飢うえている間だけ目を覚ます。ここまでは、さっき話したか？　昨日もオマエ、血を吸った直後に正気に戻もどってただろ？」

「……ああ」

　惣太は絞しぼり出すように返事をした。フリッツの指し摘てきに異があるわけではない。そのことを思い出すのが嫌いやだっただけだ。

「つまり、飢えさえ癒いやせば、治まりはつくのさ。だからいざとなったら、ともかく誰かから血を吸うことだ。それでオマエは、まぁ次に血を失うまでの間は、また吸血鬼化を抑えられるようになる」

「吸えって、そんな……」

　血を吸え。とんでもないことをあっさり言われ惣太は絶句してしまう。まったくの予想外と言うわけでもなかったが、こうもハッキリ言われると本能的な恐きよう怖ふが先走った。冗じよう談だんではない。それでは……

「それじゃ、結局、化け物と同じかよ……」

「違うな。奴らは楽しんで殺す。オマエも、好きこのんで獲え物ものを狩かるようにさえならなけりゃ、連中とは一線を引いていられるさ」

「でも、俺も……」

　惣太は忘れてはいない。忘れられない。自分の手で相手を引き裂さいた感触。貪むさぼり飲んだ血の喉のど越ごし。あの瞬しゆん間かんの……噓うそ偽いつわりのない、恍こう惚こつ感かん。それは今、この瞬間にでも生々しく思い起こすことが出来る。

「……俺も、もう……」

「身体が化ければ、心も化ける」

　惣太に皆みなまで言わせずに、フリッツは言葉を挿はさんだ。

「だが身体は抑えられなくても、心を抑えるのは、ある程度は可能だ」

　言いながら、フリッツが取り出したのは、さらに奇き怪かいな代しろ物ものだった。

　一見して、それは銀色の蟹かにか蜘蛛くもに見えた。

　いや、それは手だ。クロームメタルで模造した、人間の手の骨がふたつ。それが互たがいの手首の部分で開いた花弁のように、なにやら鍵かぎ穴あなのついた蝶ちよう番つがいのようなパーツで繫つなぎ合わせてある。その神経質に細い指が長い蟲むしの脚あしに見えていたのだ。

「なんだよ、それ……」

「オマエの心を抑える道具さ。どれ、後ろを向いてみな」

　有う無むを言わさず、フリッツは惣太の肩かたを摑つかんで背を向けさせると、クロームのオブジェの蝶番の部分を、彼の後頭部に押し当てる。ガシュン！　同時に禍まが々まがしい金属音がハマーの車内に響ひびき渡る。

　だがそれも惣太にとってはまだ驚おどろくには足りなかった。いきなり顔にからみついてきた十本もの金属の指の感触にくらべれば。

「……!!」

　とっさに悲鳴を上げようとしたが、無様なうめき声にしかならなかった。口が開かないのだ。クロームの指が左右から惣太の顎あごを押さえ込んでいる。

「……!!」
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　半ばパニックに陥おちいって、彼は顔の下半分を締しめ上げる鉄の指をかきむしった。狭せまい軍用四よん駆くのむき出しのロールバーの間で惣太の身体は無茶苦茶にはね回る。

　だが長く硬い指は、がっちりと絡からみ合ったまま、びくともしない。

　惣太は無様にウゴウゴと声にならない抗こう議ぎをうめきながら、フリッツに摑みかかるが、そんな彼を軽くあしらいながら明らかに面おも白しろがっている様子で、フリッツが滔とう々とうと説明を始める。

「その服とマスクはな、異い端たん審しん問もん官かんご用よう達たしの拘束具だ。吸きゆう血けつ鬼きの疑いがかかった奴やつに、そいつを塡はめて拷ごう問もんしたわけさ。吸血の衝しよう動どうは、犬歯が伸びるとピークに達する。そうなったらもうオマエは自制できない。だがその猿さる轡ぐつわが、それを防いでくれる。そいつが閉じている限り、オマエは理性を保っていられるワケだ」

『畜ちく生しよう、だから何だっていうんだ！　外せよ！　今はこんなもの、必要ないだろうが!!』

　フリッツのあまりな言いぐさに、惣太はそう叫さけんだつもりだった。が、それすらもやはりウゴウゴとわけのわからないうめき声となり、彼の口の中に澱よどむだけだった。

「……お？　こりゃ丁度いいタイミングだ」

　もがきながら暴れる惣太を、助手席のほうへ片手で押しやりながら、フロントガラス越ごしに廃はい墟きよを窺うかがうフリッツ。

　月明かりの中をなにやら蠢うごめく影かげがあった。物もの陰かげから物陰へと身を潜ひそめながら、廃墟へと駆かけ込んでいく人影。五人、六人……いや、もっといる。全員、何か武器のようなものを持っている。

「さぁて、狩りの時間だぜ。相棒」

　再びフリッツは、後部座席に半身を入れて、今度は仰ぎよう々ぎようしい鉄の塊かたまりを抱かかえ出した。鈍にぶく黒光りするＭ４アサルトライフルだ。

　通常型より明らかに一回り大きく見えるのは、ごてごてと大量に付け加えられたモジュールのせいだ。銃じゆう身しんの上には、何のつもりかクロスボウの弓のようなパーツまで追加されている。

　本物の武器の迫はく力りよくに慄りつ然ぜんとした惣太を残して、フリッツはハマーをあっさり降りてしまった。惣太は慌あわてて後を追う。

　廃墟では、三階の、ガラスも塡はまっていないがらんどうの窓の内側で、フラッシュライトの光線が躍おどっている。

「イッツ、ショウタイム」

　さも楽しげに呟つぶやいて、フリッツが何やら送信機らしい装置のボタンを押す。耳を聾ろうする爆ばく音おん。衝しよう撃げき波はが粉ふん塵じんを伴ともなって、廃墟の窓から噴ふき上がる。

　惣太は啞あ然ぜんとしていた。

　もう現実に精神が置き去りにされていた。

　クロームの猿轡、明らかに〝使う〟ための改造が施ほどこされた本物の銃、映画のように敵地に突とつ入にゆうしていく人影、それをなんの躊躇ためらいもなく吹ふき飛ばした爆ばく風ふう。

「チッ。あの人数だったら、クレイモア四つはもったいなかったな。どうせ効かねぇ奴には効かねぇし……おい。そろそろ来るぜ」

　吹き飛ばした当の本人が、廻まわし飲みのコーラ缶かんを放ほうるような気楽さで、わけもわからず立ち尽つくす惣太に向けて声をかける。

　そうしながらも、その手は手早くマシンガンの各所を操作する。油を注さした金属ならではの冷たく滑なめらかな作動音が、まるで楽器のようにリズミカルに鳴る。

「オマエが獣けものになりきらないまま、理性で戦えるのかどうか……ここでひとつ確かめさせてくれ。まぁ、昨夜の活かつ躍やくぶりもある。期待してるぜ。ヴェドゴニア」

「！」

　……惣太はようやくこの男の意図するところを察した。あまりにも遅おそすぎたが。

　フリッツは、この場で始める気なのだ。この男なりの狩り……昨日のような殺し合いを。

「あん、何だ？　どうした？」

「……!!」

　必死にかぶりを振ふり、拒きよ絶ぜつを伝えようとする惣太。フリッツはそんな彼をニヤニヤと笑って眺ながめるだけだ。

「あぁ、そうか。丸まる腰ごしは嫌いやか？　やっぱ。それじゃ……はいよ、こいつを使いな」

　フリッツはベルトから、三十センチはありそうな分厚い両りよう刃ばに鋭えい角かくなスパイクが植えられたメリケンサック状のハンドルガードをもつ、見るからに禍々しいデザインのナイフを抜ぬくと、放ってよこした。

「力を解放する方法は、さっき話した通りだ。そのナイフで首を切りな。ざっくりと思いきりよくやれ」

　ふざけるな、冗じよう談だんじゃない!!　しかし、そう怒ど鳴なろうにも惣太の顔下半分は鈍にぶく輝かがやく金属の指にがっちりと摑まれたままだ。声が出ない。彼は一層、激しくかぶりを振る。

「オマエね、今さら駄だ々だをこねたって……お？」

　言いさしてフリッツが、廃墟に注意を戻もどす。まだ朦もう々もうと粉塵を漂ただよわせている廃墟の窓から、やおら黒い人影が躍り出た。

　高さは五階……ゆうに十五メートルはあるというのに、黒い影は軽々と身を捻ひねって着地すると、こちらに気づいたらしく、悠ゆう然ぜんと詰つめ寄ってくる。

　さっき、廃墟に押し入っていった男たちのうちの一人だろう。ズタズタに引き裂さかれた外がい套とうは、あの爆ばく発はつのせいだろうが、当人は何ら手傷を負っている様子がない。

「……フン、どうせ一人はその手のヤツもよこすと思ってたが……ビンゴだぜ」

「シィィィィ……」

　炯けい々けいと赤い目を光らせながら、喉のどの奥から湿しめった唸うなりを洩もらす。その外套が千切れ、裂けて……その下からまったく別の、人間のものではない肢し体たいが露あらわになる。犬かネズミのように尖とがった鼻先、油を塗ぬったようにテラテラ光る黒く厚い胸むな板いた、そして明らかに左右非対たい称しように歪ゆがんだ、それでいていかにも機能的で凄すさまじい膂りよ力りよくを窺わせる腕……

「キシャァァァッ!!」

　巨きよ大だいで歪いびつな〝狗いぬ〟にしか見えない化け物は、しかし、人間並みの知能と器用さは維い持じしているらしく、両りよう腕うでにブルパップ型のアサルトライフルを構えている。見ようによっては滑こつ稽けいな姿だ。

　ああ、まただ……またこんな、化け物が……惣太の脳のう裏りには昨晩の恐きよう怖ふがよみがえる。

「さっさと腹ぁ括くくりな。逃にげ道みちはないぜ」

　冷たく言い捨てると、フリッツは流れるような動作でマシンガンを構える。鞭むちで打ち据すえるような甲かん高だかい銃じゆう声せいが立て続けに轟とどろき、銃口で十文字の炎ほのおが躍る。

「キャヒヒャッ!!」

　右に左に跳はね回って弾だん丸がんの雨を躱かわしつつ、怪かい物ぶつは怯ひるむことなく惣太たちに向かって突とつ進しんしてきた。いち早く身を翻ひるがえして退ひくフリッツ。

　しかし、惣太は、迫せまってくる化け物の眼光から目を逸そらせないままに、案山子かかしのように棒立ちになっていて、次の瞬しゆん間かん、流れるような曳えい光こう弾だんの光線に揉もまれながら、弾はじかれるようにして後方へと吹っ飛ばされていた。

　これで、二度目……惣太は、冷たく醒さめながらも薄うすれていく奇き妙みような意識の中で、ぼんやりと考えた。死にやしないと教わってはいたが、どくどくと流れ出ていく血に浸つかって、その温ぬくもりを、冷えていく身体からだで感じることは、たまらなく怖こわくおぞましかった。

　この先、何度あるにしても、とてもこんな感覚に馴な染じめそうにはなかった。




　抜け落ちていく……俺の命が……俺の身体が死んでいく……全身の細さい胞ぼうが絶ぜつ叫きようする。俺の中で息を潜ひそめていた何かが目を覚ます。

　ビクンッ。脱だつ力りよくしきった腕が、電でん撃げきを受けたように痙けい攣れんした。腕だけではない。脚あしが、胸が、荒あら々あらしく猛たけり狂くるうエネルギーに蹂じゆう躙りんされる。全身の細胞が、生命力とは別のエネルギーを注ぎ込まれて再覚かく醒せいする。

　以前より遥はるかに禍まが々まがしく、圧あつ倒とう的なパワーを滾たぎらせて。ぶかぶかだったレザースーツが、はちきれんばかりに突つっ張っていた。膨ぼう張ちようした筋肉が、身体中の拘こう束そく具ぐをミリミリと押し広げる。

　ガリッと嫌な音を立てて、俺の歯が固く咬かみ合わさった。顎あごを縛いましめるマスクのせいだ。力強く膨張する犬歯と、それを締しめつけるクロームの指のせいで、板いた挟ばさみになった歯は茎ぐきが軋きしむ……猛もう烈れつな痛み。俺は我を忘れて顔を搔かきむしった。

　痛い……猛烈に痛い！　早くマスクを外さないと……顎が、顎が砕くだけちまう!!　苦痛からの逃とう避ひ先を探す思考の中で、俺は思い出していた。

　血を吸え……それでひとまず身体の変形は治まると、そうフリッツは言っていた。そのフリッツは今、あの〝狗〟みたいな化け物と戦っている。すぐ傍そばで聞こえるマシンガンの銃声。彼の銃じゆう弾だんをかいくぐり、右往左往する異形の影が……俺の視界の隅すみでちらついている。

　昨日のように……夜の校庭でやったように、また化け物を殺して血を吸えば……戦うことの恐怖も、血を吸うことの嫌けん悪お感かんも、もう俺の意中にはなかった。そんなもの……この痛みに比べれば、余よ程ほどマシだ！

　殺してやる、殺してやる、俺がこんな目に遭あってるのも、貴様のせいだ！

　俺は、さっきフリッツが渡わたしたナイフを逆手に構えた。

　優美なフレアで柔やわらかく脹ふくらむグリップが掌てのひらにぴたりと張りつき、長大な刃はが、俺の腕の延長のようにすんなり馴な染じむ。

　再び立ち上がった俺に、ヤツは面めん食くらったようだった、迷うようにライフルを構えなおすが、そこに横合いからフリッツが仕し掛かける。

　反射的に撃うち返したヤツのライフルが、カキンという金属音と共に突とつ然ぜんその滑なめらかな作動を中断する。弾たまが切れたらしい。

　ヤツはガムテープで縛しばりつけてあった予備の弾倉につけ替かえようとする。

　両手が動きを止めるその一いつ瞬しゆんを俺は見み逃のがさなかった。

　一跳ちよう躍やくで間合いを詰めると、充じゆう分ぶんにナイフを見せびらかしたあと、俺はいきなり横よこ蹴げりを放った。ナイフに気をとられていたヤツは、はるかにリーチの長い攻こう撃げきに右足首を砕かれる。

「き[image: ]ぃぃい!!」

　ヤツは、慌あわてて片手のライフルを投げ捨て、まだタマの残っているらしいライフルをこちらへ向けた。

　しかし、もう遅い。内うち懐ふところに飛び込んだ俺はライフルの銃身を片手で逸らすと、強化樹じゆ脂し製のフォアグリップごと握にぎりつぶす。と、同時にもう片かた腕うでのナイフはヤツの目を狙ねらった。

　ずしゅうう……派手な血ち飛沫しぶきと飛び散る肉片。ヤツは辛かろうじて俺のナイフの軌き道どうから眼球だけは逸らしたようだったが、代わりにその額からいやらしく長い鼻先までザックリ切り裂かれている。

　結局、派手に噴き出す血潮に却かえって視界を奪うばわれたようだ。しきりに目をぱちぱちしている。

　不利を悟さとったヤツは、ようやく残ったライフルも投げ捨て、ナイフのような鉤かぎ爪づめで俺につかみかかろうとする。

　馬ば鹿かなヤツだ。ヴァンパイアとしての自分の身体の優位性を理解せずに、銃なんかに固こ執しゆうするからそうなる。

　俺は、ナイフのグリップエンドにもう片方の掌も添そえると、ヤツの壊こわれた足首のほうに回りこみ、長大なタングステンカーバイトの刃を胸むな元もとにたたき込んだ。

　鋼のような筋肉にじゅりじゅりと切り込む刃の感かん触しよく。かぐわしい香かおりと共に、熱い血潮がわき出す。

「ギグァウァアア!!」

　俺は、刃は先さきをねじり込むように回しながら、一気にヤツの喉元まで切り裂く。そして、こちらへしなだれるようによろめくヤツの長い鼻先に、カウンターで膝ひざをたたき込んだ。血の臭においに反応し、俺の犬歯は下顎をぶち破るような勢いで、猛烈に伸のびようと軋んでいる。畜ちく生しよう!!

　パキョ。卵の殻からを割るような容易さで、ヤツの鼻骨どころか頭ず蓋がいまでが砕ける。

　のけぞるヤツの胸元に再度ナイフを突き立てる。

　早く、早く終わらせろ！

「ギギ……ギ……」

　化け物は低く呻うめいて頽くずおれ、それきり動かなくなった。

　だがもう、俺も限界だ。猛烈な歯茎の痛み。口の中で無理にも伸びようとする犬歯が、締め上げられた顎の骨をギリギリと軋ませている。

　頭蓋骨がバラバラになりそうだ。早く吸いたい……血を、こいつの血を!!　俺は断だん末まつ魔まの痙攣をしている化け物の胸ぐらを摑つかみ繰くり返し顎を打ちつけた。もう、耐たえられない……

「おぉ、よしよし。よく頑がん張ばったな」

　マシンガンを担かついだフリッツが、悠ゆう々ゆうと惣太の傍にやってきた。指先では、小さな鍵かぎを弄もてあそんでいる。

「さあ、ご褒ほう美びだ」

　フリッツは俺の首根を摑んで、猿さる轡ぐつわの蝶ちよう番つがいに、その鍵を差し込んだ。クロームの指のロックが外れ、顎の緊きん縛ばく感かんが緩ゆるむ。その途と端たん、俺の口は弾はじけるように大きく開き、唾だ液えきの飛ひ沫まつを散らしながら弓なりの犬歯が伸び上がった。

　……そこから先は、慈じ悲ひ深い空白が、俺の意識を曇くもらせてくれた。それでも、喉に流れ込む血の甘さと温かさは、いつものように鮮せん明めいだったが。




　俯うつぶせに地面に横たわっていた惣太が気がつくと、傍かたわらでは、哀あわれな呻き声を上げている怪物を、フリッツが爪つま先さきで蹴り起こしていた。

「汝なんじ、魂こん魄ぱくなき虚うつろの器うつわ。カインの末まつ裔えい。墓なき亡もう者じや……」

　まるで鼻歌でも唄うたうように、ふざけた口調で唱えながら、フリッツはマシンガンの上のボウガンに、銀製の極ごく太ぶとの矢をつがえる。

「灰は灰にィ、塵ちりは塵にィ……ってなァ!!」

　哄こう笑しようとともに叫さけびながら、フリッツは怪かい物ぶつの心臓に矢を撃ち込んだ。

「ギャァァァァッッ!!」

　魂たま消げるような絶叫を、今また惣太の耳元で張り上げながら、化け物は見る見るうちに萎しおれ崩くずれていった。

「上出来だったぜ。相棒」

　声も出ない惣太を見下ろしながら、にんまりと笑うフリッツ。

「頼たのもしい仲間ができたもんだ。これでまた夜が楽しくなる」
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　何処いずことも知れない、朧おぼろな景色。

　どうやらまた、夢の中にいるらしい。

　ここは……梅論学園の校内か。

　だが何なのだろう？　この違い和わ感かんは。通い慣れた場所のはずなのにまるで親しみを感じない。

　凍いてついた廊ろう下かを、俺は人ひと影かげを求めてさまよい歩く。

　誰だれも……いないのか？

　これはリァノーンの夢じゃないのか？

　俺は彼女と会わなきゃならない。会って、居場所を訊きき出すために……

　気がつくと、誰かが廊下の先にいた。

「生あい憎にくだったな。ここはリァノーンの世界じゃない」

　いつからそこにいたんだろうか。最初からそこで待ち受けていたのか？

「ちょいと腹に据すえかねることがあったんで、割り込ませてもらったぜ」

　見慣れた詰つめ襟えりの制服は、梅論学園のものだ。

　顔には、間ま違ちがいなく見覚えがある。それも赤の他人じゃない。とりわけ身近な誰か……そうだ、あれは、いつも鏡の中で出会う顔じゃないか。

　こいつは、俺と同じ顔をしている。

「面と向かって、はっきり言っておいてやろうと思ってな」

　顔の輪りん郭かくも、目鼻立ちも、確かに俺とそっくりだ。だが……俺は、あんな笑い方をすることがあるのか？

「……何のことだ？」

「すっとぼけるなよ。ゆうべの殺しの件さ。いったい何のつもりだ？　あのブザマな戦い方は」

「……なに？」

　ブザマってのは、どういうことだ？

「あんなクソ生意気な野や郎ろうに、いいように踊おどらされやがって。見られたモンじゃなかったぜ。あの邪じや魔まくさい猿さる轡ぐつわ、ありゃいったい何の冗じよう談だんだ？　むかついて仕方ねぇ」

　あれは……確かに気持ち悪いが、おかげで俺は最後まで正気を失わずにすんだ。

「ああしないと俺は、前みたいに、わけもわからず無茶苦茶なことに……」

「まるでわかっちゃいないんだな。オマエ」

　呆あきれたように、俺と同じ顔の〝そいつ〟は吐はき捨てる。

「ああじゃねぇだろ？　オマエの狩かり方は。もっと吼ほえて、猛たけってよぉ、思う存分に楽しむもんだろ？」

「……誰だ？　お前は」

　怯おびえているのを気取られないよう、精せい一いつ杯ぱいの敵意を込めて俺はニヤニヤと笑うそいつに訊いた。

　そんな俺の虚きよ勢せいを見み透すかしたように、そいつは一層、顔を笑えみ崩くずれさせる。

「おいおい、オマエ、鏡を見たことないのか？　どっからどう見てもオマエだろうが」

「どうして俺の格好をしてるんだ？　お前はいったい誰なんだ!?」

「オレはオマエだよ。伊い藤とう惣太。オマエが忘れてる、本当のオマエだ」

　そう言い放ったそいつの口から、ぞろりと鋭するどい牙きばが覗のぞく。射い抜ぬくような鋭い眼光が、いつの間にか血の色を帯びていた。

　……噓うそだ……俺はそんな化け物じゃない……逃にげようと、俺は後ろに一歩退さがった。

　だが、そこにあるはずの床ゆかがない。足場を失って、俺は悲鳴を上げながら、真っ暗な底無しの闇やみに落ちていく。

　暗い。何も見えない。ただ、あいつの真っ赤な眼光だけが、堕おちていく俺を見下ろしている。

〝オレハオマエダ〟

　違ちがう、俺は……

〝オマエハオレダ。オレトオナジバケモノダ。チニウエタバケモノダ〟

　俺は、俺は……！







　予よ鈴れいが、惣太を夢から引き戻もどした。

　欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ、起立、礼の号令に、半ば条件反射で追従する。

　今さっきの夢は今までのリァノーンの夢とは、だいぶ違った。

　焦しよう点てんの合わない眼めで時計の針を確かく認にんする。今は……四限目が終わったところだった。一時間毎ごとにこうして眠ねむりを妨さまたげられてはいるが、まるで寝ねないよりはだいぶ違った。

　まるで徹てつ夜や続きの小休止のようだ。瞼まぶたを下ろしただけでスゥッと眠りに落ちていく。真っ昼間だというのに。

　いや、実際、徹夜続きであることに間違いはないのだ。

　ここ二、三日、惣太は夜よ毎ごとにハンターの狩りに同行していた。

　モーラは、最後まで惣太が戦うことに難色を示し、勝手に戦いに巻き込んだフリッツをなじりさえしたが、結局、最後は惣太が決めた。

「敵の主要な拠きよ点てんは、あらかた調べがついている。それを一カ所ずつ潰つぶしていけば、いずれはリァノーンにブチ当たる。だが俺とモーラだけじゃ無理な相談だ。敵のガードが堅かたすぎる。オマエのヴェドゴニアのパワーを借りればこそ、そういう荒あらっぽい攻せめ方ができるのさ。見るかどうかもわからない夢に期待するよりは、よほど確実な方法だと思うんだがな」

　どことも知れぬ森の廃はい墟きよで無理矢理戦わされたあの後、血相を変えて詰め寄った惣太に、フリッツは余よ裕ゆうでそううそぶいてみせ……そして惣太にとってひどく忌いま々いましいことに、それは理り屈くつが通っていた。

　リァノーンと強く感応し合いその居場所を聞き出すこと、その困難さもさることながら、あの廃墟でフリッツに騙だまされたことで、結果的に自分の身体からだの使い方を憶おぼえたこと、衝しよう動どうを抑おさえ込むことに自信がついたこと……そして、なによりも惣太が、積極的に自分で運命を切り開くことを望んだ。

　そして、夜毎彼は、黒い革かわ製せいの拘こう束そく具ぐとクロームの仮面に身を包み、自ら失命し、壊こわし、殺し、血を啜すすり、甦よみがえる……それを繰くり返していた。

　しかし、まだ、目立った成果は上がっていない。

　惣太は、気け怠だるさの残る身体を無理矢理机から引きはがす。既すでに同級生の大半は、食堂へ或あるいは、教室内で机を並べて、思い思いに昼食に取りかかっている。
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「で、事は上手うまく隠いん蔽ぺいできたかね？」

　薄うす暗くら闇やみの中に燭しよく台だいの赤い光とパネル・ルミネセンスの間接光のみがたゆたう。

　典てん雅がな宮きゆう廷てい衣い装しように似つかわしい、殊こと更さらいたわるような態度で、イノヴェルチの〝三さん銃じゆう士し〟がひとり、ナハツェーラーが白衣を隙すき無く身に纏まとった霧江に尋たずねる。

　好こう々こう爺や然とした振ふる舞まいでゆっくりと巡めぐらす相そう好ごうに、蠟ろう燭そくの朱しゆ色いろの光が毒々しい影かげを落とす。

「警察より先に現場を押さえましたので。ただのボヤ騒さわぎで片づけられています」

　勿もち論ろん、この典雅な装よそおいの吸きゆう血けつ鬼きが、本心では毛ほども自分のことなど思いやっていないのは、霧江にもわかり切っていた。

　名にし負う〝三銃士〟の集つどうこの場所。その中で紅一点であり……そして、唯ゆい一いつの生者であるにもかかわらず、諸井博士は、物もの怖おじもせずに極きわめて事務的に返事をする。

　ここ数日、夜毎に彼らの施し設せつが、ハンターの襲しゆう撃げきを受けていた。

　未まだ、さほど重大な影えい響きようは出ていない。単なる資材倉庫や、リァノーンや他の吸血鬼のために〝生いき餌え〟を集める、数多い集積所の一部が破は壊かいされただけだ。

　ハンターたちがこれほど積極的な行動に出るようになった理由はただひとつ……彼らイノヴェルチに対たい抗こう出来るだけの戦力が手に入ったからだ。

「それは重ちよう畳じよう……しかし、この老いぼれの記き憶おくが確かなら、昨晩襲おそわれた施設にも、貴公の誇ほこる……ええと、なんと言ったかな？　……そうそう、〝吸血鬼をも凌しのぐ戦せん闘とう能力〟が売り口上の〝キメラヴァンプ〟とやらが派は遣けんされていたのではなかったかね？」

　暗がりの中で紅あかい眼光が揶や揄ゆするように揺ゆれる。わざとらしい問いかけに霧江は言葉に詰つまる。

　そう、そのうち何カ所かには偶ぐう然ぜん、或いは罠わなのつもりで意図的に、キメラヴァンプが配置されていたのだ。それらは、ことごとく屠ほふられており、霧江にとってはそちらのほうが問題だった。

「で、あっさり殺やられちまったワケだ。また。お大事なペットを潰されまくって、なんともまた、お可哀かわいそうなことだな」

　隅すみのソファーでギターの調律に余念のないウピエルが、その美び貌ぼうを上げもせずにせせら笑う。こちらは嘲あざけりを隠かくそうともしない。

「……やむを得ません。敵の戦力は未知数ですので」

　謙けん虚きよな言葉とは裏腹に、白衣の女は苛いら立だちの色を隠せない。彼女にとって、持てるすべてを注ぎ込んで完成させたキメラヴァンプの敗北は、すなわち彼女自身のプライドの敗北と同義だった。

「検証では、多少の進展もありました」

　眼鏡めがねのさんを指先できっと上げ直し、霧江は言葉を続ける。

「ほう？」

「現場から、人間のものではない血けつ痕こんが回収されています。キメラヴァンプのものとも一いつ致ちしません。恐おそらくは……件くだんの謎なぞのヴァンパイアのものかと」

「なにかわかったのかね？」

　ナハツェーラーの声から諧かい謔ぎやく味みが消え、その眉まゆが軽く寄せられる。

「血痕から検出されたＶ酵こう素そは、リァノーンのものと合がつ致ちしました。つまり、相手はリァノーンの継けい嗣しということです」

「……ふぅむ、やはり、か」

「しかしよ、例の何とかいう学校の学生って線はもう消えたんだよな」

　リァノーンの名を聞き、ウピエルすら真顔に戻る。

　重い沈ちん黙もくが、しばしその場を支配する。

「もう少し柔じゆう軟なんに発想してみろ。問題のヴァンパイアが、昼は大手を振って出歩いているとしたら？」

　その時、それまで、壁かべ際ぎわの暗くら闇やみと一体化し、彫ちよう像ぞうのように沈黙を守っていた紅くれないの騎き士しが、重々しく口を開いた。

　その言葉の意味するところに、ウピエルや、ナハツェーラーまでもが一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれた表情となる。

「ギーラッハ、おめぇ気は確かか？」

　ウピエルの揶揄を無視して、騎士はナハツェーラーに視線を投げる。

「貴様はどうだ？　子し爵しやく。たかだか三百年程度の人生では、そういう例を見たことはないかな？」

「ヴェドゴニア……」

　ナハツェーラーは硬かたく表情を殺した顔で、小さく呟つぶやいた。

「だが、そんな偶然があり得るか？」

「確率は低いが、ゼロではない。背後でハンターどもが動いているとなれば、尚なお更さらだ」

　ギーラッハが面おも白しろくもないような表情で、ナハツェーラーの希望的観測を破壊する。

　そして、その主張の正しさは、ナハツェーラーも瞬しゆん時じに理解に至った。

「調査の指針を、改める必要があるな……梅論学園に狙ねらいを絞しぼり、不ふ審しんな人物を洗い出そう。いずれは必ず尻尾しつぽを出す」
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「センパァ～イッ」

　昼休み、香織や弥沙子と学食へ行こうとしていたところで、心こころ騒さわがす声が惣太を引き留めた。

　明るく弾はずむ、聞き覚えのある声。惣太は目と耳を疑った。弛たるみきった気分に、冷水を浴びせられた心地ここちだった。

　見慣れた昼休みの教室。

　目を剝むいて固まった惣太を気にしたふうもなく、廊ろう下かを小走りにやってきた鏡子は、屈くつ託たくのない笑え顔がおで軽く息を弾ませながら、ごく自然に惣太の横に並ぶ。

　急に立ち止まった惣太のことを、香織が振り向いて怪け訝げんそうに見る。

「どうかしたの？　この子、部活の後こう輩はいでしょ？」

「……ああ」

　もう平気なのだろうか？　突とつ然ぜん固まってしまった惣太に、弥沙子も怪訝な顔を向ける。

「鏡子さん、お身体はもう平気なの？」

「ええ、もうこの通り、すっかり」

　勿もち論ろん、鏡子が回復してくれたのなら、惣太にしても、これほど嬉うれしいことはない。さっきの何事もなかったかのように元気な姿。喜んでいいはずだった。

　確かに彼女は、大おお怪け我がをしたわけではない。三日も安静にしていれば、復学できたとしてもおかしくない。記憶はモーラが催さい眠みん術じゆつで封ふうじた。

　だが、身体に残った痕あとは、ごまかしようがないだろう。身に降りかかった災さい厄やくを、鏡子は知っているはずだ。記憶がないのはショックのせいと、そう説明されたとしても彼女は心に傷を残しているはず。

　だが、それにしては……この鏡子は、何故なぜあんなに……惣太は釈しやく然ぜんとしない思いを抱かかえまじまじと後輩の顔を見つめる。

　そんな惣太の思いにまるで無む頓とん着ちやくに、鏡子は彼と香織との間に割り込むように潜もぐり込む。

「ちょっと、お願いがあるんです……実はあたし、金曜に部室出る時に忘れ物しちゃって」

　言いながら、惣太に向かい冗じよう談だんめかした拝む仕草をしてみせる。顔には気き心ごころの知れた相手に向ける照れ笑い。

　彼女の言葉よりも、惣太は、彼女のあっけらかんとした笑顔に、間延びした話し方にばかり気を取られていた。

　彼女に懐いだいた疑問の答え、その手がかりだけでも見て取れないかと思ったのだ。しかし、それはそれ単体では、不自然なほど自然だった。

「で、今から取りに行きたいんで、部室のドア開けてもらえませんか？」

「ん？　ぁ、ああ」

　わけもわからず頷うなずいてから、惣太はすぐ隣となりにいる香織と弥沙子の存在を思い出す。

「えっと、俺、そういうわけだから……先に学食に行っててくれるか？」




「ごめんなさいね、センパイ。つき合わせちゃって」

「いや……別に」

　部室へ続く廊下を鏡子に引っ張られながらも、惣太は釈然としなかった。

　何となくその場の勢いで鏡子と来たものの、わざわざ彼がついていく必要は全然なかった。鏡子に鍵かぎを預けて、一人で来させても良かったのだ。

「それに、この大事な時期に、いきなり部活休んじゃって……迷めい惑わく、かけませんでした？」

「いや、俺は……」

　部室の鍵を開けながら、惣太は曖あい昧まいに答えた。

　弥沙子に頼たのんだ非常用の打ち込みは、これで結局、無む駄だ手間ですんでしまったわけだ。……それはそれで喜ばしいことなのだが。

　がちゃりと重い音を立て、スチールのドアが軽く軋きしみながら開く。逃にげ込むように部室に入る惣太。鏡子もそれにするりと続く。

　そのまま話題が途と切ぎれ、なんとなく重い沈黙が挿はさまる。惣太はやや慌あわて気味に、自分から話題を捜さがした。

「何でも、入院したって聞いたんだが……」

「ええ、そうなんですよ」

　漫まん然ぜんと捜し物をしながら、にこやかに答える鏡子。まるでバカンスの思い出でも語るように。

「金曜の夜、センパイと別れたすぐ後に、酷ひどい事故に遭あっちゃって」

　惣太は背筋にじんわりと、冷たいものの気配を感じた。いつの間にか鏡子は、捜し物をする手を休めて、差し向かいで話をしている。

「ひどい……事故？」

「そうです。あたし、とっても酷い目に遭ったんですよ」

　詠うたうように、滑なめらかに鏡子の口は言葉を紡つむぐ。

「もう……とても口じゃ説明できないような目に」

「おまえ……憶おぼえてるのか？」

「ええ。もちろん……それが、どうかしましたか？」

　夢を見るようにうっとりと、しかし視線だけは惣太から外さずに。

「どうかしたかって、おまえ……」

「ウフフ……」

　鏡子の無む邪じや気きなはずの笑顔が、どことなく歪いびつなものに見える。

「『憶えてるのに何で平気なんだ？』って、そう訊ききたいんですか？　もしかして」

「ああ、まぁ……」

　惣太は、つられて無意識に答える。彼も鏡子から視線が離はなせない。

「へぇ～んなの……まるでセンパイ、あたしに何があったか知ってるみたいな口くち振ぶりですね」

（！……この鏡子は、どこか違ちがう……）

　惣太の心の奥底で激しい警告音が鳴り響ひびく。

　姿形も、声も同じ。一年Ｄ組の網野鏡子、軽音楽部部員。だとしても、決して惣太の知っている鏡子ではない。

「そういえばさっき廊下で会った時も、すごく驚おどろいてましたよね。センパイ」

　まるで頭の中まで見み透すかそうとするかのように、鏡子はしげしげと惣太を凝ぎよう視しする。

　惣太もまた、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの心境で、身動きも取れぬままその視線を受け止めていた。

「……捜し物は、見つかったのか？」

　惣太が辛かろうじて絞り出した声は、自分でも我が物とは思えないほどしわがれていた。ようやく鏡子から視線を外す。

「え？　いえ、それが、なかなか……」

　まるで普ふ通つうに、アハハ、と無邪気な笑い声を上げて、鏡子は捜そう索さくを再開する。

「鍵は、ここに置いとく」

　傍かたわらのアンプの上に部室の鍵を置くと、惣太は一歩、後ずさった。

「放課後まで、お前が預かってていいぞ……」

　それだけ言って、惣太は鏡子の返事も待たず、足早に部室を出た。

「あ、ちょっと、センパイ……」

　呼び止める声が背中を追いかけてくるが、惣太は振ふり向かず逃げるようにして部室棟とうを後にした。
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「しかし、思い切った手を使ったもんだな」

「おまけに姑こ息そくで、卑ひ劣れつだ。まこと貴様らしい策よ、ナハツェーラー」

　薄うす暗くら闇やみの中に、ウピエル、そしてギーラッハの声が漂ただよう。
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「……本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね？　いったん警察の注目を浴びた人間に、もういちど干かん渉しようするなんて……リスクが大きすぎるわ」

　相も変わらず一片の気後れすら感じさせず苦言を呈ていしているのは、白衣を身に纏まとった諸井霧江博士だ。

　冷血者と温血者からなる三者の視線は、残る一人、ナハツェーラーに注がれている。

「案ずるな。儂わしの催さい眠みん術じゆつは完かん璧ぺきだ。君のキメラヴァンプが起こした騒そう動どうも、上手うまい具合に役立った。一度は吸きゆう血けつ鬼きの虜とりこになった娘むすめだけに、術の効果は覿てき面めんだ。網野鏡子は、いま完全に私の支配下にある」

　吸血鬼の催眠術……人の手による暗示や洗脳とはわけが違う。犠ぎ牲せい者しやの精神に直じかに感応して働きかける、闇やみの生物ならではの超ちよう常じよう能力だ。不死の眷けん属ぞくに加われば、多少なりとも身に備わる能力だが、ナハツェーラーのそれはとりわけ強力だった。

　同族の間でも〝人形使い〟の二つ名で知られる彼である。

　彼は今、その能力の一部を使い、知的なゲームを始めようとしていた。

「問題のヴェドゴニアが梅論学園にいるならば、間ま違ちがいなく鏡子を見て動どう揺ようするはずだ。

　ただ一人、鏡子の災さい厄やくについて真相を知っている者……それを鏡子自身に捜させれば良い」

　自信たっぷりに答える彼自身は、勿もち論ろん、そのゲームが失敗するとは思っていない。早いか遅おそいかだけの問題だ。

「そう上手うまくいくもんかね」

　ウピエルが呆あきれたように茶化す。事態の推移そのものに興味があるわけではなく、単にナハツェーラーの嫌いやみな態度に絡からみたくなっただけらしい。

「まぁ、任せておけ」

　そんな彼をナハツェーラーは自信たっぷりに軽く受け流す。ウピエルは毒気を抜ぬかれたように白けた表情で宙を仰あおいだ。
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　鏡子に……何があったのだろう？　惣太は駆かけ出したい衝しよう動どうを辛うじて抑おさえ、とにかく部室から遠ざかる、それだけを考え、惣太は早足で闇やみ雲くもに進む。

　日差しの中に出た途と端たん、どっと脂あぶら汗あせが全身に噴ふき出る。いつの間にか中庭まで来ていた。惣太はようやく足を止めた。

　日差しがいくら苦痛であれ、今の惣太には有り難がたかった。むしろここが、一番安全な場所のような気がしていた。

「なに無茶なことしてるの？」

　背中に、予想もしなかった声がかかる。冷たく静かな、夜の世界からの声。

　振り向いたそこには、まるで影かげから湧わいたかのようにモーラがいた。木立が作る日ひ陰かげの中で、彼女は校舎の壁かべに寄り掛かかり、物もの憂うげに腕うで組ぐみをしている。

「……神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな。まったく」

　惣太はもはや驚く気もしなかった……そんなことに驚く余よ裕ゆうも無かったと言ったほうが正しいかもしれない。

「様子を見に来たのよ。上手くやっているか心配で……どうやら、出向いて正解だったみたいね」




　誰だれもいない保健室に入るやいなや、モーラはさっとカーテンを閉め切って、部屋を薄うす闇やみに閉とざした。

「鏡子が……」

「知ってる。様子は見ていたわ」

　モーラは皆みなまで言わせなかった。

「彼女は……危険よ。近寄っては駄だ目め」

「あいつは何も憶おぼえてないって、あんたそう言ったよな」

　意図しないうちに、惣太の声に怒いかりが混じる。鏡子がこれ以上この一件に関かかわってくるとは、想像もしていなかったのだ。

「……多分、敵……イノヴェルチの差し金よ」

　あっさり宣言するモーラに向けて、惣太の中で怒りが膨ふくれ上がる。

「あいつはもう心配ないって言ったじゃないか！」

「肉体的には、大丈夫」

　弁明をする様子でもなく、あくまで淡たん々たんと事実を語るモーラ。

「日向ひなたを平気で歩いてたでしょ？　あなたより元気に」

　それは、確かにその通りだった。首の傷きず跡あとも消えたままだ。

　惣太は心を静めて、椅い子すに腰こし掛かけた。

「……いったいどうしちまったんだ？　鏡子は」

　確かにモーラを責めて、現状が変わるわけでもない。

「身体からだは無事でも、精神だけ先に吸血鬼の虜にされてしまうことがあるの。そこそこ力のある吸血鬼なら、精神感応で人間を操あやつることができるのよ。特に彼女のように、いったん襲おそわれたことのある犠牲者は、精神的な抵てい抗こう力りよくが落ちている……容易たやすく奴やつらの催眠にかかってしまう。操り人形に仕立て上げるには、絶好よ」

「じゃあそんなふうに鏡子が……奴らに操られてると？」

　惣太の腰こしが椅子から浮うきかける。しかし、モーラは相変わらず眉まゆひとつ動かさずに答えた。

「その可能性は高いわね」

　惣太の心に、わかってはいても、また見当違ちがいの怒りがわき上がる。どうしてこの子は、こんなにも冷静に、澄すましていられるんだろうか？

「そうとわかってて……なんであの子を放ほうっておいた!?」

　隠かくしようのない怒りは、直截的な怒ど号ごうとなってモーラに向けられた。

「わかってたわけじゃないわよ！」

　それに対し、ほんの一いつ瞬しゆんではあったが、珍めずらしくモーラまでもが声を荒あらげた。そんな自分を戒いましめるように、すぐに怒気を引っ込めて、モーラはまた淡々と語り出す。

「……今までイノヴェルチの連中は、いつだって秘ひ匿とく性を第一に動いていたわ。鏡子さんについては、奴らは口くち封ふうじをするタイミングを逸いつしていたのよ。だから警察が捜そう査さを諦あきらめて、ほとぼりが冷めるまでは、奴らが再び彼女に近寄るはずなんてなかった」

　口調こそ冷静なものに戻もどってはいたが、その言葉の端はし々ばしに自分の甘さに対する後こう悔かいとも怒りともつかない感情が垣かい間ま見みえた。

　モーラとて、予想外の展開を悔くいているのだ。ただ、それをここでぶちまけても何にもならないことをわかっている。そう気づいた惣太は、モーラから力無く視線を外し、浮いていた腰をどっかりと椅子に沈しずめる。

「じゃあ、何で……」

「形なり振ふり構わなくなってきたのよ。奴ら。多少のリスクを冒おかしてでも、ヴェドゴニアの……あなたの正体を暴あばくつもりでいるのよ」

　結局、すべての原因は自分に返ってくる。鏡子の様子がおかしいことに気づいた時から、惣太は無意識にそれを知っていたのかもしれない。

　ただ、それを認めるのが怖こわいばかりに筋違いな怒りをモーラにぶつけていたのだ。

　そこまで俺に、執しゆう着ちやくするのか？　奴ら、学校にまで……絶望に重くなった頭を、惣太は膝ひざの上で抱かかえ込んだ。

「……どうすりゃ、いいんだ？」

「ともかく、もう鏡子さんに近寄っては駄目よ。なるべく不自然に見えないように、彼女とは距きよ離りをとって」

　モーラの提案は別に難しいことではなかった。

　学年が違ちがうから使う校舎も違うし、その気になれば彼女と顔を合わさないようにするのは簡単だ。

　だが、部活動は……

　溜ため息いきをついて、惣太は両手に顔を埋うずめた。

　鏡子を避さけるとなったら、バンドの練習を放り出して、部活を休み続けることになる。いったい自分はどう弥沙子に説明すればいいのだろう。

　そこまで考え、惣太は抱えた頭を大きく振った。いや、部活も確かに大事だろうが、今はそれ以上に、鏡子のことが問題だ。

「どうなるんだ？　鏡子は」

　重ねて惣太は尋たずねた。鏡子は、いわば彼のせいで、身体どころか心の自由までも奪うばわれているのだ。

「彼女を操っている吸きゆう血けつ鬼きを探し当てて、始末すれば……彼女も元に戻るわ。言ってみれば、あなたと同じ条件よね」

「……そいつは、特定できるのか？」

「おそらくは、イノヴェルチの〝三さん銃じゆう士し〟……他のヴァンパイアと違って、自ら進んで人間に協力している吸血鬼たちよ」

「そんな奴らが？」

　モーラの返事を聞いて、惣太は絶望的な気分になった。

　彼が倒たおした怪かい物ぶつは、なんでも人工の吸血鬼らしいが、それ以外にも、そういう〝本物〟がいる、そしてそのうち最低一人とは確実に対決せねばならない、そういうことだ。

「リァノーンを追っていけば、必ず行き当たる相手よ。そうならなくても、私たちが放っておかない。安心して。あなたはともかく、私たちはリァノーンだけで終わらせるつもりはない。イノヴェルチにいる吸血鬼は一人も逃のがさず滅ほろぼすから」

　モーラの言葉は慰なぐさめであったのかもしれない。しかし、惣太はその言葉に安心する気も甘える気にもなれなかった。

　事態はいよいよ、彼一人の問題ではなくなってきている。

　そしてその責任はずっしりと重い。
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「センパァ～イッ、せんぱーいっ」

　ざわ。惣太はその声を聞いた瞬しゆん間かん、確かに身体中の産うぶ毛げが逆立つのを感じた。

　五限後の休み、今日最後の授業の前のわずかな時間、惣太は香織に呼び出され、重い身体を廊ろう下かに引きずり出していた。

　昼食はちゃんと食べたの？　あんた最近悩なやみごとがあるんじゃない？　あたしに隠しごとなんて十年早い……そんな他愛たわいもない小言を聞かされるのが、今日の惣太には妙みように心地ここちよかった。

　その、わずかな精神の間かん隙げきに、鏡子の声が冷気を伴ともない凄すさまじい勢いで吹ふき込んできた。網野鏡子……いや、もはや、彼の知っている鏡子ではない、鏡子を乗っ取った何か。

〝それ〟が大きく手を振りながら駆かけ寄ってくる。

　かつての鏡子と変わらない闊かつ達たつな明るさが、むしろ今は歯の根が合わないほどに薄うす気き味み悪わるい。

「せんぱーい、さっきはどうしたんですか？　急に逃にげ出したりして」

「いや、え～と、あぁ……」

　口ごもる惣太に、訝いぶかしげに注がれる香織の視線。

「きゅ、急に具合悪くなったんだ、だ、だから、保健室にな……」

「ええぇ、変だなぁ。あたしも用があって保健室に行ったんだけど、会わなかったじゃないですか。センパイと」

「あぁ……」

　よりによって香織の目の前で、自分に絡からんでくるとは。予想外の事態に、みっともないほどに狼ろう狽ばいしてしまう惣太。

「き、きっと俺が便所に行ってた間だろ。お前が来たの」

「えぇ？　そんな偶ぐう然ぜんって……」

「じ、じゃ、な、香織。授業に遅おくれちまうよ」

「う、うん……」

　誰だれが見ても不自然に鏡子との会話を打ち切った惣太に、香織はむしろ心配げな表情をむける。

　それさえも無視してそそくさと教室に引っ込もうとする惣太を、しかし鏡子はそれ以上引き留めようとせず、薄うす笑わらいで見送った。

　いま逃してもいつだって捕つかまえられると……その目は囁ささやいているようにも見えた。

「それじゃ、放課後に部室で」

　完かん璧ぺきなまでに邪じや気きの混じらぬ声でそう告げると、鏡子は背を向け廊下の向こうへ歩み去る。

　肩かたをそびやかせて背中にかかる声を無視しつつ、惣太は自分の席に向かった。

　モーラの推理が正しいのなら、惣太は彼女のことを当面、敵と思って接しなければならない。

　彼女の見聞きしたものが、敵に筒つつ抜ぬけになるのだとしたら。

　ヴェドゴニアが彼だと敵にばれたら。

　おしまいだ。

　昼間のうちに襲われたら、彼には身の防ぎようがない。

〝……いっそ、殺やっちまうってのは？〟

　不意に……そんな冷めた思考が惣太の頭に湧わく。

　まるで隙すき間ま風かぜが吹き込んできたかのように。

　突とつ拍ぴよう子しもないその考えを、惣太は慌あわてて打ち消した。

　なんだってそんなこと、思いつく？　いつから俺はそんなに冷れい酷こくになったんだ？

　惣太はわけもなく自分が怖くなった。ほんの一いつ瞬しゆんとはいえ、そんな非道な着想にとらわれた自分が許せなかった。

　俺は鏡子を護まもり、救う。そのつもりでいた筈はずだろうが。

　厄やつ介かい者ものになったから切り捨てるなんて、そんな真似まねはできない。

　フリッツならやりかねないが……

　そうだ。毎晩あんな奴やつと面つら付き合わせているせいで、だんだんとあの男の方法論に毒されてきているのかもしれない。

　冗じよう談だんじゃないぞ……今でこそ俺は、あいつの手伝いをしちゃいるが、忘れちゃいけない。それは元の生活を取り戻もどすためなんだ。

　あんなふうに平気で人が殺せるようになったら……それは吸血鬼になるのと大差ない。

　それでは、何の解決にもならない。
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　惣太と別れて自分のクラスへと向かいながら、来栖香織は心に蟠わだかまるものを感じていた。

　おかしい。ここ最近の惣太の態度……明らかに何かが変だ。

　どこがどうとは指し摘てきできない、確証はないけれど……きっとこれは、香織にしかわからないであろう違い和わ感かん。昔から彼を知っている香織だけの……

「あの、香織さん？」

「ん？」

　気がつくと弥沙子が側そばに立っていた。野や暮ぼったいセルフレーム越ごしの相変わらずの窺うかがうような視線に、若じやつ干かん怯おびえるような色が混じっている。

　そういえば弥沙子のほうから話しかけてくるのは、ちょっと珍めずらしい。弥沙子に話を振るのは、いつだって香織のほうだった。

　弥沙子が自分から話しかけてくるのは、たいてい割と重要な用件がある時に限られる。

「あの後……惣太さんとは会った？」

「うん。さっき……で、その惣太がどうかしたの？」

「……やっぱり、具合悪いのかな？　まだ……」

「う～ん」

　香織は弥沙子の用件に察しがついた。

　軽音楽部の学祭準備だろう。ますます予定は切せつ迫ぱくしているんじゃないだろうか。

　弥沙子としても、ここは惣太に頼たよりたいところなんだろう。だが……

「あのさ、弥沙子。今は惣太のこと、そんなに頼れないかもよ」

「そんなに、大変……なの？」

「う～ん」

　何か悩みを抱かかえているのは、間ま違ちがいない。

　あんなに切せつ羽ぱ詰つまった、余よ裕ゆうのない雰ふん囲い気きの惣太を見るのは香織にとっても初めてだった。

「ちょっと声かけてみるわ。あたしから。

　だからさ、悪いけど……しばらくそっとしといてやってくれない？　あいつ」

「……」

　香織にしてみれば、今までにない微び妙みような事態に対して、友人二人に対し、精せい一いつ杯ぱいの気き遣づかいをしたつもりだった。

　だから、無言で俯うつむいた弥沙子の表情の中に、不安や心配以外のなにかが僅わずかに入り交じっているのを、ついつい見み逃のがしてしまった。
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　骨まで沁しみるほどの冷気。

　見慣れた校内のようでいて、ここは……まったく違ちがう場所。

　俺は厚く霜しもの降りた床ゆかを踏ふみしめて、長い廊ろう下かを歩いていた。

　この夢には……覚えがある。俺と同じ声、まったく同じ顔をした、俺ではない誰かの棲すむ世界。

〝俺ではない誰か、ときたもんだ〟

　……どこからともなく、嘲あざけるような声がする。

〝やれやれ、いつになったらわかるんだ？　俺はオマエで、オマエは俺。何度も言ってるだろうが〟

「お前は……誰だ」

〝物わかりの悪いヤロウだなぁ。えぇ？〟

　影かげが寄り合い、形を結ぶ。鏡で見る自分と、寸分違たがわぬ姿。

　だが、どんな容姿をしていようと……こいつは、俺じゃない。俺であるわけがない。

「お前なんか知らない。お前は……いったい何処どこから来た？」

「つれないことを言ってくれるねぇ。何処どこから来たわけでもネェよ。最初からここにいた。オマエとは生まれた頃ころから一いつ緒しよじゃないか。ずっとオマエを、見てたんだぜ。オマエのやることも、見たものも」

「噓うそだ……」

　こんなもの、認められてたまるか。こいつは性格も価値観も、まるで俺とはかけ離はなれた…

…

「そう、それが問題なのさ。歯は痒がゆくってしょうがないんだよ。オマエさんのやり方がよ」

「なんだと……」

「たとえば、網野鏡子。あんな小こ娘むすめ一人にオタついて、情けねぇとは思わないのか？

　目め障ざわりならよ、いっそ始末しちまえばいいだろうが」

「お前は……」

　俺はすぐに思い当たった。朝の昇しよう降こう口ぐちで俺の脳のう裏りを過よぎった……ぞっとするような思考。

「そうか、やっぱり……あれはお前か！」

「なぁ、いっそ食っちまうってのはどうだ？　あの娘。きっと上手うまいぜェ。女の血はよ。毎晩吸ってる薄うす汚ぎたないバケモノどもの血なんざ、比べものにならないぜ」

「ふざけるな!!」

「ヘヘヘ、そうイイ子ぶってみてもよォ……お見通しなんだよ。オマエの願望は。オマエだって欲ほしいだろ？　女の身体からだ。照れるなって。男の子なんだから当然さ」

「貴様……」

「サメ野や郎ろうから吸ったとき、考えたんじゃねぇのか？　こいつは鏡子が吸われた分の血だって。それ思ったら興奮しただろ。なぁ？」

「消えろ!!」

　俺は声の限りに絶ぜつ叫きようした。

「消えて失うせろ！　この化け物がッ!!」

「ハハハ、みっともねぇなぁ、男のヒスは。次に会うときはよ、兄弟。もっとじっくり話をしようぜ……」




　毎度のように眠ねむりを阻はばむチャイム。いつもなら疎うとましいその響ひびきが、今日の惣太に限ってはいつになく有り難がたい。

　……たまらなく嫌いやな夢だったということだけを憶おぼえている。

　初めて見る類たぐいの夢ではなかった。

　漠ばく然ぜんとだが、確かに以前にも似たような夢を見た記き憶おくがある。

　自分の中の、もう一人の〝オレ〟。

　その姿形、口調を思い出した瞬しゆん間かん、惣太の身体の奥に、鏡子に感じているものとは明らかに違う怖おぞ気けが走った。

　彼は、せめて昼間寝ねている間くらい、安らかな気持ちでいたかったのだが。

　惣太は肩かたをすくめて、帰り支じ度たくを始めた。

　すべてが片づくまで、安らかな気持ちなんて許されないのだろう。多分。




「あれ？　惣太……」

　校門を出たところで、声をかけられる。

「なによ、先に帰っちゃったのかと思った」

　香織だった。

　取り立てて後ろめたいことがあるわけでもないが、惣太は思わず頸くびをすくめてしまう。

「悪わりぃ悪ぃ。ちょっとな」

　ＨホームＲルームが早く終わった惣太は、香織たちを待つこともなく、大急ぎで校舎を出ていた。

　もたもたしていると、また鏡子と出くわしてしまいそうな予感があったからだ。

「弥沙子が捜さがしてたよ。あんたのこと。多分部活は休むんだろうって、あたしが言っておいたけど」

　咎とがめるように言う香織。

「すまん」

「あんたの口から言えば良かったのに。弥沙子なんだか、がっかりしてたよ」

　前方を向いたまま、むしろサバサバと突つき放すような口調の香織。かなり真面目まじめに話しているのだ。惣太としては謝るしかなかった。

　確かに弥沙子には悪いことをしたと思っている。

　だが……鏡子の様子がおかしい以上、しばらくは部活に出ることもできない。それを思うと、惣太の胸は痛む。

　二人は、なんとなく無言のまま、すたすたと早足で駅までの距きよ離りを消費する。

「あれぇ？　惣太センパイ？」

　まさかという時に、恐おそれていた声を背中に浴びせられて、一いつ瞬しゆん、文字通り惣太は竦すくみあがった。もしかしたら、香織に気づかれたかもしれない。

「どうしたんですか？　こんなところで。もう帰っちゃうんですか？」

「いや……悪い、俺ちょっと、今日は具合悪いから……」

　惣太は自分でも驚おどろくくらいにろれつが回らない。

　白々しいほどに邪じや気きなく笑う鏡子から、努めて視線を外そうとする。

　俯うつむいたまま、口の中でモゴモゴと言葉をこね回す惣太に代わり、香織がカンベンしてね、とばかりに鏡子へ片目をつぶって見せた。

「弥沙子に伝えておいてくれるかな？　こいつはあたしが送っていくから、心配ないわ」

　それに、惣太以外の他人から見て、まったく不自然に見えない様子でニッコリと笑え顔がおで応こたえる鏡子。惣太は身体を硬こう直ちよくさせたまま、二人のやりとりを頸を竦めてやり過ごす。

「はぁい、それじゃセンパイ、お大事に」

　軽い足取りで校舎に戻もどっていく鏡子を、何も知らずに見送る香織。

　そう、まだ、香織は何も知っているはずがなかった。

「いい子じゃない。あんたの後こう輩はい」

　鏡子に軽く挙げて見せていた手を下ろし、香織がぽつりという。

「……ああ」

　惣太としてはそう答えるしかなかった。確かに〝本当の〟鏡子はいい子なのだ。

　鏡子にしても、今の彼女は、血を吸われてるわけではない。

　助けられる公算は充じゆう分ぶんにある。
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「惣太センパイ、今日はお休みみたいです」

「え？」

　ガラリとドアを開け、鏡子は挨あい拶さつもせずに、いきなり言う。

　軽音楽部の部室は、傾かたむきかけた橙だいだい色いろの陽の光と天てん井じようからぶら下がった蛍けい光こう灯とうの青い光がそこ此こ処こで勢力を争い、キーボードに向かった弥沙子は、さっきから、何となく落ち着かない。

「香織センパイと帰っちゃいましたよ。なんかコソコソしながら。もしかして、デートですかね？」

「そんな……」はずはない、そう言おうとして言葉に詰つまる弥沙子。

　そんなふうに、まるで気心知れた間あいだ柄がらであるかのように惣太について断言してしまうというのは、それは思い上がりなのではないか？

　ホンの些さ細さいな不安が、胸のしこりを吸い込んでぐんぐんと大きくなる。

　しかし、よりによってこの時期に、なぜ？　せっかく鏡子も戻ったというのに……

　弥沙子は、どうにか建設的な方向へ思考を持っていこうとする。

　が、まるでそれが見えているかのように、無む邪じや気きに、より悪意のこもった言葉に置き換かえる鏡子。

「んもぅ、ひどいなぁ惣太センパイも。こんな切せつ羽ぱ詰つまった時期なのに、バンド放ほっぽって女の子のとこ行っちゃうなんて。そう思いません？　弥沙子センパイ」

「……」

「でも、仕方ないかなぁ。惣太センパイと香織センパイって、評判のカップルなんでしょ？

　かないませんよね。なんだか割り込めないってカンジで」

「……」

　否定しきれない暗い思いに囚とらわれ、もう弥沙子は自分から何も言い出すことが出来なくなっていた。
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「いよぅ、早かったな。スーパーマン」

　授業を終えた惣太が、愛車の２５０ＫＡＴＡＮＡを乗りつけた洋館の庭先では、フリッツがハマーの屋根に作業灯を据すえつけて、その灯りの中で何やら得体の知れない代しろ物ものをいじっていた。

　寂さびれ果てたその洋館は、いったいいつの頃ころから廃はい墟きよになっているのか、見当もつかなかった。

　ここから少し南下すると津久井湖だ。湖底には、ダム建設で沈しずんだ村があるという。この館やかたも、こんな妙みようなところに建っているところを見ると、それと同じ頃の建築なのかもしれない。

　既すでに陽ひはとっぷりと暮れ、寂れた洋館のシルエットは、ことのほか不気味な影かげになって月明かりの中にそびえている。

　ここがハンターたちが根城としている所だった。初日の晩に貰もらったモーラのメモにあった正しい場所だ。

　毎夕ここを訪おとずれその晩の襲しゆう撃げきに備えるのが、すでに惣太にとって、新しい日課になろうとしていた。

　その廃墟の前庭で、フリッツは複雑でグラマラスな曲面で構成されたくさび形のフォルムの前にかがみ込んで、なにやら工具をかちゃかちゃいわせている。

「……何だ？　そいつは」

「きのう襲おそった倉庫で見つけてな」

　そういえば……昨晩、フリッツは何やらばかでかいコンテナをハマーの荷台に積み込もうとして悪戦苦く闘とうしていたのを惣太は思い出した。

「いつもそんな、強ごう盗とうまがいの真似まねをしてるのか？」

「ギャラの出ない仕事じゃ、こういう成果で帳ちよう尻じり合わすのさ。武器も弾だん薬やくも、これで意外と補ほ充じゆうできる。金目のモンなら尚なお更さらいい。吸きゆう血けつ鬼きってやつは、とかく趣しゆ味みが贅ぜい沢たくだしな」

　強盗まがいというよりは、本物の強盗だった。

「で、また訊きくけど……何だよ？　これ」

「何に見えるよ？」

「……バイク、か？」

　それは、多分ＨＡＹＡＢＵＳＡがベースなのだろうが、手の加わり方が半はん端ぱではなかった。ぱっと見た感じは……加速だけに特化させたドラッグレース用。しかし、特注のクロムモリブデン製のロングスイングアームをつけてはいるが、ウィリーバーを装着していないあたり、まったくのゼロヨンレース専用仕様というわけでもなさそうだった。

　だが……それにしても、前後のカウルに取りつけられた、得体の知れない装そう飾しよくが惣太には理解出来なかった。

　見たところ、アルミ製のように見える、鉤かぎ爪づめのような大おお仰ぎようなパーツに目を引かれる。

　惣太は何気なくその先せん端たんに触ふれ……慌あわてて手を引っ込めた。

　じくじくと疼うずく指先を見ると、裂さけた傷口から血が滲にじみ出ている。

　ただの装飾ではなかった。やすやすと皮を破るほど、その切っ先は鋭えい利りで硬かたい。

「チタン鋼を超ちよう高圧水でタッピングしたブレードだ。迂う闊かつに触さわると指が落ちるぞ」

「何で、そんなものがバイクに……」

「そりゃ、切り裂くためだろうよ」

　鋭するどく光るエッジから目の離はなせない惣太に、さも当然だと言わんばかりに答えるフリッツ。

「鋼鉄製のフレームに、セラミック複合装そう甲こうのカウル。乾かん燥そう重量だけで三〇〇キロオーバーだ。そんな重さのギロチンの刃はが走り回ると想像してみな」

「……武器、なのか？　これ」

「何もついてなくたって、こいつは車体自体が凶きよう器きさ。

　ＤＯＨＣ四気き筒とう二リッターのエンジンに、ツインターボとニトロオキサイド噴ふん射しやつき。このポテンシャルを使い切れるなら……そうさな……時速三〇〇キロまで八秒、ってところじゃないか？」

「……」

　途と方ほうもないスペックに、惣太は思わず血の滴したたる指先を凝ぎよう視ししてしまう。

　凄すごいとか、驚いたとか、そういう次元の話ではなかった。

「誰だれが乗るんだよ、こんなもの」

「もちろん人間じゃねぇわな」

　フリッツの含ふくみを持たせた言い方で、彼は真相を理解した。

「キツネ狩がりにゃ馬が欠かせねぇ。大方、そういう注文で作らせた代物だろう」

　これは、吸血鬼専用バイク。それも〝狩り〟のための、武器なのだ。

「敵方にゃ、使いっ走りの雑魚ざこだけじゃなく、こういう玩具おもちやで殺しに遊びを持ち込むような生きつ粋すいのヴァンパイアもいるってことさ。ヘヘ、対面が楽しみだぜ」

　フューエル・インジェクターのあたりをカチャカチャいじりながら、フリッツはぺろりと唇くちびるを嘗なめる。

　……惣太は昨日までの〝狩り〟で徐じよ々じよに我が手に馴な染じんできた〝道具たち〟を思い浮うかべていた。

　初めて変身した時に渡わたされたシルバーステンレスのマグナム・リボルバー『レイジングブル・カスタム』。

　三日月のようなラインを描えがく凶きよう悪あくな大型ナイフ『サド侯こう爵しやくの愉ゆ悦えつ』。

　その他ほかにもストックの部分に、重い斧おの刃はの備えられたＳＰＡＳのセミオートショットガン改造『挽肉屋ミンチ・メーカー』、三つに折りたたむことが可能な、長ちよう槍そう『聖エリ・者エリ・のレマ・絶叫サバクタニ』。

　どれも、凶きよう暴ぼうで使用者すら危険に陥おとしいれるほどのチューンが施ほどこしてある武器類だったが、同時にそれらには禍まが々まがしくも陶とう酔すい的な〝色気〟と紛まぎれもない〝美〟が同居していた。

　これらはすべて、今、フリッツがかき回しているバイクと同様、彼らハンターが吸血鬼を襲う過程で手に入れた戦利品だった。常人の神経では思い浮かぶべくのないその名めい称しようも、吸血鬼が直々に銘めいを刻んだモノらしい。彼らが殺人にも、なにかしらのけれん味を見いだしているのは確かだった。

　しかし……惣太は眉まゆ根ねを寄せる。そんな〝道具〟を嬉き々きとしていじり回すフリッツもまた、……

「……本当に楽しんでるんだな。あんたは」

「あん？」

　戦うことを、まるでゲームか何かみたいに興じているようなフリッツの態度は、惣太にはどうしても馴染めなかった。

　フリッツには自覚はないのか、一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をしたものの、また作業に没ぼつ頭とうする。

　惣太は仕方なく見るとも無しに、その〝凶器〟を見つめた。タンクの横には、『ＧＳＸ─〝Ｄｅｓｍデスモｏｄｕｓドウス〟』と、飾かざり文字のエンブレムが描えがかれている。これが、吸血鬼自らが名づけたこの狂きよう暴ぼうな道具の銘なのだろう。

「まぁ、調べた限りじゃ問題なく動きそうだ。気が向いたら使うといい」

「俺が？」

「他ほかに誰がいるってんだ？」

　確かに、吸血鬼の〝道具類〟は、変身した惣太にとって子供の頃から慣れ親しんだペン軸じくのように馴染んだ。まるで、それらが彼に使い方を語りかけてくるように。

　スパナを放ほうり出して立ち上がり、フリッツは大きく伸のびをする。

「さてと……見たところ暇ひまを持て余してるみたいだな。丁度いい。弾たまの装薬を教えてやるよ。手伝ってもらおうか」

　意外なほど几き帳ちよう面めんに、工具類をハマーの中に収めると、フリッツは館やかたの中に消えた。

　フリッツに別の用件もあった惣太は慌てて後に続く。

「あんたにひとつ、訊きたいことがあるんだが」

「手ぇ動かしながらでも話せるだろ。時間は有効に使おうぜ」

　厨ちゆう房ぼう脇わきの館の地下へ続く階段で、惣太はようやくフリッツに追いついた。

　今にも崩くずれそうなステップを早足に降りながら、フリッツは振ふり向きもせずに答え、そのまま武器庫代わりに使っているワインセラーに潜もぐり込んだ。




　フリッツの言う装薬というのは、要するに、銃じゆうの弾だん丸がんの準備だった。

　薬やつ莢きようと呼ばれる真しん鍮ちゆうのケースに、炸さく薬やくを入れ、栓せんをするように弾丸をねじ込む。

　弾丸をはめ込むのには、プレス機のような専用工具を使うので、そんなに難しい作業ではないが、ケースに入れる炸薬の量は計量秤はかりで慎しん重ちように調整しなければならないらしかった。

〝らしかった〟というのは、その作業を受け持ったフリッツはひどく手慣れたもので、目分量で匙さじに盛った無煙火薬で、ぴたりと秤の針を合わせてしまうからだ。

　調整というよりは確かく認にんのための計量秤らしい。

「こんなこと、ずっとやってるのか？」

「市し販はんの弾丸じゃ、吸きゆう血けつ鬼き狩がりには不足なのさ。その弾丸は銅と硫りゆう化か銀ぎんの合金でな。炸薬もちょいと多めに割増してる。強装弾ってやつだ」

　意図的に惣太の質問をはぐらかしたわけではなさそうだった。

「……そもそも、この国じゃ店先で弾薬なんて売ってねぇし」

　喋しやべりながらも、フリッツの手は機械のように正確に作業を反復してる。

「そうじゃなくてさ、こういう、吸血鬼狩りって……あんた、何年やってるんだ？」

「……ざっと十年ってとこか？　杭くいとハンマーから始めたもんが、小道具も随ずい分ぶんと盛大になったよ」

　言葉の内容ほど、その表情は感かん慨がい深げでもない。淡たん々たんと、ただ、事実だけを述べている感じだった。

　十年……尋たずねた惣太のほうが、逆にその時間の意味するところに衝しよう撃げきを受ける。

　そんな永きに亘わたって修しゆ羅ら場ばに首まで浸つかっていれば、なるほど、この男が漂ただよわせている妙みような凄味も頷うなずけようというものだ。こめかみにある大きな傷きず跡あとも、多分、そんな経歴の一部であるらしかった。

「じゃぁ、モーラと組むようになったのは？」

「最初からだ」

　平然と答えたフリッツの返事に、惣太は耳を疑った。

「最初からって……十年前？　モーラは赤あかん坊ぼうじゃないか！」

　フリッツは、一いつ瞬しゆん、手を止めかけたが、しかし、結局、皮肉な笑えみに口元を歪ゆがませただけだった。

「あの子はな、生まれついてのハンターなんだよ」

　しばらく、かなりしばらく経たってから、ようやく、それが答えだとでも言わんばかりに、フリッツは妙な言葉で結びをつける。

　惣太は何か言いたげな表情のまま、巧うまく言葉を繫つなげず押し黙だまってしまう。

「訊ききたかったってのは、そのことか？」

「いや……」

　そうではなかった。

　彼らにも興味があるが、他人のことより、今は自分の直面していることのほうが優先だろう。そう思い、惣太は止まっていた手を再び弾丸と薬莢に向ける。

　惣太には、モーラやフリッツたちと夜の襲しゆう撃げきを始めた数日前からずっと、頭に引っかかっている疑問があった。それを訊かねばならない。

「あんたたちの言う、吸きゆう血けつ鬼きの味方をしてる連中のことなんだが……確か、イノヴェルチ……とか、言ってたよな」

「ああ」

　それがどうした？　とでも言いたげに、フリッツは顔も上げずに生返事をよこす。

「もう少し、教えてくれてもいいんじゃないか？　いろいろと」

　知りたいのか？　そう言いながら、呆あきれ半分に咎とがめるように、フリッツは鼻を鳴らす。

「お前にとっては……リァノーンを葬ほうむる、ただそれだけのための戦いだ。それさえすめば、お前はまた平和な日常に戻もどる。そうだろ？」

「そりゃ……そうだが」

「なら何で、余計なことを知りたがる？　知らなくていいことまで知れば、後に退ひけなくなるだけだぞ」

　なにを、今いま更さら……今だってもう充じゆう分ぶん、深みに塡はまっている……惣太はフリッツの言葉に一いつ瞬しゆんカチンときたが、どうもそういう話でもないらしいことに気づく。

「俺だって……命が懸かかってるんだ」

　だから、重ねて、マジメに尋ねた。

「そりゃ結構。マジに受け止めてくれて、嬉うれしいよ」

　フリッツは作業の手を止めて、ポケットから取り出したタバコに火をつけた。慌あわてて惣太は椅い子すから腰こしを浮うかす。

「お、おい……火薬は!?」

「うるせぇな。話を聞くのか？　聞かねぇのか？」

　度胸試だめしか何かなのだろうか？　相変わらず惣太には、この男の考えていることが理解出来ない。少しは話が通じるかと思っていると、次の瞬間、これだ。

「……聞かせてくれよ」

　それでも惣太はその話を聞かねばならないと思っていた。彼は腹をくくって、もう一度、椅子に腰を落ち着ける。

　フリッツはそんな惣太を見ても、いつものように面おも白しろがる様子も見せず、肺の中の紫し煙えんを大きく吐はき出すと、独り言のように話し始めた。

「医は仁術ってよく言うが、あながちそうとも言い切れないのが現実なのさ。細さい菌きんを見つけたり、予防接種を発明したり、世の中の医者どもが揃そろいも揃ってそういう研究をしてたわけじゃない。それとは別に、裏の医学史ってもんがある……」

　フリッツの話は、完全に惣太の想像の埒らち外がいというわけでもなかったが、かといって容易に信用出来る類たぐいのものでも、また、なかった。

　不老不死の研究。ファラオからヒトラーまで、欲深い連中が最後に行き着く願望。

　だがこれは、絵空事でも何でもない。ごく一部の知識人は、実際にそういう生物が存在するのを既すでに知っていた。

　それは一いつ般ぱん的には伝説上の存在であり、吸血鬼という名で呼ばれていた。

　そこで、不死者を求めて墓を暴あばいたり、処女の生き血を啜すすってみたり、と、ヴァンパイアの研究に血ち眼まなこになる者が現れ、そうするうちに、本物のヴァンパイアと接せつ触しよくし、取引しようとする者までも現れた──吸血鬼の人間狩がりを手伝う代わりに、不老不死の秘密にあやかろうというのだ。

〝悪あく魔まに魂たましいを売った連中〟惣太の脳のう裏りにそんな言葉が浮かぶ。

「もちろん、いつの時代だろうと、そんな研究が公おおやけに認められるわけがない。そいつらは魔ま術じゆつや悪魔崇すう拝はいの嫌けん疑ぎで教会から破門され、徹てつ底てい的に弾だん圧あつされた」

「……魔女裁判とか、そういうやつか？」

　惣太はくらくらしながら質問を返す。魔女裁判だって？　冗じよう談だんじゃない……

「そう。そいつらの呼び名が〝イノヴェルチ〟……ロシア語で〝異い端たん者しや〟って意味だ。

　なにもキリスト教圏けんに限った話じゃなくてな、似たような手合いは世界中にいる。そいつらも今じゃ引っくるめて、全部イノヴェルチと呼んでいる。連中は国境を越こえたネットワークで結けつ託たくしてるのさ。同好のよしみってやつか？」

　ここまで話して、ようやくフリッツはいつもの嫌いやみったらしい笑えみを口の端はしに浮かべ、鼻を鳴らした。

「奴やつらは現代にも生き延びてる。失敗からいろいろと学びながらな。特にナチスとつるんで下手を打ったあたりから、一段と慎重になったらしい。今じゃありとあらゆる手を尽つくして正体を隠かくしてる」

　フリッツは口の端に張りついていたタバコを灰皿に置くと、ポケットからカードのようなものを取り出し、惣太に投げてよこした。

「昨日襲おそった奴らの、身分証だ」

　そこには、パンチングで打ち出された文字で『燦さん月げつ製薬、警備保安課』と記してあった。

「その会社、知ってるか？」

「まあ、名前くらいは」

　燦月製薬は、この近辺に本社を持つ企き業ぎようとしては最大手だった。付属の研究所や工場も、近きん隣りんに多数ある。

「医い療りよう関係者にとっちゃビッグネームだ。世界的に有名な企業だよ。この国では、そいつがイノヴェルチの隠れ蓑みのだ」

　……吸血鬼の仲間が、大手を振ふって会社経営とは。惣太はもはや、言葉も出ない。

「昔から大手の製薬会社ではあったが、今じゃ世界的な注目を浴びている。ゆくゆくは輸血や臓器移植のパイオニアになるだろう。何もかも、ここにいるイノヴェルチ研究員が上げた成果のおかげだ。というのも、ここの奴らは世界中の同志に先さき駆がけて、最高の実験動物を手に入れたのさ」

「実験、動物……？」

　思わせぶりに強調された言葉が、オウム返しに惣太の口から零こぼれる。

「生きたままのヴァンパイアだよ」

　惣太の頭の中で、ようやく断片的な情報が繫がり始めてきた。

「まさか、それが、あのリァノーンっていう……？」

「そうだ。齢よわい二千年を超こえるロードヴァンパイア。またの名を〝夜や魔まの森の女王〟

　連中はリァノーンの身体からだを徹底的に調べ尽くし、そのテクノロジーを表おもて稼か業ぎように転用している。オマエが倒たおしてきた化け物も、正確には吸血鬼じゃない。連中は、まぁ言ってみれば、燦月製薬の試作品だよ。兵器と兵隊。いつの時代も、一番需じゆ要ようの安定したマーケットだからな」

　そんな大それた企たくらみが、堂々と、しかも自分たちの住んでる街で行われているとは。椅子に座りながら、惣太は眩暈めまいを感じていた。

「そんなことが……なんで罷まかり通ってるんだ!?」

「そういうもんさ。オマエが思っているよりも、この世はずっと邪じや悪あくで、残ざん酷こくで、多くの秘密を抱かかえてる。オマエはそのひとつを知っただけのことさ。知るはずも、知る必要もなかったことではあるがな」

　フリッツが妙みように淡たん泊ぱくに断定する。

　惣太としては何も言い返すことが出来ない。しばらくはお互たがいの手だけが黙もく々もくと動く。

「それにしたって……」

　まだ惣太には、納なつ得とくできないところがあった。

　そのイノヴェルチに挑いどむ上で、モーラとフリッツは……なんでこんなにも絶望的な戦い方を選んでいるのか？

「なんであんたたちは、二人きりなんだ？」

「あん？」

「あんたたちみたいな吸血鬼ハンターって、世界中にいるんだろ？」

「まぁな」

「だったらなんで、協力しない？」

　灰皿の上で忘れられたタバコの、辛かろうじて形を保っていた灰が、ぽろりと崩くずれる。

「イノヴェルチみたいなばかでかい敵でも、皆みなで束になってかかれば……」

　滔とう々とうと惣太の言葉は流れる。フリッツは灰皿の上でとっくに灰になっていたタバコを忌いま々いましげに睨にらみつける。

「ボウヤにゃ想像もつかんだろうがな……そうできない事情があるのさ」

　惣太はぎょっとして舌を止めた。フリッツの声がいつになく苦しげに聞こえたからだ。

　彼は、いつもの嘲あざけるような笑い顔ではなく、苦虫を嚙かみつぶしたような渋じゆう面めんを見せていた。

　そして、そのまま惣太のほうに一いち瞥べつもくれず、腰を上げた。

「さてと。そろそろ今後の打ち合わせをしないとな」

　……どうやらフリッツは、それ以上話すつもりはないらしい。武器庫を出ていく背中には、拒きよ絶ぜつと、喋しやべりすぎに対する後こう悔かいがはっきりと見て取れた。
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「……ふぅ」

　自室に戻もどったところで、弥沙子は深く息を吐き出した。

　今日一日、他人の視線を意識しつづけ、白はこ柳やなぎ弥み沙さ子ことしてふるまい続けた身体の疲つかれが、肩かたからどっと抜ぬけていく。

　そのまま乱暴にベッドに横たわる。

　女の子らしく綺き麗れいに片づけられているものの、過度に華か美びなインテリアもない、弥沙子を知る人間にとってまったくの予想の範はん疇ちゆう内にある八畳じようほどの広めの洋室。

　その中で、制服の皺しわも気にせずに、ぞんざいな格好で横たわる弥沙子。

　弥沙子は眼鏡めがねを外した裸ら眼がんで、ぼんやりと霞かすむ天てん井じようの模様を眺ながめていた。

　誰だれもが皆、世界をこんなふうに見てればいいのに。

　常々、弥沙子はそう思う。世の中が、誰の目にもこんなに霞んでいれば……きっと弥沙子の姿だって、他ほかの女の子と見分けがつかなくなるだろう。

　他の子より不器量で、どんくさくて、怯おびえた素そ振ぶりをしていても……そんな弥沙子には誰も気づかずに、放ほうっておいてくれるだろう。

　なのに目が霞んでるのは、私だけ。

　そんな私のことを、私よりはっきりと、他の人たちは眺めてる……

　溜ため息いきをついて、弥沙子はＣＤラックに手を伸のばす。

　整然と並んだクラシックの輸入ＣＤ。その裏に隠してある秘蔵コレクションを手に取る。

　極ごく彩さい色しきの荒あれ狂くるうジャケットに描えがかれているのは、髑どく髏ろ、墓地、鋼はがねの刃は……破は壊かいと暴力と死のモチーフ。

　弥沙子の部屋の秘密の空間……そこには七〇年代ヨーロッパを席せつ巻けんしたハードロック、ヘヴィメタルの名めい盤ばんが、ずらりと勢せい揃ぞろいしていた。弥沙子という少女の人となりから、誰がこんな音楽の嗜し好こうを想像するであろうか。

　もちろん、不似合いなのは弥沙子自身も承知している。だから今日まで、一度として他人に明かしたことはない。自宅にいてさえ、こうして家人の目に触ふれることのないよう擬ぎ装そうをしている程ほどである。

　いや、自宅だからこそと言うべきか。

　ことのほか躾しつけには厳格だった両親のことだ。弥沙子のこんな秘密を知ったら、怒おこるのを通り越こして卒そつ倒とうしかねない。

　思うほどに鬱うつ々うつと心が沈しずみ……そんな気分から逃のがれるために、また過激な音を聴きくことになる。

　まったくの悪あく循じゆん環かん。

　麻ま薬やく……そんな言葉が、弥沙子の脳のう裏りを過よぎる。

　それ以上は思考を進めず、弥沙子はヘッドホンを被かぶり、プレーヤーにソフトを挿そう入にゆうした。

　今夜、選んだアーティストはＴＥＰＥＳ……ジャーマンメタル様式美の流れを汲くみながら、スラッシュメタルに通じる暴力性も兼かね備えた、稀き代たいの技ぎ巧こう派グループである。

　本格的なブレイクを前にして、リーダーの謎なぞめいた失しつ踪そうにより解散の憂うき目めを見た非運のバンドだが、その破壊美とも言える極北のスタイルは今もカルト的人気を誇ほこり、弥沙子もまた虜とりこにされていた。

　とりわけ憂ゆう鬱うつな夜は、この曲と決めている。

　どんな迷いや苦痛からも、たちどころに彼女を解き放ってくれる……弥沙子にとっては、聖典と言っていいアルバムだ。

　呼吸を鎮しずめ、頭を空にして、恭うやうやしいほどの手つきでＰＬＡＹボタンに指を触れる。

　数秒の静せい寂じやく……そして堰せきを切ったような音の奔ほん流りゆうが、弥沙子の耳に雪崩なだれ込む。

　ハリケーンのように圧あつ倒とう的で容よう赦しやのない音の暴力が、彼女を苛さいなむすべてのものを破壊する。重く煩わずらわしい肉体を忘れ、諸もろ々もろの悩なやみを忘れ、丸まる裸はだかの自分だけになって、弥沙子は恍こう惚こつのうちにその暴ぼう威いに身を任せた。

　ただ圧倒的なまでの音量と、それに洗われる弥沙子の魂たましいと……それだけしか存在しない世界。

　初めて聴いたときの衝しよう撃げきは、今も忘れない。その日、弥沙子は……音楽とは耳で聴くものではなく、身体で感じるものなのだと知った。

　骨を震ふるわす、ヴォーカルの絶ぜつ叫きよう。エレキギターの猛もう烈れつな速はや弾びきが、鼓こ膜まくを通じ、頭ず蓋がいに脊せき髄ずいに伝わって、全身の骨を震わせる。身体を内側から駆かけ抜ける。

　神かみ業わざのような指運びでネックを這はうギタリストの手を、弥沙子は想像する。

　弦げんをかき鳴らす指の、紡つむぐ音……その音に共きよう振しんするように、弥沙子の魂が歓かん喜きに高鳴る。まるで弥沙子の身体もまた、ギタリストの指にかき鳴らされているかのような……

「ぅぅ……」

　無意識のうちに着衣の下に滑すべり込んでいく自分の指を、弥沙子はぼんやりと意識した。

　ダウンピッキングで６弦３ｆ、５ｆ、３ｆ……中指で６弦のヴィブラート……

「ん、ぅ、うぅ、ん……」

　八拍ぱくの激しいリズムに乗せて、熱い吐と息いきが口から漏もれる。カッティングを刻む左手の指。容赦ないチョーキングが弦から搾しぼり出す唸うなり。

「あふ……ぅ……！」

　悲鳴にも似た声を上げさせる。弥沙子の空想の中で、ギターの弦を爪つま弾びく指は……まぎれもなく見覚えのある指だった。

　毎日、ずっと眺めてた。目に焼きつくまでずっと……細長く力強い、あれは、惣太の指……

　激しく悶もだえる旋せん律りつが、絡からみ合い、重なり合って、クライマックスへと昇のぼりつめていく。アーティストたちの冴さえ渡わたる絶技に、必死で追いすがろうとする弥沙子。

　だがもう、追いつかない……

「は、は……くふぅぅぅッ!!」

　身体からだの芯しんから沸わき返る津つ波なみ。堪こらえきれない痙けい攣れんが、背筋を駆け抜け……そのとき、突とつ然ぜんの動きに引っ張られたヘッドホンのピンジャックが、アンプから抜け落ちた。

　冷水にも似た静寂が、弥沙子の身体に浴びせられる。

「……」

　皺しわだらけに乱れたシーツの上で、気がつけば弥沙子の魂は……またいつものように、重い肉の殻からに囚とらわれたまま。

　スピーカーを切ったコンポは、出力を失って完全に沈ちん黙もくし、ただ音もなく躍おどるグラエコだけが、夢の名残なごりを示していた。

　醒さめた心で、我が身を見下ろせば……あられもない格好の肢し体たいは、弥沙子が必要と思う以上の脂し肪ぼうをまとわりつかせて、寒々と震えるその柔やわらかさが、許せないほど醜みにくく目に映る。

「……ぅ……ぅぅ……」

　あまりの惨みじめさに、弥沙子は枕まくらに顔を埋うずめて泣き出した。

　そう、これが自分だ。

　誰にも構ってもらえない。誰と触れ合うのも怖こわい。なのに空想の世界では、浅ましい自分を剝むき出しにして、汚きたなくて、醜くて、恥はじ知しらずな……

「ぅぅぅぅ……ぅぅぅぅ……」

　こんな身体、誰が触さわってくれるもんか。

　惣太ならきっと笑う。軽けい蔑べつする。

　香織さんみたいな子と一いつ緒しよの彼だったら……癒いやしようのない自責に苛さいなまれるまま、弥沙子はいつまでも独り、夜の中で泣いていた。




　　　　†




「伊藤、惣太……」

「そいつが、問題のガキだってのか？」

「はい……」

　蠟ろう燭そくの光を顔面に這わしながら、ナハツェーラーとウピエルが興味深げに尋たずねる。ギーラッハはぬらりとした光こう沢たくを放つ壁かべに背を当て黙もくしたまま。

　重く陰いん鬱うつな死者たちの部屋で、しかし、その空気にまったく無む頓とん着ちやくに、まるで手て柄がらを自じ慢まんする猫ねこのように喜色を満面に浮うかべながら、網野鏡子は居並ぶ怪かい人じんたちの前に立っていた。

「わたしと同じ軽音楽部で、二年生の男子です。朝から、わたしと出会った途と端たん、はっきりと慌あわててました。そういえば、確かに金曜日も様子が変でした。妙みように体調を崩くずしてたみたいで……それに夜まで一緒にいたので、あのとき、いちばん傍そばにいたとすれば彼です」

　薄うす闇やみの異様な雰ふん囲い気きの中、場ば違ちがいに、大きな目を軽く見開きながら、話すこと自体が嬉うれしくてたまらないと言ったそぶりで止めどなく話し続ける鏡子。

　その様子に、ナハツェーラーは至し極ごく満足げに眼めを細める。

「ふむ。それは、興味深い……その少年、家族構成と友人は？」

「通学のために独り暮らしをしているので、家族は東京にはいません。親しい友だちは、わたしの知ってる限りでは……アパートの大家の娘、来栖香織と、軽音楽部の白柳弥沙子、です」

　部活の先せん輩ぱいであるはずの弥沙子の情報すら、読みさしの雑誌を捨てるようにあっさりと差しだす鏡子。ナハツェーラーは得心したように頷うなずく。

「なるほど……異状に気づくほど身近な人間は、きわめて限られているようだな」

「決まりかな、そいつで」

「まぁ、最有力候補ではあるな」

　ナハツェーラーは、自分の謀はかりごとが、思惑おもわく通りに実を結びつつあることに満足しつつ、ウピエルの問いに、言わずもがなのことを勿もつ体たいをつけて答える。

「さて問題は、どうやって確証を摑つかむかだが……」

　機き嫌げん良さげにその場をまとめようとするナハツェーラー。そこに、珍めずらしくウピエルが割って入った。

「その坊ぼう主ず、俺に任せちゃくれねぇか？」

「ほう？」

　ウピエルの意外な申し出に、ナハツェーラーが眉まゆを上げる。

「平素のおぬしなら、億おつ劫くうがるところであろうに。どういう風の吹ふき回しかな？」

「頼たのんどいた俺の玩具おもちやが、昨日、横取りされちまってな。結構楽しみにしてたんで、俺としちゃあ、ちょいと腹に据すえかねてたのさ」

　言葉でこそ、そうは言っているが、それが些さ細さいな切っ掛かけに過ぎないことはウピエルの表情を見れば明らかだった。

　彼は軽けい薄はくそうな笑いを顔面に張りつかせてはいたが、その目元にはぎらつくような光、自分の関心を満たすためなら、その対象を死なせてしまうことすらまるで厭いとわない猫科の猛もう獣じゆう独自の光が照り映はえていた。

「この狩かり……俺が愉たのしませてもらう。余計な手出しは許さねぇぞ」

　ウピエルは、面おも白しろそうに軽く口元を歪ゆがめて宣言した。
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　軽金属粉末の燃える、溶よう接せつのスパーク光のような青く眼を差す光が一いつ瞬しゆん輝かがやき、ゼリー燃料が数百度の炎ほのおと共に辺り一面にこびりつく。

　惣太は、例の黒い革かわの拘こう束そく具ぐに身を固め、骸がい骨こつの手首を象かたどったクロームの猿さる轡ぐつわを塡はめ（られ）た、いつもの格好で、片かたっ端ぱしからテルミット手しゆ榴りゆう弾だんを投げ回り、いたる所に火を点つけて回った。

　ヴェドゴニアの力は未いまだ使っていない。制せい御ぎよ自体に時間的な制約がある上に、惣太自身が変身しないですむなら、なるべくしたくないと思っているからだ。もっとも、これまで一度も血の力を使わずに〝狩り〟を終えることなどできなかったが。

　イノヴェルチの施し設せつだということは、この場所も表向きは燦月の研究所の名を持っているのだろう。学校のように無個性な箱形の建物がそう広くもない敷しき地ち内に並んでいる。

　敷地が狭せまい分、燃やし所もそう沢たく山さんはなく、すぐにも研究所の外庭は火の海になる。

　俺の役目は外で派手に暴れ、警備の連中──勿もち論ろん、化け物連中、あの紛まがい物ものの吸きゆう血けつ鬼きどもを含ふくめて──を引きつけておくことだ。その隙すきにモーラたちは施設内に侵しん入にゆうし、様々な情報が記された紙やメモリを狙ねらう。

　モーラとフリッツの〝狩り〟は、当初のイメージほど粗そ雑ざつではなかった。第一の〝獲え物もの〟は情報なのだ。

　これだけ派手にやると、逆に陽動なのが見え見えかもしれない、と惣太は思った。建物の中の連中は警けい戒かいして余計に護まもりに徹てつするような気もする。

　焼しよう夷い弾だんは残りあとふたつ。

　……いっそ窓から中に投げ込んでやろうか？　いや、研究所自体を火事にしちまったら、それはそれで侵入するモーラたちが厄やつ介かいなことになるんじゃぁ……

「……!?」

　そこまで考えたところで、彼は頭上から見下ろす深しん紅くの双そう眸ぼうに気がついた。

　屋上だ。燃える外庭とそこに佇たたずむ惣太を睥へい睨げいする影かげ。

　間ま違ちがいなく人間以外の……

「シャァァァッ!!」

　奇き声せいとともに、四階の高さから身を躍らせる異形の影。そんな芸当ができる以上、ヤツは間違いなく人間ではない。

　四し肢しに、飛び降りる際に広げた両りよう脇わきの翼つばさに、いたる所に黒い剛ごう毛もうがいやらしく生えそろい、節くれ立った細い肢体は、一見、巨きよ大だいな昆こん虫ちゆうに見える。

　しかし、尖とがった鼻はな面づらを持つネズミのような頭部には、これまた黒い毛に覆おおわれた巨大な耳が左右に広がり、翼は、両りよう腕うでから脇腹にかけて展張されている皮ひ膜まくの一種だ。

　ただし、皮膜で動きを制約される両腕の代わりなのか、腹部に鋭するどい爪つめを備えた昆虫か甲こう殻かく類のように固く節くれ立った触しよく手しゆを数すう対つい備えているところで、明らかに自然な進化の産物でないことがわかる。

　お出ましか……惣太はモーラに指示された通り、まずは敵に背中を見せて逃にげに入った。キメラヴァンプを研究所の外へ誘さそい出さねばならない。

　フェンスを乗り越こえ、雑木林の中へと駆かけ込んだところで、惣太は相手がついてきているかどうか確かめるために背後を振ふり向く。

　ついてきているどころか……そいつは惣太のすぐ背後にまで肉にく薄はくしていた。

　触手と皮膜を巧うまく使い、音もなく滑すべるように木々の間を抜ぬけてくる。

　避さけるどころか身構える暇ひまもなく、惣太は背中をバッサリと真一文字に斬きられて地に突つっ伏ぷした。

　鋭えい利りすぎる斬ざん撃げきは痛みすら感じさせず、惣太はむしろ凍いてつくような寒さに苛さいなまれていた。

　傷口から奪うばわれる体温と、沁しみ入ってくる夜の冷気。

　彼の体温は動物としての下限を下回り……そして別の生き物へ。




「シャシャシャシャッ!!」

　勝かち鬨どきのつもりか、けたたましい軋きしり声を立てていた化け物は……だが、俺が身を起こすのと同時に沈ちん黙もくする。

　虫けら相手に本気を出すのも大人げないが、取りあえず背中の礼だけは返さないと腹の虫が収まらない。

　効いたぜ、今のは……まぁ、おかげで自分で斬る手間が省けたがな！

　俺は、背中に担かついでいたチタンのブレードを取り出す。

　インド辺りで使われる〝虎とらの爪〟にも似た、刃は先さきに垂直なグリップのついた、ぶ厚い両りよう刃ば刀。グルカナイフを数倍したような幅はば広びろで優美なフレアを描えがくこのエッジは、昼間フリッツのいじくり廻まわしていた、化け物バイクのカウルの一部として差し込まれていたものだ。

　刻まれた銘めいは『旋せん風ぷうの暴帝カリギユラ』。

　鈍にぶく光るそれを、俺は大きく振りかぶって化け物に叩たたきつける。

「シシシャシッ!!」

　大きすぎるモーションから繰くり出される斬撃を、せせら笑うような声と共に、ヤツは余よ裕ゆうを持ってかわす。

　俺は、ヤツに叩きつけ損そこなった巨大な慣性に持っていかれたように、ブレードごと半身を大きくひねり体勢を崩くずす。

　そんな俺を見て、ヤツはコウモリのような皮膜を大きく広げ風を摑むと、俺の頭上の大木に陣じん取どった。体勢が整う前に俺の頭ず蓋がいを一いち撃げきする気だ。

　しかし、これが俺の狙った間合いだった。

　グリップの裏側についた引き金を軽く引く。

　シャン!!キン！　涼すずやかな音を立てて、分厚い両刃刀がグリップを中心にプロペラのように広がる。バスターソードのように分厚い刀身は、三枚のエッジが重なって形作られていたのだ。

　グリップを中心に、綺き麗れいに重量バランスの分散したブレードを、俺は上半身のヒネリをたっぷり効かせてブーメランのように頭上へ放ほうり投げた。

　ザリュ！ザリュ！ザリュ！

　馬ば鹿かみたいに下を覗のぞき込んでいた蠅はえコウモリ野や郎ろうは、うなりを上げて回転する凶きよう器きに胸むな元もとから下した顎あごまでを真一文字に切り裂さかれた。

　投とう擲てきしたまま頭上にかざしていた俺の腕うでにプロペラブレードがブーメランのように戻もどってくる。

『旋風』の名の由来はここにあった。安定した飛行のために、マイクロチップで制せい御ぎよされるフラップを備えているらしい。流石さすが本物の吸血鬼の狩りの道具だ。ケレン味が滴したたるほどたっぷり注ぎ込んである。

　パシン！　掌てのひらに小気味よい音を立ててブレードが収まった瞬しゆん間かん、俺の眼前に、四肢を無様に広げたヤツが落ちてくる。

　仰あお向むけにひっくり返ったまま、力なく手足を蠢うごめかせる怪かい物ぶつ。

　今ので……決まった……

『モーラ……』

　クロームのマスクに内蔵された骨振しん動どうマイクに、俺は呻うめき声をぶつける。

　声さえ出せれば叫さけびたいところだった。

『モーラ、早く……モーラ!!』

　頭の中一いつ杯ぱいに、妄もう想そうの血の味が広がり、輪をかけて渇かつ望ぼうを堪たえがたいものにする。

　もう一秒だって我が慢まんできない。

　俺に……血を……血をッ!!

　冷たく小さな手が俺の肩かたを摑つかみ、項うなじの錠じよう前まえに鍵かぎが差し込まれる音がする。

　無限に思える一いつ瞬しゆんの間。そして……俺の顎あごが縛いましめから解き放たれる。

「ガアァァァッ!!」

　人目憚はばからぬ咆ほう吼こうを上げながら、俺は仰向けに倒たおれた怪物へと跳とびかかる。

　無論、何の用心もしていなかった。もう俺の頭の中には、たったいま仕留めたばかりの獲物の血のことしかなかった。

　だから、瀕ひん死しの筈はずの怪物がやおら飛び起き、俺に背を向けて駆け出したとき、俺の中には驚おどろきも危機感もなく、生き血を飲めないことへの猛もう烈れつな怒いかりしかなかった。

「キキィィ……」

　弱々しい声を立てながら、それでも死に物狂ぐるいの勢いで脱だつ兎との如ごとく逃げ去る怪物。

　逃がすものか……逃がしてたまるかッ!!

　俺の、俺の血をよこせ!!

　背後でモーラが何か叫んだような気もしたが、もう俺には聞こえてさえいなかった。

　血……血……血ィィィッ！

　渇かわくほどに、餓うえるほどに、俺の内側に凶暴な力が滾たぎり、沸わき返る。

　怒りと、欲望。そのふたつだけに塗ぬり込められた俺の思考は、きっと狂きよう犬けんほどの知能も残されていなかったに違ちがいない。

　最後の力を振り絞しぼって逃げようとした怪物だったが、所しよ詮せんは手負い。長続きするはずもない。森を抜ける頃ころには駆ける脚あしももつれ、ついには頽くずおれるようにして道みち端ばたに倒れる。

　その背中に俺は容よう赦しやなく跳びかかり、貪むさぼりつくようにして頸けい動どう脈みやくに牙きばを突き立てた。

　待ちかねていた、甘く芳かんばしい餌え食じき。恍こう惚こつに我を忘れて、俺は吸いつき、啜すすり上げ、喉のどを鳴らして嚥えん下かする。

　ありったけの血を吸い尽つくした後も、俺の昴たかまりは退ひかなかった。

　あんなにも激しく飢うえて、怒り狂ったのは初めてのことだ。まだ腹の底に、持て余し気味の衝しよう動どうが燻くすぶっている。

「……な……何？　何なの？」

「……？」

　か細くうわずった声を聞き留めて、俺は振り向いた。

　こいつぁ……

　若い娘むすめの、堪えられないほどに芳しい芳ほう香こうが欲望をそそる。

　なんてこった。

　こんなに美味うまそうな獲え物ものが、すぐ傍そばにいたっていうのに……

　俺は薄うす汚ぎたないバケモノの血で腹を満たしていたのかよ。

　まぁ、いい。デザートは別腹っていうもんな。

　むしろ飢えてがっついて吸うよりも、存分に喉のど越ごしを味わって、堪たん能のうできるというものだ。

　抜け殻がらも同然になりはててヒクヒクと痙けい攣れんする怪物を突き放してから、俺は新たな獲物をこの手に捕とらえようと、一歩にじり寄る。

「ひ……」

　……その時だった。雑木林の彼方かなたから、鋭するどい叱しつ咤たが轟とどろいたのは。

「……惣太～!!」

　あれは……フリッツの……声？

「……惣太？」

　娘が呟つぶやく。

　懐なつかしい、聞き覚えのある声で。

　惣太……伊藤、惣太……俺の、名前……

「惣太……？　うそ……」

　この声で、幾いく度どとなく呼ばれたことがある。

　小さい頃から、さんざん俺の名を呼んできた……聞き慣れた、この声は……香織？

　香織……なぜ、ここに？

「カ、オ、リ……」

　手を差し伸のべて、声に出して……初めて俺は気がついた。

　歪ゆがんだ声帯から絞り出された、とても自分のものとは思えないしわがれ声。

　そう、俺は……今の俺は、香織の知ってる俺じゃなく、身の毛もよだつ化け物の姿を。

　……香織の目がすぅっと曇くもり、焦しよう点てんを失う。
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　痛みを伴ともなうほどに眩まぶしい光線が、顔面を直ちよく撃げきした。

　惣太は痺しびれるほど冷えた冷水を浴びせられたかのように、意識が醒さめて……彼の中から、夜に侵おかされた部分が退いていく。

「この……馬ば鹿かが！」

　ふと我に返ると、目の前に、ライフルを構えたフリッツが仁に王おう立だちしていた。光はフリッツの構えるカービンの、ごてごて増設された銃じゆう身しん脇わきから発せられている。

「まさかお前、この娘を襲おそう気だったんじゃあるまいな？」

　そう……なのか？　今、香織を……惣太は頭を抱かかえる。どうもハッキリしなかった。

　背後で、身の竦すくむような絶ぜつ叫きようが轟いた。見るとモーラの足元で、とどめを刺さされた怪物が灰になってゆく。

「長居は無用よ。ここは人家に近すぎる」

「でも……」

　なおも呆ぼう然ぜんと立ち尽くす惣太を、フリッツが襟えり首くびを摑んで引っ立てる。

「早く来い！」

「でも、でも……俺……」

　放ほうっておくのか？　あんな所に、気を失った香織を……彼は今いま更さらながらに地面に伏ふした香織が気に掛かかり、近寄ろうとする。

　と、いきなり顎に衝しよう撃げきがきて、惣太の頭の中で星が散った。

　ぐらりと地面が傾かたむいたと思った途と端たん、彼は奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんを感じ……惣太は業ごうを煮にやしたフリッツに殴なぐられ、肩に担かつぎ上げられていた。

　乱暴に揺ゆすられるうちに、段々と意識が遠とお退のいてゆく。

　抵てい抗こうしようにも、変身の解けた脱だつ力りよく感かんの中、そんな意志力が残っているわけがなかった。

「香織……」

　道端に放置された幼なじみを想おもいながら、惣太の思考は闇やみに吞のまれる。
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　演えん壇だんの上の自分に集中する、居並ぶ男たちの視線に、ドクターは生なま唾つばを吞のみ込む。

　今日という日は、彼女……諸井霧江にとって一世一代の晴れ舞ぶ台たいだった。

　広い、天てん井じようの高い部屋だ。弧こ状じように両りよう翼よくが広がる横長の前面は、一面ガラス張りになっており、その向こうに一段窪くぼんだ部屋が更さらにしつらえてある。

　アリーナか、大学の講義室を思わせるその真ん中には、しかし、鋼はがね製せいの十じゆう字じ架かのような物がぽつんと置かれているだけだ。

　広大なガラスを背負い、霧江は眼前に並ぶそうそうたる面々に向かい誇ほこらしげに胸を張る。

　人生のすべてを捧ささげて打ち込んだ研究のプレゼンテーション。相手は、各国より寄り集まった重じゆう鎮ちんの〝同志〟たち……イノヴェルチのトップメンバーといっても過言ではない。

　しかも、ここ数日、国内の施し設せつが一方的にハンターの襲しゆう撃げきを受けている。他国のイノヴェルチ・メンバーから、燦月の能力を疑われるのだけは、避さけねばならない。

　手短な辞令の後で、早々に彼女は本題に踏ふみ込んだ。

「吸きゆう血けつ鬼きの生態については、依い然ぜん、科学的な解明は遠いものと言わざるを得ません。それでも、遅ち々ちたる歩みではありますが、断片的な研究は着実に進んでいます。本日、皆みな様さまにご紹しよう介かいするキメラヴァンプ計画もまた、その成果のひとつであります」

　重々しい首しゆ肯こうで先を促うながす客人たち。彼らの、水を打ったような静せい聴ちようの姿勢に、いささか諸井は勇気づけられる。

　今日の主役は、誰だれあろう自分なのだ。すでに彼女の研究は、各国のイノヴェルチの間で注目の的となっている。

「吸血鬼の体機能は、なべて驚きよう嘆たんするものばかりですが……見過ごされがちな特性として、免めん疫えき機能の特異性があります。ご存じの通り吸血鬼は、他の生物の体液を補ほ充じゆうしつつ循じゆん環かん器き系を維い持じしています。ここで特筆すべきは、彼らの免疫機能が、なんら拒きよ絶ぜつ反応を起こさない点です」

　ここで諸井は、いったん言葉をきり、乾かわきかけた唇くちびるを無意識に嘗なめた。

「平たく言うなら、彼らは血液型の差さ違いに拘かかわらず輸血を受けることが可能、ということでしょうか。生化学的な仕組みは依然、謎なぞのままですが、これは彼らの体たい細さい胞ぼうが備え持つ特とく殊しゆな酵こう素その働きによるものです。これを我々は〝Ｖ酵素〟と呼んでいます。

　私の研究チームは、吸血鬼からこのＶ酵素を人工的に引き出し、人体に植えつけ、これまで不可能と思われていた免疫機能の操作を自在に行うことに成功しました」

　控ひかえめながらも賛辞を込めた拍はく手しゆが、聴ちよう衆しゆうから湧わく。

　彼女の開発したＶ酵素をベースとした免疫抑よく制せい剤ざい『ペレシトリン』の成功は、日本でのメインスポンサーである燦月製薬のみならず、各国のイノヴェルチに潤じゆん沢たくな活動資金をもたらしている。

「輸血や臓器移植についての展望は、もはや申し上げるまでもありませんが……Ｖ酵素の真に驚おどろくべき点は、まったく異質な細胞同士を結合させ、機能させる可能性にあります」

　諸井の背後のガラスの一角が埋うめ込まれた液えき晶しよう素子で不ふ透とう明めいになり、様々な動物の特とく徴ちようを併あわせ持った一点の奇き怪かいな獣けものの絵画を表示する。

「ギリシア神話に語られるキメラ……獅し子しと山羊やぎと竜りゆうの頭を持ち、蛇へびの尾おと蝙蝠こうもりの翼つばさを生やした幻げん獣じゆう……このような架か空くうの生命を、いまや我々は人工的に成立させることが出来るのです。

　空を、海を、砂さ漠ばくを制した自然界の王者たち。彼らの翼を、鰓えらを、鉤かぎ爪づめと牙きばを……我々は万物の霊れい長ちようたる魂たましいを備えたこの肉体に受け入れることができるのです」

　諸井の語る展望が、矢や継つぎ早ばやにスクリーンに投とう影えいされる。

　鳥人。獣人。半魚人。

　かつて詩人の悪夢の産物に過ぎなかった幻想世界の住人たちが、培ばい養よう槽そうに眠ねむっているスナップショット。新たなる異形の生命……キメラヴァンプたち。

「唯ゆい一いつの副作用は……Ｖ酵素を受け入れた時点で、その被験体は吸血鬼の特質をすべて継けい承しようしてしまう点です。もっとも、それを忌いむべきことと見なすかどうかは……イノヴェルチの同志諸氏には、問うまでもない質問でしょうが」

　諸井の冗談に、場内から抑おさえた笑いが湧く。

「むしろキメラヴァンプを生体兵器という観点で見た場合、吸血鬼の代たい謝しや能力、不死身に等しい生命力は、圧あつ倒とう的なアドバンテージとして評価できるはずです」

「素す晴ばらしい研究だ。ドクター諸井」

「まことに……」

「ぜひとも君のあげた成果を、この目で拝見したいものだが」

　霧江は紅潮した頰ほおに微笑ほほえみを浮うかべる。

「もちろん。それが本日、皆様をお招きした趣しゆ旨しですからね、Ｖ酵こう素そ抽ちゆう出しゆつの工程を、じかに御ご覧らんに入れます。それでは皆様、研究室のほうを……」

「君の言う、吸血鬼の身体からだから抽出する酵素だが……量産は可能なのかね？」

「残念ながら、人工的な培ばい養ようはすべて失敗に終わっています」

「それはつまり……酵素を得るためには、そのつど吸血鬼の肉体を確保するしかない、と？」

「仰おつしやるところはわかります。吸血鬼はただでさえ稀き少しような存在です。捕ほ獲かくして数を揃そろえるというわけにはいきません」

　頷うなずくイノヴェルチの面々に、ドクター諸井は悪あく魔ま的な微笑みを向けた。

「数が足りないなら、増やせばいい。あらゆる家か畜ちくについて我々が行ってきたことですわ」

「……うむ？」

「我々はヴァンパイアの養よう殖しよくに成功しています」

　居並ぶ一同の間に驚きの声が上がった。窓の向こうの隣りん室しつに明かりが灯ともり、中央部にぽつんと置かれたフレームが煌こう々こうと照らされる。

　それは、機械仕じ掛かけの拘こう束そく具ぐであった。

　虹にじ色いろに輝かがやく長い髪かみを纏まといつかせた、陶とう磁じ器きのように白い肌はだも露あらわな若い女の肢し体たいが、直立させられたまま半ば埋め込まれるように、多数の鈍にぶく光る鋼鉄の鉤にくわえ込まれている。

　突とつ如じよあてられた強い光にピクリとも反応せず、呼吸のための胸の上下さえ定かでない彼女は、無機質な十字架と奇き妙みように調和し、荘そう厳ごんなモニュメントにも見えた。

「君、あの少女は……」

「おそらくは現存する最古の吸血鬼。推定年ねん齢れいは二千歳以上。いわゆる〝ロードヴァンパイア〟です」

「なんと……」

　装置に吊つるされた輝くばかりの裸ら体たいに、男たちは目を奪うばわれる。

「夜や魔まの森の女王〝リァノーン〟……まさか実在していたとは」

「Ｖ酵素は、年を経て強力になったヴァンパイアほど高純度のものを持っています。彼女のそれは想定しうる最高質のものです。彼女の吸血によってヴァンパイア化した犠ぎ牲せい者しやは、純度の点で著いちじるしく劣おとりますが……それでも他の吸血鬼よりはるかに高質のＶ酵素を継承します」

「危険では……ないのかね？」

　恰かつ幅ぷくのいい銀ぎん髪ぱつの紳しん士しが及および腰ごしで尋たずねた。イノヴェルチの一員であれば、ヴァンパイアの脅きよう威いは知りすぎるほどに知っている。

「彼女はここ百年ばかりの期間、心神喪そう失しつ状態にあります。長すぎる寿じゆ命みように倦うんだ吸血鬼が、しばしば陥おちいる状態ですね」

「ふむ……」

　一堂の見守る中で、担たん架かを乗せた自走カートが、照明の中に滑すべり出てきた。

　担架の上には、一人の少年が手て枷かせ足枷で縛しばりつけられている。と、リァノーンが磔はりつけにされていた装置がハム音とともに覚かく醒せいし、項うな垂だれた裸体を高々と吊り上げる。

　すべての装置は自動化されているらしく、室内に他の人間の姿はない。

　高周波の機械音が耳じ朶だを刺し激げきしたのか、苦しげなうめき声をあげて、少年が意識を取り戻もどす。

　ぼんやりと周囲を見回し……彼は自分の置かれた異常な状じよう況きようを認にん識しきしたようだ。

　縛いましめで自由を奪われた自分と、その目の前で機械仕掛けの刑けい具ぐに掲かかげられた少女の裸体。理解を超こえた異様な光景は、彼を恐きよう怖ふの虜とりこにするのに充じゆう分ぶんだった。

　そんな少年を一いつ顧こだにすることなく、リァノーンを吊る機械の刑具は作動音とともに位置を変え、白い裸体を生いけ贄にえに覆おおい被さるような位置へと運び、固定する。

　と、今まで大理石の彫ちよう像ぞうのようだったリァノーンの肉体が微かすかに震ふるえた。

　続いて少女の口にやがて微び妙みような変化が顕あらわれた。熱い吐と息いきに濡ぬれる歯が徐じよ々じよに犬歯を尖とがらせていく。

「拘束具を通して、彼女の脊せき髄ずいから間脳へ、直接、電気信号を与あたえています。捕食本能を刺激するようなものを」

　説明する諸井の口調には、微かに加か虐ぎやくの響ひびきが混じる。

　リァノーンは首を精せい一いつ杯ぱいに伸のばし、目の前に据すえられた少年の首筋に、鼻はな面づらをこすりつけている。

　すでに彼女の吸きゆう血けつ鬼きとしての肉体は、嗅きゆう覚かくで獲え物ものの位置を捉とらえているのだろう。牙はいよいよ長さを増し、弓なりに湾わん曲きよくした先せん端たんからは唾だ液えきが伝い落ちていた。

　待ち受ける運命を本能的に悟さとったのだろう。餌え食じきの少年は、すでに半はん狂きよう乱らんで泣き叫さけんでいる。
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　リァノーンの瞼まぶたが薄うすく開き、そこから血色に濡れ光る目が覗のぞく。

　はなから意思の光のなかったその目は、いま動物的な衝しよう動どうだけを無理矢理に引き出され……まぎれもない肉にく食しよく獣じゆうのものに成り果てていた。

　断だん末まつ魔まの少年の、耳を聾ろうする絶ぜつ叫きようにも拘かかわらず……その首筋にずぶりと牙が食い込む音を、見守る全員が聞き取ったように感じた。

　激痛に見開かれた少年の目が、次し第だいに恍こう惚こつで曇くもっていく。

　そして……ついに少年は白目を剝むき、痙けい攣れんを止めて項垂れた。土つち気け色いろの肌を見るまでもなく、絶命しているのは明らかだった。

　やおらモーターが唸うなりをあげて、餌食を貪むさぼるリァノーンを餌食から強ごう引いんに引き剝はがす。

　その惨むごたらしい殺さつ戮りくの光景にも拘わらず、血と汗あせにまみれ、ぜいぜいと息を荒あらげて痙攣する少女の姿には、えも言われぬ悲痛な痛ましさがあった。

「咬かまれた素体の体組織が変容するまで、おおよそ五分……」

　それまでの凄せい惨さんな光景に何の感かん慨がいもなかったかのように、ドクターは冷然と時計を改める。

　担架に縛しばりつけられたままの少年の骸むくろが……やがてびくりとひとつ身み震ぶるいをして首をもたげる。

　幽ゆう鬼きのように青白い肌と、対照的にギラつく血色の目。呆ほうけたように半開きの口からは、醜みにくい乱らん杭ぐい歯ばがはみ出している。

　すでに彼は骸ではなく、そして人間ですらない……

　だが少年の覚醒にはお構いなしに、自動化されたカートはリァノーンから離はなれると、部屋の奥に据えられた水すい槽そうの上まで移動する。

　まるで投とう棄きされる塵ちりのように、少年ヴァンパイアは担架ごと水槽の中に落とし込まれ、間かん髪ぱつ入れずバルブから大量の溶よう解かい液えきが噴ふん出しゆつし、瞬しゆん時じに水槽を満たす。

　少年の二度目の絶叫は、咬まれたときに輪をかけて凄惨だった。

「ヴァンパイアの生産から解体まで、工程はこのように完全自動化されています」

　泡あわ立だち、波打つ溶解液が静まり、反応が終わると、水槽内の溶液はポンプで残らず吸い上げられ、後にはきれいに洗せん浄じようされた空の担架だけが残されていた。

「この後、回収した溶液から酵こう素そを分ぶん離り抽ちゆう出しゆつします。

　吸血鬼一体から抽出できるＶ酵素は、おおよそ五〇〇ｃｃ。これを一万倍に希き釈しやくし、成分調整を施ほどこしたものが『ペレシトリン』です」

「一万倍……」

「そこまで希釈しても、従来の免めん疫えき抑よく制せい剤ざいとは比ひ較かくにならない効能があるのです。むしろ現場の医師が成分に懸け念ねんを懐いだかない程度に、薬効を抑おさえませんと。

　一方で、標準グレードのキメラヴァンプ一体を合成するには、一・五リットル以上のＶ酵素が必要です、養殖ヴァンパイア三体を消費する計算ですね」

　見学者たちは黙もつ考こうし、その費用対効果に想おもいを馳はせる。

「加工技術の改善によっては、より純度の低いＶ酵素から量産に持ち込むことも可能となるでしょうが……そこが今後の研究課題と言えます」

「ふうむ……」

　それぞれに悪あく魔まの収支計算を巡めぐらせる紳士たちの向こう側で、脱だつ力りよくしたリァノーンの前に、次の餌食を乗せたカートが運ばれてきた。

　無む抵てい抗こうの少女は再びアームに吊り上げられ、定位置へと据えられる……
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　賓ひん客きやくたちとはまた別の観察窓から、紅あか揃ぞろえの鋼はがねを纏まとった吸血鬼の騎き士しは凌りよう辱じよくされるリァノーンの裸体を凝ぎよう視ししていた。

　涙なみだに濡れ、偽いつわりの感覚に歪ゆがみ、あられもなく牙きばを剝き出しながら、それでも姫ひめは美しかった。

　彼女への忠誠に、身も心も捧ささげたギーラッハにとって、それは正視に堪たえない光景だったが……だからこそ尚なおのこと、騎士は目を背そむけることを己おのれに許さなかった。

「姫……」

　屈くつ辱じよくと悔かい恨こんが、炎ほのおのようにその身を炙あぶる。

　だが、彼がいかに自責で自らを苛さいなもうと、いま姫が受けている仕打ちには遠く及およばない。そんな救いようのない絶望と無力感を、彼は己への罰ばつとして科していた。

　従僕として、騎士として、ついに主あるじを守り抜ぬけなかった自分への……罰。

　魂たましいをねじ切られる思いを味わいながら、それを味わうためだけに、彼は必ずリァノーンの拷ごう問もんに立ち会っていた。

「気にくわんか？　ギーラッハ」

　揶や揄ゆするような背後からの声に、騎士は凍いてついた眼まな差ざしを向ける。

　今の彼の耳には、もっとも忌いまわしく響く声。吸血鬼ナハツェーラー。

　またの名を〝人形使い〟。

　……すべては、この男の甘かん言げんに惑まどわされた結果なのだ。

「貴様は……あのとき貴様は、確かに言ったな。我が姫を守り抜き、夜の眷けん属ぞくの神祖として奉たてまつると」

「ふむ、そうだったかな？」

　ナハツェーラーは騎士の横に並び、笑えみの張はりついた顔でリァノーンの媚び態たいに見入る。

「幾いく千せん年ねんの星せい霜そうを経た夜の女王といえどもな、生いけ贄にえの血なくしては、朽くちるのを待つ石像と変わらん。だが、こうでもしなければ御おん君きみは、もはやご自分で血を吸う意思さえないのだ。いい加減、目を覚ましてはどうかね？　騎士どの。おぬしが尽つくす主の声を、最後に聞いたのはいつのことだ？」

「……」

「それとも、おぬし……眠ねむる姫君の番人を、時の終わりまで務め続けるつもりだったか？」

　ギーラッハは沈ちん黙もくを首しゆ肯こうの代わりとした。

　それで、良かった。

　ねぎらいの言葉も、微笑ほほえみも、彼は必要とはしなかった。

　姫が沈黙の眠りを望むとあらば、側そばに侍はべる騎士に是ぜ非ひはない。全身全ぜん霊れいを捧げて寝しん所じよを護まもる、ただそれだけが本ほん懐かいだった。

　そんなギーラッハの寡か黙もくな抗こう議ぎを、鼻で笑い飛ばすナハツェーラー。

「愚おろかしい。早晩、人間どもに狩かり滅ほろぼされていただろうよ。もはやイノヴェルチの庇ひ護ごなしに、リァノーンを護り抜くことは叶かなわない。妙みような気は起こすなよ」

「……リァノーン様をお護りして六百年、幾いく多たの同族を目にしてきたが、よもや人間に媚こびを売るヴァンパイアが現れるとはな」

「それが時代というものだ。騎士よ」

　ギーラッハの皮肉など意にも介かいさず、ナハツェーラーはうそぶいた。

「今日日、世界の主は神でも悪魔でもなく、悲しいかな、奴やつら人間どもなのだ。産み増やしては群れ集つどうネズミども……もはや海原の果てにも氷河の底にも、連中から逃のがれる場所などありはしない。隠かくれ潜ひそむとするならば、むしろ人間どもの懐ふところなのだよ。人の世にこそ闇やみは絶えないからな」

　下げ司すが……得意満面で長広舌を揮ふるうナハツェーラーに、ギーラッハは胸が悪くなる。下げ賤せんの輩やからに取り入ってまで、権力の夢を見ようとするか？

　所しよ詮せん、こいつは貴族が貴族でなくなった時代の出の者なのだ。気品も威い厳げんも上辺だけ。その正体は保身と享きよう楽らくを追い求めるしか頭にない俗ぞく物ぶつども……

　かように貴族が堕だ落らくしたせいで、歴史は下賤の民たみに塗ぬり替かえられた。

　それを思うたび、やるせない激げき憤ふんに騎士の心は炙あぶられる。

　窓の向こうでは、ふたたび機械仕じ掛かけの凌辱で、強ごう引いんに引き出されたリァノーンの獣じゆう性せいが、新たな生贄を顎あごにかけている。

「かような冒ぼう瀆とくが許されると……貴様、本気で思っておるのか？」

　低く殺したギーラッハの声を、鼻で笑い飛ばすナハツェーラー。やはりこいつは、侮あなどっているのだ。リァノーンの肉体を、ただの抜け殻がらとしか思っていない。

　だが、あり得ない。

　彼の愛する姫君に、魂のなかろうはずが。

　ギーラッハはふたたび、機械の腕うでのなすがままに弄もてあそばれるリァノーンへと視線を注ぐ。

　現にほんの数日前……確かに彼女は、彼女自身の意思でもって、褥しとねより立ち上がったではないか。

　なぜ、その場に立ち会えなかったのか？　それを思うたび騎士の心は激しく騒さわぐ。

　百年に亘わたり待ち続けた姫の復活が、よりによって……たった一夜、彼が目を離した隙すきに。

　皮肉なほどに酷ひどい運命に、ギーラッハは歯は嚙がみする。

　あのとき、傍そばに侍はべっていれば。瞳ひとみを開けた彼女の手を、この手で導き、支えていれば……
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〝……アルガ……〟

　遠いような、近いような、どこか意識の外側から声がする。

〝……アルガ……〟

　意味の取れない囁ささやき声。なぜか、たまらなく寂さびしくて哀かなしい声音。

　そして、俺を見下ろす、白く輝かがやくような顔。

　仰あお向むきに横たわる俺のすぐ脇わきに、彼女は座り込み、俺の顔を見下ろしている。

　ぞっとするほどに美しく、それでいて霞かすみのように儚はかなげで……美しい顔を曇くもらせているのは、悲しみだろうか、哀あわれみだろうか。

　見つめているだけで心を囚とらわれてしまうほど、彼女は美しすぎるのに、何がその顔を曇らせるのだろう？

「……答えて、アルガ……」

　唇くちびるが、ゆっくりと動き、言葉を紡つむぐ。

　そうだ、先刻から聞こえている声、これは彼女の声だ。

　ぼやけていた意識のフォーカスがすぅっと合わさるように、さっきから俺に呼びかけていた声と、眼前の彼女とが、そこでようやく合がつ致ちした。

　これが、リァノーンの声……

「お願い。答えてください……貴方あなたは、本当に……アルガなのですか？」




　いつもの学校、いつもの昼休み。

　惣太は夢から醒さめ、食堂へ向かっていた。日増しにリァノーンが近づいてくるのがわかる。しかし決定打にはほど遠かった。

　それにしても、彼にはどうにも、モーラの語るリァノーンと、夢に出てくる彼女の像とが咬かみ合わない。

　ロードヴァンパイア、最強最古の吸きゆう血けつ鬼き……本当に、あの子が？

　今日は香織が寝ね坊ぼうしたとかで、香織も惣太も弁当は無しだ。いつも学食の弥沙子も含ふくめ、三人で連れ立って行くこととなった。

「しかし、どうした、香織？　夜よ更ふかしでもしたか？」

「それがさぁ……ゆうべはね、夜中までずーっと警察にいたのよ」

　……警察……惣太は内心の動どう揺ようを誤ご魔ま化かすために、わざと大おお仰ぎように驚おどろいて見せる。

「警察に、何でお前が？」

「あ、言っとくけどね、別にあたしが何かしたわけじゃないのよ！」

「……ああ、うん」

　香織の弁解じみた口調に、惣太は別の意味でぎくりとする。うまくない。確かに普ふ段だんの自分なら、その程度の軽口は間ま違ちがいなく突つっ込んでいる。

「痴ち漢かんにでも襲おそわれたのか？」

　しかし、意識をして〝普通の会話〟をするというのは、惣太にとってこれはこれでかなり難しかった。

「う～ん、そういうわけじゃ、なくて……レンタルビデオ返しに行った帰りにね、自転車がパンクしちゃって。で、押して帰ってたら、その……」

　香織はいったん言葉を切り、考え込むように宙を仰あおいだ。

「……帰りに、どうかしたのか？」

　訊きくまでも、ない。余さず知っているのだから。

　ただひとつ惣太が気がかりなのは、香織があの体験を、どのように受け止めているのかだけだ。

「ん～……まぁともかく、あたし途と中ちゆうで倒たおれちゃったみたいなのよね。貧ひん血けつだか何なんだかで……それを通りすがりの人が通報したらしくて……まぁその人も薄はく情じように、通報だけしてどっか行っちゃったんだけど」

「おかげでそれから、パトカーには乗るわ病院には連れて行かれるわ……なんであんな大おお騒さわぎになったんだか」

　……憶おぼえて、いない？　そんなことがあるのだろうか？　ショックで記き憶おくが飛んだのだろうか？

　いや、そうではないだろう。惣太は都合の良い考えを追い払はらった。

　気絶した顚てん末まつについて語るときの、あの妙な歯切れの悪さ。香織自身、釈しやく然ぜんとしていないのは、惣太の目にも見ていてわかる。

　きっと香織は……憶えていないわけではない。だが信じていないのだ。

「……それはそうと、なぁ、香織」

「ん？」

「先に行っててくれるか？　俺はちょっと……」

　惣太はちらりと、弥沙子を一いち瞥べつする。

「弥沙子さんと、話があるから」

　惣太はさっきからずっと、彼と香織に少し遅おくれて、後からついてくる弥沙子の、いやに沈しずんだ表情も気になっていた。

「……」

　さっきから、弥沙子もまた惣太を意識していたんだろう。

　急に話を振られても、べつだん驚くこともなく、ただ無言で目を伏ふせていた。

「……あ、そう」

　簡単に頷うなずく香織。部活の件だと察したのだろう。

　調子が軽いのは、せいぜいが、連日の不参加に詫わびを入れる程度の用件と思っているからだ。まさか惣太が脱だつ落らく宣言をするつもりでいるとは、想像だにしていない。

　だが一方で……惣太は弥沙子の必要以上に沈んだ表情が気になった。

　弥沙子は、予期しているんだろうか？




　香織と別れ、食堂へ続く人波から抜ぬけ出す。弥沙子は何も喋しやべらない。死し刑けい宣告を受けたように、とぼとぼと惣太の後をついてきた。

　渡り廊ろう下かをよぎり、体育館脇の自じ販はん機きが並ぶ一角へたどり着く。

　ここなら、邪じや魔まは入らない。今の時間は、二人きりだった。

　惣太は、ともすれば逃にげ出したくなる気持ちを、どうにか奮い起こす。

「ライブの練習のことなんだけどさ……」

「はい」

　最小限の返事が、すぐに返ってきた。惣太は弥沙子の思ったよりも硬かたい態度にたじろぐ。

　うまく言い繕つくろう方法を探したが、ひとつも思いつかなかった。

「俺……しばらく練習には、出られない」

　結局、他ほかに選ぶ言葉も見つけられず、惣太はただ端たん的てきに事実を言うほかなかった。

「いまこの時期に練習を休むのがどういうことかは、わかってる。でも俺、他にどうしようもないんだ。わけあって……」

「あの……それは、身体からだの具合とかじゃなくて……」

　珍めずらしく弥沙子が他人の話を遮さえぎるように質問を返した。

　だが、今日まで企き画かくを引っ張ってきた自分自身が真っ先にリタイアする、その責任だけに気をとられていた惣太は、弥沙子が訊きたかったことを完全に誤解した。

「ああ」

　だから、惣太は短くきっぱりと肯こう定ていした。

　弥沙子は軽く息を吐はき出し、ゆっくりと俯うつむく。

　彼女はもう、惣太の前にいるだけで辛つらかった。

「先週末から俺、他でぜんぜん別のトラブルを抱かかえちまって……それが俺には……死ぬか生きるかの、命いのち懸がけの問題なんだ」

　惣太は弥沙子に対して、話せる限りの、偽いつわりない言葉を選んで並べてみるが、自分自身の説明の要領の得なさに途と方ほうに暮れる。話し続けながらも、とても納なつ得とくしてもらえるとは思っていない。

「……」

　しかし、そもそも、その時の弥沙子は、惣太の声がまったく聞こえていなかった。

　弥沙子は是ぜも非もなく俯いたまま、惣太に質ただそうともしなかった。

　惣太の言い訳がプチンと途と切ぎれ、二人の間に重苦しい沈ちん黙もくが間を開ける。

「私と……その……私たちとライブの練習をするのが、トラブルの原因になったんですか？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　突とつ然ぜんの予想外の質問に、慌あわてた惣太は、肯定とも否定ともつかない煮にえ切らない返事を返してしまった。

　しかし、弥沙子は意外なほど納得して、その言葉を受け取った。

　それが惣太の頭の片かた隅すみに引っかかる。が、それを落ち着いて問い質せるだけの余よ裕ゆうが今の惣太には無かった。言わずもがなの台詞せりふを、慌てて繫つなげるだけだ。

「謝ってすむことじゃないし、見み損そこなわれても仕方ないと思う。でも今、俺は……」

「いいんです」

　哀かなしくなるほど醒さめた声で、弥沙子は惣太を遮った。

「命懸けだって、そんなふうに思えること、私にもありますし……仕方ないです。香織さんのところに、行ってあげてください。彼女、待ってます」

「あ、ああ」

　弥沙子はかぶりを振ふって、惣太に背を向けた。

　最後まで怒おこることも、詰なじることもなく……だがそれでも、もう弥沙子の背中ははっきりと拒きよ絶ぜつを示していた。
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　とぼとぼと去っていく惣太の後ろ姿を、弥沙子はずっと立ち尽つくしたまま見守っていた。

　部活に熱を入れすぎた惣太の行動、きっとそれが香織との関係に亀き裂れつを入れかかっていたのだろう。ありそうな話だと思った。

　ここ数週間、傍はた目めにも度を超こしたほどに、惣太は部活動に熱を入れていたし、持てる時間のほとんどをそれに費ついやしていた。

　そうして香織との仲が疎おろそかになり、とうとう体調まで崩くずすようになった。

　香織がそれに不満を懐くのは……互たがいに認めあった恋こい仲なかなら、きっとそれは当然の心理なんだろう。弥沙子の中で、恐おそろしいほどの勢いで、想像がその色しき彩さいをより鮮あざやかに、より確固たるものに変わっていく。

　命懸け……そんなにも強く想おもうほどの関係にどうして自分ごときが割り込むことができようか。

〝見損なわれても、仕方ない……〟惣太の言葉が頭の中に響ひびき渡わたる。

　私に恨うらまれようと、軽けい蔑べつされようと、一向に構わないというのか？　彼は。

　何を今さら……そう弥沙子は自じ嘲ちようする。

　当たり前に、わかりきっていたことじゃないか。自分は彼の眼中にない。自分なんて彼にとっては、その程度の存在なのだ。

　馬ば鹿かみたいだった。自分は今日まで一いつ生しよう懸けん命めい、なにをやっていたんだろう？

　今回のバンドの件、今にして思えば、惣太にとっては気き紛まぐれな思いつきだったのかもしれない。他に優先する事こと柄がらがあれば、さっさと諦あきらめてしまえるくらい、取るに足らないことだったのかもしれない。

　だが弥沙子にとっては、違ちがった。

　彼に認めてもらいたかった。

　彼が誉ほめてくれる、その笑え顔がおを見るためだけに、弥沙子はがむしゃらになってバンドに打ち込んできた。

　しかし、彼を責めることは出来ない。

　弥沙子の努力が水の泡あわになったとしても、それは勝手な思い込みに囚とらわれていた自分が悪いのだ。

　だがせめて……ひとこと言いたかった。

　この数週間、自分がどれだけ一生懸命だったか、せめて理解してほしかった。

　そうでなければ、あまりにも報むくわれない。これからもずっと後こう悔かいするだろうと、そう思って、意を決して彼女は惣太の前に立ったのだ。

　なのに、弥沙子は、土ど壇たん場ばで、またしても言葉に詰つまってしまった。

　香織の許もとへと去っていく惣太を見送りながら、なにひとつ言えなかった自分。意い気く地じのない自分が腹立たしかった。

　どうして私は、こうなんだ？

　こんな惨みじめな自分を、一生、変えることはできないのか？




「振られちゃいましたね。センパイ」

「!!」

　背後から不意をつくようにかけられた言葉に、弥沙子は目を剝むいて振り返った。

　……鏡子だった。

　いつもと同じ、明るい笑顔。弥沙子の心情などお構いなしに。

　その朗らかさが弥沙子には苛いら立だたしく、またそれに苛立つ自分がますます惨めに思えた。

「……ごめん、鏡子さん……ちょっと……一人にしておいて……」

「弱虫」

　笑顔はそのまま、声音に残ざん酷こくなほどの嘲あざけりを乗せて、鏡子がはっきりと言い放つ。

　容よう赦しやなく突つき刺ささる言葉に、弥沙子の心が凍こおる。

「なぁんだ、ちゃんと恐こわい顔できるじゃないですか。惣太センパイの前でも、そのぐらい怒って見せれば良かったんですよ」

「鏡子さん、あなた……」

　声を震ふるわす弥沙子を前に、なぜか唐とう突とつに態度を軟なん化かさせる鏡子。

「ごめんなさい、センパイ。でも私、放ほうっておけなくて」

「……」

　弥沙子は、もう、反応のしようがなく棒立ちになってしまう。

　まるで掌てのひらを返すように詫わびる鏡子の、真意は弥沙子にはわからなかったが、それでも悪意ではなかったろうと解かい釈しやくすることは辛かろうじてできた。

　鏡子の言葉、確かに残酷で乱暴ではあったが……そのおかげで弥沙子が、さっきまで陥おちいっていた出口のない堂どう々どう巡めぐりの自責から抜ぬけ出せたのは確かだった。

「いいの……もう、いいの。少しは、楽になったから」

「またぁ、我が慢まんして貯め込もうとする。駄だ目めですよぉ、そんなんじゃ。こういうときは、パーッと気持ちを晴らさなきゃ」

「…………」

　鏡子の励はげましに応こたえようと、精せい一いつ杯ぱいの無理をして、弥沙子は強こわ張ばった笑顔を見せる。

「ねぇセンパイ、これからちょっと、私と遊びに行きません？　気分転てん換かんにピッタリの、すごくイイとこ知ってるんです」

　鏡子は、ニッコリと、すこぶる素す敵てきな笑顔をして見せた。
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　いつものように惣太がＫＡＴＡＮＡを飛ばして洋館に赴おもむくと、車回しにあるはずのハマーがない。

　どこかに出かけたんだろうか。そう思いつつ惣太が館やかたの中に入ると、モーラだけが残っていた。

「フリッツは？」

「偵てい察さつよ」

　菫すみれ色いろの瞳ひとみだけを一いつ瞬しゆんちらりと惣太に向け、モーラはすぐに膝ひざの上のノートパソコンの操作に戻もどった。

「ひとしきり暴れて、燦月の態勢も変わってきただろうから、あちこち様子を窺うかがいに行ってるわ」

　パチパチと何かを打ち込みながらも、一応は惣太に向けて丁てい寧ねいに説明してくれる。

　モーラも光が苦手なはずだが、液えき晶しようの光は大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？　惣太はそんなくだらないことをついつい考えてしまう。

「じゃぁ、今夜は……」

「襲しゆう撃げきはなし。たまには骨休めしなさい」

　有り難がたいような、焦じらされるような……何ともつかない気持ちに襲おそわれる惣太。

　休息しろと言われても、今の彼には吞のん気きに構えること自体に困こん惑わくしてしまう。

「香織さん、どうだった？」

「大丈夫そうだった。幻げん覚かくか何かと思ってるらしい。鏡子とも、なるべく顔を合わさないようにして帰ってきた。いろいろと鎌かまをかけられたよ。やっぱり疑われてるのかも」

「……」

　キーを叩たたく指がはたと止まった。暗くら闇やみの中でもサラサラと輝かがやくプラチナブロンドが、ゆっくりと持ち上がる。

　モーラは言いかけた言葉を吞のみ込んで、窓の外の夕ゆう闇やみに目を向けた。

「……なんだよ？」

「そろそろ、潮時かもしれない」

　モーラの発音はハッキリとはしていたが、同時に疲つかれているようにも、哀あわれんでいるようにも聞こえた。表情は見えない。

「潮時？」

「これ以上、昼の生活に留とどまるのは……危険だわ」

「……それ、どういう意味だよ？」

「無関係な人たちとは、関係を絶つべきなのよ。取り返しのつかないことになる前に」

　しばらく惣太は、モーラの言葉の意味が吞み込めなかった。

「冗じよう談だん、キツイぜ……」

「日中のあなたの生活は、今はもう、まやかしでしかない。闇やみの眷けん属ぞくと戦う者は、闇の中にしか身の置き場がない。今のあなただって、そう」

　まやかし……昼間の自分がまやかしだと言うなら……ゆうべ香織を襲おうとした惣太こそが、本ほん性しようだということなのか？

　なぜか惣太は猛もう烈れつな怒いかりに囚われた。

「俺は確かに、たまたまあんたたちの手伝いをしているが……これが俺の務めだなんて、これっぽっちも思っちゃいないぞ。仕方ないからやってるんだ。あんたみたいに慣れてるわけでも、フリッツみたいに楽しんでるわけでもない」

　自分の言葉が更さらに自分を煽あおり立てる。言葉を口に昇のぼらせるほど惣太の胸の中の怒りが募つのっていく。

「それでも俺に、あんたたちの同類になれってのか!?　こんな廃はい墟きよに隠かくれ住んで、夜ともなれば銃じゆうやら爆ばく弾だんやら担かつぎ出してわけのわからない連中と殺し合い……そんな生活をしろってのか？」

「そうなってほしくなかったから……あなたには、こんなに深入りしてほしくなかったのよ。私は」

　モーラがゆっくりと惣太のほうに向き直る。惣太の突とつ然ぜんの激げつ昂こうにも、何ら動じた様子はない……いや惣太が言葉を投げつける前から、その瞳には後悔とも悲しみともつかない透とう明めいな何かが漂ただよっていた。

　憑つき物ものが落ちたように、ストンと座り込んでしまう惣太。

　薄うすい灯あかりの中に、ゆっくりとほこりが舞まい落ちる。

　落ち着いて、思い返せば……確かにモーラは最後まで、惣太が戦いに加わることに反対していた。

　惣太はいくぶん落ち着きを取り戻し、ややあってからモーラに訊きいた。

「やっぱり君が言ってた通り、俺はリァノーンの夢を待つだけでいたほうが良かったって……そう言うのか？」

「わからない」

　にべもなく首を横に振ふるモーラ。

「そうしていれば、燦月をここまで刺し激げきすることもなかったし……あなたに辛つらい決断をさせることもなかった。ただ、あなたが助かる可能性は今以上に低かったわね。確かに」

　惣太は、暗あん鬱うつな気分に囚とらわれる。ベストの手段は最初から無かったのだ。わかっていたつもりだったが、今いま更さらながらショックを受けてしまう。

「あなたの選せん択たくは、間ま違ちがってはいなかった。でも、それがどれだけ辛い選択になるか……私は、事前に知らせておくべきだった」

　惣太は、ゆっくりとモーラの言葉を検証した。

　仮にそれを聞いていたとして、自分の意志は変わっただろうか？

　死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわを、他力本願に任せておけるほど……自分は悠ゆう長ちようでいられたか？

　吸きゆう血けつ鬼きになりたくないというのは揺ゆるぎない事実だ。それを免まぬがれるためなら、やはり、どんなことでもしたように思えた。きっと。

　だがそのために、皆みなとの絆きずなまで断ち切るなんて……

　惣太の脳のう裏りを、いくつもの面おも影かげが過よぎる。自分を心配してくれた香織。裏切ってしまった弥沙子。代わりに犠ぎ牲せいになった鏡子……

「どうしても、駄目なのか？」

「あなたの大切な人たちを、巻き込んでからじゃ遅おそいのよ。手て遅おくれになる前に、決めるべきね」

　それでも、今までの生活を断ち切るのは、躊ちゆう躇ちよされた。惣太にとって、それは、ある意味、自殺にも等しいことのようにも思えた。

「……少し、考えさせてほしい」

「そうしなさい。今夜一晩、それで考えるに充じゆう分ぶんな時間とも思えないけれど……ないよりはいい」

　モーラも無む理り強じいはしなかった。そのまま、またパソコンの液晶画面に向き直る。

「……」

　惣太は、スプリングの飛び出たソファーにへたり込んだまま、光の届かない黒い天てん井じようを見上げる。

　今日一日で、随ずい分ぶんといろいろなものを失ったような気がして、酷ひどい疲ひ労ろう感かんに襲われた。




　　　　†




「ねぇ、鏡子さん……いったい、どこに？」

「心配ないですよぅ。もうすぐ着きますから」

　鏡子につき従ううちに、弥沙子の不安は際限なく募っていった。

　そもそも普ふ段だんから弥沙子は、こんな夜の街に立ち寄るようなことは滅めつ多たにない。日中でさえ、その喧かまびすしさに眩暈めまいを感じた弥沙子だったが、宵よいの訪おとずれとともに街が露あらわにしたもう一つの顔は、世間に疎うとい少女にとって、想像を絶した変へん貌ぼうだった。

　闇が細部を覆おおい隠し、自分の足元さえおぼつかないかと思えば、ネオンサインの鮮あざやかな光が、とんでもないところで自己主張を始める。

　遠近感の定かでないその世界は、眼鏡めがねを外した風景に似ている、と弥沙子はぼんやりと感じた。喧けん噪そうで頭がしびれ、更に世界が怪あやしく歪ゆがむ。

　行き交かう人々の目つきも、風体も、弥沙子が当たり前に思っているタイプの人間とは明らかに異なっている。

　こんな場所に、制服で……それを考えただけで身が竦すくんだ。

　確かに、弥沙子や鏡子と同じような制服姿の女学生もいるにはいる。だがそれは化け粧しようといい、アクセサリーといい、弥沙子が校内でもっとも敬遠するタイプの少女たちだ。

　あきらかに、浮ういている。

　見ず知らずの異国の土地に、裸はだかで放ほうり出されたような気分だった。

　だが……その真っ直中を、鏡子はまるで我が家の庭とでも言わんばかりに、悠ゆう々ゆうと進んでいく。

　鏡子は……確かに弥沙子など及およびもつかぬほどに行動的な子ではあったが……それでも普ふ通つうの女の子だった。断じて街で夜遊びをするようなタイプではない。

「センパイ、怖こわがってますね？」

　横に並んだ鏡子が、からかうように流し目をくれる。

「……どこに、向かってるの？」

　問い返す弥沙子の声は、彼女自身にもはっきりわかるほど震ふるえていた。鏡子の言う〝楽しい所〟というのは……いったいどういう場所なのか？

「まだナイショです。着いてからのお楽しみ」

「でも……」

　か細く異を唱える弥沙子に、鏡子は後こう輩はいとは思えないような小こ馬ば鹿かにしきった一いち瞥べつをよこす。

　いや、光の加減でそう見えただけかもしれない。弥沙子はそう思いこもうとした。

「そんなふうにびくびく怯おびえてばっかりで、今までどんなに損してきたかわかります？」

　怯える自分……今の弥沙子にとって、もっとも忌いむべきものだった。

　そんな自分と決別できるなら、弥沙子はどんなことでもやっただろう。鏡子も、その手助けをしてくれている……はずなのだ。

　だが鏡子は、さらに裏通りへと踏ふみ込んでいく。まるで弥沙子の勇気を試ためすかのように。




　今や二人は、街の賑にぎわいの裏側にいた。

「着きましたよ。センパイ」

　鏡子が立ち止まったのは、錆さびの浮いた重い鉄製のドアの前だった。

　どこかの建物の裏口……なんだろうか？　これだけ裏通りをうろついた後では、場所の見当などつきもしない。

　鏡子が、慣れた様子で、扉とびらを引き開ける。

　重い軋きしみをたてて開いたドアの隙すき間まから、かすかに漏もれ出てきた荒あら々あらしい旋せん律りつ。

　この曲？　……聴きき覚えのあるメロディに、ふと弥沙子は眉まゆをひそめる。

　扉の奥は、一直線に地下へと続く階段だった。臆おくすることなく鏡子は中に入っていく。

　弥沙子も慌あわてて続いたものの、照明もない階段では足元がおぼつかず、鏡子に遅おくれまいとする弥沙子には、考えている暇ひまも与あたえられなかった。

　階段を下りた先は短い廊ろう下かになっており、その突つき当たりに二人の男が、無言のまま腕うで組ぐみをして壁かべに凭もたれている。

　いびつなほどに盛り上がった筋肉に、痛々しいほどに彫ほり込まれた入いれ墨ずみ。己おのれの暴力性を堂々と誇こ示じし、それを振るうことに何の躊躇もない、言葉に出さずとも容姿だけでそう主張しているかのような男たち。

　弥沙子からしてみれば近寄るだけでも願い下げだったが、そんな二人に、鏡子は何の遠えん慮りよもなく歩み寄ると、まるで旧知であるかのように首しゆ肯こうを交かわしあう。

　男たちは左右に退しりぞいて、背後にあった扉へと道を開けた。

「さ、こっちですよ。センパイ」

　恐おそる恐る、男たちを窺うかがいながら、弥沙子は鏡子の横に並ぶ。

　扉を護まもっていた男たちは、鋼のように表情のない目で、黙もく然ねんと弥沙子を見返してくる。

　鏡子は重い防音扉を肩かたで押して開け……そして怒ど濤とうの音おん響きようが、弥沙子の総身を打ちのめした。

「こーいう曲って、嫌きらいでしたかぁ？」

　アンプ・スピーカーの大だい音おん声じように負けじと叫さけぶ鏡子の声が、まるで耳元で囁ささやいているようにしか聞こえない。

　奥まで見み渡わたせないとはいえ、決して狭せまくはないホールを、肩が触ふれ合うほどに埋うめ尽つくした人の群れ……幾いく人にんとも知れぬその群衆が、我を忘れたかのように熱ねつ狂きようし、怒濤の旋律に身を委ゆだねている。




『切り刻め、切り刻め、太古の悪が呼んでいる』

『捧ささげるんだ、お前の神に、血まみれの生いけ贄にえを』




「……これ……」

　英詩だが、弥沙子には何の不自由もない。

　この歌詞を、もう何度繰くり返し聴いたことか。




『魔ま女じよを吊つるせ、魔女を吊るせ、お前の隣となりに魔女がいる』

『串くし刺ざしにしろ、腹をかっ捌さばけ、聖なる父の名の許もとに』




　──ＴＥＰＥＳの代表曲『魔女の鉄てつ槌つい』!!

　……だが、この凄すさまじい歌唱力は？

　完かん璧ぺきなコピー、などという生やさしいものではなかった。その迫はく力りよく、表現力……もはやアルバムに収録された元曲を凌しのいでいるのが、弥沙子には、はっきりとわかった。

　そして、ステージ上のアーティストを凝ぎよう視しし……弥沙子は今度こそ本当の驚きよう愕がくを味わった。

「……噓うそ……」

　黒い革かわ製せいのボンテージに身を包み、エレキギターをかき鳴らしながら、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを激しく揺ゆすってマイクに歌唱を叩たたきつけているのは、アルバムジャケットの顔写真そのままの美び貌ぼうだった。

　ＴＥＰＥＳのギタリスト、ジグムンド・ウピエル……

　伝説のロックスターが、いま弥沙子の眼前で壇だん上じように立っている。

　ヴィデオクリップそのままの、神かみ業わざのごときギタープレイ。超ちよう低音から金切り声のシャウトまで、奈な落らくから天上へと突き上げるように朗々と歌い上げる。

　コピーなんてものではなかった。アルバムより凄すごくて当然だった。本物の生演奏だったのだ。

　だが、おかしい。こんなこと、あり得るはずがない。弥沙子は混乱する。ウピエルが謎なぞの失しつ踪そうを遂とげたのは、もう三十年近く昔の話だ。
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　仮に彼が生きていたとしても、五十歳を超こえているはずだった。

　だが今ステージで熱唱しているのは、どう見ても最盛期の……七〇年代そのままのウピエルなのだ。




『永遠の生命いのち、久く遠おんのパワー、太古の神の墓標を暴あばけ』

『おまえは血に飢うえた十字軍、悪あく魔まの使徒を狩かり立てろ』




　ライブは今が絶頂だった。

　轟とどろき渡わたる大音声は、もはや耳で聴きく音ではない。

　破は裂れつする音響は、弥沙子の骨を鳴らし、臓ぞう腑ふを揺すぶり、身体からだの芯しんをかき乱した。

　これが、ライブ……弥沙子は驚愕に身がとろけそうだった。自室に引きこもってスピーカーから聴いていた細い旋律など、まるで問題にならない。

「暴けェ！　魔女を暴けェェッ!!」

　コーラスを引き受けて、観客が一いつ斉せいに絶ぜつ叫きようを放つ。

　一人の奏者の情熱が、客席に居並ぶ全員の本能的衝しよう動どうを触しよく発はつし、一人一人の昂たかぶりがさらに共鳴して勢いを増す。

　ひとつの膨ぼう大だいな狂きよう気きのうねりが、ライブハウスを席せつ巻けんしていた。

　これが、本物……その熱気に当てられて、弥沙子はすでに一種の譫せん妄ぼう状態に陥おちいっていた。

　ステージの上に神の如ごとく君臨するウピエルに導かれ、猛たける群衆はさらなる恍こう惚こつの荒あら海うみへと昇のぼりつめていく。

　音が、叫びが、巨きよ大だいな挽ひき臼うすのように弥沙子の思考を挽き砕くだいていく。

　その勢いに圧あつ倒とうされるまま、弥沙子はもう何も考えられなくなっていた。

　今日まで自分は、何を見て、何を聴いて、何を思って生きてきたのか？

　信じてきた常識も、守ってきた信条も、この鮮せん烈れつな音の世界の前では、何もかもが意味を失う。

　熱い。息苦しい。この、頭の痺しびれるような甘い臭しゆう気きは何だろう？

　ここの空気は、おかしい……

　視界の隅すみで、何かがはためいた。

　梅論の制服が、嵐あらしに吹ふきさらわれた旗のように、ふわりと宙に飛んで消える。

「暴けェ！　魔女を暴けェ!!」

　鏡子だった。金切り声で絶叫しながら、彼女は引きむしるように着衣を剝はいで、脱ぬぎ捨てていく。

　目を剝むくような光景に、だが弥沙子は反応できなかった。

　驚おどろくことも、畏おそれることもなく……そもそも理解さえできていなかった。

　ここで鏡子が裸はだかになることの、どこがどう異常なのか……それを判断する理性さえ、すでに弥沙子は奪うばわれていた。

　弥沙子はただ呆ぼう然ぜんと見守っていた。

　あれがきっと、当然なんだろう……そんな常じよう軌きを逸いつした認にん識しきが、いつしか弥沙子の胸に根を下ろしていた。

　魔女は、女は、男たちに暴かれ、裁かれ、そして串くし刺ざしに貫つらぬかれる。

　それが掟おきてだ。必然だ。

　いったい何が不思議なのだ？

　幾いく本ほんものいかつい腕うでが、弥沙子をも捕とらえ、自由を奪う。

　周囲の男たちに衣服を破かれ、むしり取られていきながら、それでも弥沙子は抵てい抗こうの意思さえ持てなかった。

　何となく、嫌いやだな、と頭の隅で思いはしたが、だからといって、どうして逆らうことができようか？

　彼女もまた魔女なのだ。だから男に裁かれなくてはならない……ふっと、醒さめた意識の一片が脳のう裏りを過よぎる。

　どこか遠くに置き忘れてしまった面おも影かげを……なぜか、切ないほどに懐なつかしく思い出す。

　だが、それが誰だれだか思い出すより先に……




　いつの間にステージを降りたのか、弥沙子の目の前に、ウピエルその人がいた。

　赤く血の色に輝かがやく双そう眸ぼう。尖とがった犬歯。青白い肌はだ。

　彼は人間ではなかった。

　……当然ではないか。

　彼は神だ。

　伝説だ。

　私はその前に差し出されるのだ。猛れる荒あら神がみへの生いけ贄にえとして。

　首筋に浴びせられる吐と息いきに、弥沙子ははっきりと、主あるじの欲望を感じ取った。

　これから私は、主の一部に、永遠の僕しもべになる。

　そう、私は変わる。

　悲しいことも、嫌なことも、何もかも忘れ果てて……

　新たな主人の尖った牙きばが、弥沙子の首に突つき立てられ……

　その鋭するどい痛みの直前に、身体の中心から迸ほとばしり出た快楽の波は濤とうが、弥沙子の脳裏を焼き尽つくした。

　人間として味わう、最初で最後のエクスタシーにうち震ふるえながら……少女の意識は、永遠の闇やみの中へと落下していった。
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　こんなふうに漫まん然ぜんと夜を過ごすのは、思えば惣太にとってヴェドゴニアになってから初めてのことだ。

　眠ねむ気けなど欠片かけらもない。昼間とは比ひ較かくにならないほどに、惣太の意識は冴さえ冴ざえと澄すんでいる。

　窓の外には、降り注ぐ雨の音。

　幾いく億おくという雨う滴てきがアスファルトの路面を叩き、家々の屋根を叩く。

　雨あま樋どいを走る流れの音。軒のき先さきから、梢こずえから、滴したたり落ちる雫しずくの音。

　その合間を、轟ごう々ごうと唸うなる風が吹き抜ぬける。

　そんな音色の重なりを、まるで縺もつれた糸を解きほぐすように、ひとつひとつ聞き分け、判別できそうなほどに……彼の神経は醒めて尖っていた。

　自分はもう、夜の生き物なのか？　猫ねこや、梟ふくろうや……夜行性の生き物は、夜をこんなふうに感じ取っているんだろうか？

　いや、考えるだけ意味がない、惣太は、そう、自じ嘲ちよう気味に思い直した。

　自分は……そもそも、生き物ですらないのだ。

　死ぬに死ねない自分。

　仰あお向むけにベッドに寝ね転ころがり、天てん井じように視線をさまよわせながら、惣太はさっきのモーラの話を反はん芻すうしていた。

〝大切な人たちを、巻き込んでからじゃ遅おそいのよ〟

　その通りだとは……思う。

　彼女の言う、〝関係を絶つ〟というのは……理由も知らさず、行き先も告げず、姿を消す、ということだろう。

　この一件に無関係な人たち……つまり、事が始まるまでに惣そう太たと関かかわりのあった、すべての人たち。

　香織がそうであり、弥沙子がそうであり、いま仙せん台だいにいる家族がそうであり……そこには、彼の知るすべての人が含ふくまれる。

　もちろん、ほんの一時だけのことだ。

　解決がついた後には、すべてが元通りになるだろう。

　燦月製薬に巣食うイノヴェルチを倒たおし人間の身体からだに戻もどる。そのために惣太は今日まで戦ってきた。

　だが……待ち受けている結末が、惣太の望んだ通りのものとは、また、限らないのだ。

　最悪の場合、吸きゆう血けつ鬼きに成り果てて……そのときは、きっとフリッツたちに〝処分〟されることになるのだろう。そうなれば……ひとたび別れを告げた人たちの許もとへは、帰ることも叶かなわない。

　決着がつくまでの間、しばしの別れを告げるというのなら、それは同時に、今こん生じようの別れになるかもしれない可能性だって孕はらんでいるのだ。

　仮に……モーラの忠言に従って、早々に姿をくらましたとする。そう、たとえば今夜のうちに。

　明日の朝、迎むかえに来た香織は惣太の不在に気づき……そして明後日あさつても、明々後日しあさつても戻らぬ彼を訝いぶかって、おまけに心配までしてくれるかもしれない。

　だがいつか、無事に戻った日には、きっと香織は火がついたように怒おこって、惣太はさんざん詫わびる羽目になる。根も葉もない噓うそをでっちあげて、言い訳をしなければならなくなる。

　それはそれで、構わないと思った。香織に噓をつくのは……特にこんなことで噓をつくのは、昔から彼は苦手だった。と言うより、彼女をだますのはいけないことだと自然に感じていた。

　しかし、それすら、今はいとわない。

　ここに戻って、もう一度香織の顔を見られるのなら。戻って、香織と今まで通り会えるのなら、それ以外のことはどんなことでも些さ細さいなことに思えた。

　しかし、逆に、戻れなかったときは？

　きっと自分はこの世にない。

　香織どころか、もう二度と、誰とも会うことはない。

　昨日も、一昨日も、命を落としていたかもしれないんだし、それは明日からも同じことだろう。自分はいつ、香織と会えなくなったとしてもおかしくないのだ。

　なのに何故、今すぐ決断することができないのか？

　それは……一夜の修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ければ、明日もまた会えると、そう思って今日の香織と別れたからだ。

　これが見納めになるかもしれない、そう思ってもう一度、振ふり返ることをしなかった……それが未練なのだ。今の惣太には。

　もういちど香織と会えば、すべて諦あきらめがつくわけではない。

　これが見納めかもしれないと思えば、きっと取り乱すだろうし、そう簡単に腹を括くくれるとも思えない。

　だからといって……腹を括るチャンスさえ逸いつしたまま、今ここで決断を強いられるのも……

「……？」

　ふと惣太は、奇き妙みようなものに目を留めた。

　雨降りだというのに、遠い雲の切れ間から幻まぼろしのように差し込む青く淡あわい月明かりが、カーテンに落とした影かげ法ぼう師し。

　ベランダに、誰かが立っている。

　驚おどろきのあまり惣太は跳はね起きた。

　どうして、気づかなかった？

　雨の音、夜風の音……惣太は今まで、周囲の夜の気配ことごとくを受け止めていたはずだ。

「……誰だ？」

　惣太はカーテンの外に誰すい何かする。

「惣太さん？」

　……すると、人ひと影かげは意外なほどあっさり返事を返した。

　知らぬ声ではない。もう幾いく度どとなく学校で聞いている馴な染じみの呼び声だった。

「……弥沙子さん？」

　惣太は更さらに動どう揺ようした。どういうことだ？　こんな夜よ更ふけに、いったいどうして弥沙子が、ここに？

「ね、開けてくれない？」

　甘く懇こん願がんするような声で、弥沙子はサッシをこつこつと叩たたく。

「ど、ど、どうして……そんな所に!?」

「急に……会いたくなっちゃった」

　クスクスと艶つやっぽく笑う声が、雨音の中から届く。

　惣太はベッドの上で金かな縛しばりにあったように動けなくなっていた。

　おかしかった。どう考えてもおかしかった。弥沙子がここにいるわけが……ない。

　本当に……本当に弥沙子なら、こんな真夜中、それも雨の降る中を、ただベランダに立たせておくわけにはいかないが……だからといって安直に開けるのも憚はばかられる。

　部屋の中に入れていいのか？　そこに居るはずもない〝弥沙子〟を？　惣太は逡しゆん巡じゆんに固まったまま、淡たん々たんと続くノックの音を聞いていた。

　……そのまま、何分が過ぎただろうか。何の前まえ触ぶれもなく、ガラスの破は砕さい音おんが静せい寂じやくを破った。

　吹ふき込んだ夜風を孕んで、カーテンが室内に向かって膨ふくれ上がる。割れた窓から、雨に濡ぬれた白い手が……白すぎるほどの手が差し入れられ、サッシの鍵かぎを外す。

　からからとサッシの滑すべり開く音が、奇妙なほど乾かわいて惣太の耳に届いた。

「なんで……開けてくれないのよ？」

　猫ねこ撫なで声ごえで、拗すねたようにしなを作りながら、弥沙子の声をしたモノが言う。

「お前は……」

　ゴゥッと、ひときわ強い風が吹き込み、カーテンの帳とばりを吹き飛ばすようにして左右に割った。

　明るすぎるほどの月明かりを背に受けて、〝それ〟がベランダから部屋に踏ふみ込んでくる。

「弥沙子だって、言ったでしょ？」

　惣太は自分の正気を疑う。悪い夢でも見ているのだろうか？

　肌はだも露あらわな紅あかい革かわ製せいのビザールにくるまれた肢し体たいを、ゆらりゆらりとくねらせている物体は、確かに、弥沙子の形をしていた。

　しかし……しかし、眼鏡めがねを外した双そう眸ぼうの、異常なほどに赤い輝かがやき。それとは裏腹に赤みの退ひいた、ぬくもりの失うせた青白い肌。

「ねぇ見て、ほら……わたし、こんなにキレイになったんだよ」

　惣太の凝ぎよう視しに応こたえるように、弥沙子は肩かたをくねらせる。

「もうわたしは老ふけることも、傷つくこともない。でもね……ほら、最初の傷が消えないの」

　そう言って彼女は革のチョーカーを下にずらし、首筋についた咬かみ痕あとを惣太に示した……惣太のそれと同じ、ちょうど頸けい動どう脈みやくの上でうじゃけた二つの咬み痕を。
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　絶望の錘おもりが、ずん、と惣太の上にのしかかる。

「誰だれかの血を吸うまでは、この痕は消えないんだって……だから、わたし最初の男は惣太くんがいいナ」

「弥沙子……」

　惣太はベッドから立ち上がることもできないまま、尻しりを引きずって後ろに退さがった。

「大だい丈じよう夫ぶ。あまり痛くないように、してあげるから……最初にね、身体中で気持ちよくなっちゃうの。そうしてから咬まれると、ぜんぜん痛くなんかない。むしろもっと気持ちよくなるぐらい。わたしもね、そうしてもらったのよ」

　甘く囁ささやきながら、やおら弥沙子は身を躍おどらせて……次の瞬しゆん間かんには、獲え物ものを組み伏ふせる豹ひようのように、惣太に覆おおい被かぶさっていた。

「や、やめ……」

　狼ろう狽ばいし身を捩よじる惣太を、信じられないほどの力強さで縛いましめる弥沙子の腕うで。

「ウフフ、照れてるの？」

　吸きゆう血けつ鬼きの腕わん力りよく……いかにそれが少女でも、常人が抵てい抗こうできるわけがなかった。

　そんな理ことわりはわかっていても、惣太はしゃにむに暴れ続けた。

　彼は認めたくなかった。

　吸血鬼……あの、弥沙子が……馬ば鹿かな、そんな馬鹿な!!

　力の限りに暴れる惣太を、まるで意に介かいしていないのか、弥沙子は半ばまで剝むき出しになった乳ち房ぶさを惣太の胸むな板いたに押しつけ、張りのある弾だん力りよくが潰つぶれてたわむ様を見せつけようとするかのように、身体からだをしなしなとくねらせる。

「……!!」

　暴れようにも、彼を押さえ込む弥沙子の力は、とても女のものとは思えないほど強い。

　甘い感かん触しよくが硫りゆう酸さんのように、惣太の理性を溶よう解かいさせ、それとともに得体の知れない衝しよう動どうが、奥底から溢あふれ出てくる。

　無意識のうちに必死で抑おさえ込んでいた……何かが……今、縛いましめを解かれて……




　突とつ然ぜん、堰せきを切ったように迸ほとばしる怒いかりの衝動に身を任せ、俺は上に覆い被さっていた女体を、手加減抜ぬきに蹴け飛とばした。

　力ずくで俺を組み伏せていた弥沙子だが、これにはあっさりと部屋の反対側まで吹っ飛ばされた。

　いくら頑がん張ばってみたところで、所しよ詮せんは女の力だ。本気を出した俺には及およぶわけがない。

　苛いら立だちよりも……いまはそれに数倍する解放感が心地ここちいい。

　芳かんばしい夜気を、俺は胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んで満まん喫きつする。

　そうだよ。何で忘れてたんだ？　夜は俺のもんじゃないか。

　今、俺に逆らえるヤツなんていやしない。

　いったいどうしてこの俺が、こんなメス一匹ぴきにビビらなきゃならない？

　弥沙子は俊しゆん敏びんに跳はね起きて、俺を睨ねめつけながら、シュウウウウ……と猛もう禽きん類るいのように喉のどを鳴らして威い嚇かくする。

　こいつ、まるで立場ってモンがわかってない。

　俺は怖おじることなく悠ゆう然ぜんと、唸うなる雌めす猫ねこへと歩を詰つめる。

「下手に出てりゃぁ、随ずい分ぶんと調子に乗ってくれたじゃねぇか。えぇ？　女……」

　メスの分際で……男の俺を食おうとするたぁ、いったいどういう了りよう見けんだ？　思い上がりも甚はなはだしい。こいつは、たっぷりと思い知らせてやらないとな。

　ばっと床ゆかを蹴けって俺に飛びかかる弥沙子。

　だが直線的な動作には芸もひねりもない。俺は右手で牙きばを剝いた女の喉のど笛ぶえを捕とらえ、鷲わし摑づかみにしたまま宙に吊つり上げる。

　こっちが、上手なんだよ……それを思い知らせるために、俺は弥沙子より低く野太い唸りを聞かせながら、彼女のそれよりはるかに鋭するどく大きい牙を、口を開いて見せつけた。

　一いつ瞬しゆん、怒りに燃えていた弥沙子の眼まな差ざしが、怯おびえに竦すくんで眼光を弛たるませる。

　俺はそこに、俺の見慣れた弥沙子を見た。

　かよわく、いつも何かに怯えるように、上うわ目め遣づかいに俺のことを窺うかがって……

「……惣太……」

　すがるようなか細い声が弥沙子の唇くちびるを震ふるわす。

　弥沙子……なんで君が、こんなことに？　俺が一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした刹せつ那な、弥沙子の顔は目を吊り上げた夜や叉しやのごとき表情に変わった。

「……惣太～ッ!!」

　憎ぞう悪おの叫さけびが、俺の想おもいを引き裂さく。

　俺は振ふり払はらうようにして弥沙子を部屋の奥に突つき飛ばし、そのまま後ろも見ないで、ベランダから外へと躍り出た。

　眼下の路面へと飛び降りるつもりが、勢い余って隣りん家かの屋根まで跳ちよう躍やくしてしまった。だが俺は構わずに、力の限り足場を蹴って、さらに隣となりの屋根へと飛び移る。

　身体は羽のように軽く、脚あしは持て余すほどの力が漲みなぎっていた。

　なぜなら、俺は化け物だから。

　もうとっくに人間じゃないのだから。

　俺は吼ほえた。力の限りに。獣けものの咆ほう吼こうが喉から出た。

　涙なみだもなく、嗚お咽えつもなく、ただひとつ吐はき出せる叫び。

　獣には他ほかに声なんてない。悲しくても、心が潰れるほど痛くても、ただ猛たけり狂くるって吼えるしかない。

　頭上に重くのしかかる雨雲も裂けよとばかり、俺は声の嗄かれるまで咆吼した。伸のび上がった犬歯が音おん叉さのように、喉を衝つく叫びにビリビリと共鳴する。

　飛び降りた先の裏路地で、俺は降り注ぐ雨に打たれながら蹲うずくまった。

　さっき思うさまに振るった力の残ざん滓しが、熾おき火びのように身体の芯しんで燃えている。

　そこに意識を向けるたび、脳のう裏りに甦よみがえるのは……艶なまめかしい弥沙子の身体の重み。

　あの白い肉に感じた、ごまかしようのない獣じゆう欲よく……

〝ナゼ、逃にゲタ……？〟

　猛る俺が、泣く俺を糺ただす。

〝ナゼ拒こばンダ？　オマエノ本音ヲ〟

「消えろ……」

　頭の中でがなり立てる声に向かって、俺は口に出して呟つぶやく。

〝思ウサマ姦やレタンダゼ。オマエノ望ミダッタンダゼ。嬲なぶッテ犯おかシテ貪むさぼッテ殺シテ、アリッタケノ血ヲ吸ッテ……〟

「消えろォッ!!」

　俺は力ちから一いつ杯ぱいに、頭をブロック塀べいに叩たたきつけた。やわなシンダーブロックの塀が、木こっ端ぱ微み塵じんになって半はん壊かいする。

　降りかかる雨が重さを増した。身体の中のどこに溜たまっていたかと思うほどの疲ひ労ろうが、どっと一気に押し寄せる。

　全身の力が抜け、俺は無様に水たまりの中に転がった。

　底なしの脱だつ力りよく感かんと……無力感。

　不意に自分が、とてつもなくちっぽけな存在になった気がした。

　改めて、口元に触さわる。牙は、もうない。

〝あいつ〟は……去ったんだ。

　俺の身体を乗っ取ろうとしていた、あの牙の持ち主は。

〝ナァニ、ホンノ一時ノコトサ……〟

　さんざめく雨音の中で、俺は〝あいつ〟の笑い声を聞いたような気がした。

　弥沙子は、俺の友達だったから……だからあんな姿にされたんだ。奴やつらに。

　何もかも俺のせいなんだ。

　怖こわかっただろうに……痛かっただろうに……なのに……俺は、何をした？

　変わり果てたあの子に、詫わびる代わりに、償つぐなう代わりに……いったい何をしようとした？
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「ウピエル……貴様、どういうつもりだ？」

「いいじゃねぇか」

　好こう々こう爺やたるいつもの仮面はどこへやら。顔面を蒼そう白はくにして放つナハツェーラーの剣けん幕まくも、金きん髪ぱつ紅眼のロックスターは何ど処こ吹ふく風で聞き流す。

「何の関係もない部外者を襲おそって……しかも、よりによって眷けん属ぞくに加えるとは」

「それなりの甲か斐いはあったろ？　おかげで伊藤惣太の化けの皮をまんまと剝はがしてやれたんだぜ？」

「その結果、まんまと取り逃にがしたようだな」

　侮ぶ蔑べつを込めた冷ややかな声で、緋ひ色いろのマントに身をくるんだギーラッハが揶や揄ゆを挿はさむ。

「馬ば鹿かな奴。みすみす網あみに捕らえておきながら……この不始末、どう落とし前をつける気だ？」

　凄すごむナハツェーラーを相手に、小こ馬ば鹿かにしたような失しつ笑しようを返すウピエル。

「あのボウズが隠かくれん坊ぼうをしようってんなら、こっちはいぶり出してやるまでのことさ……ヤツが出てくるまで、片かたっ端ぱしからガールフレンドを食っちまうとかな」

「貴様、気は確かか!?」

　もはや、呆あきれ果てたような調子で反問するナハツェーラー。

「グダグダうるせぇんだよ。老いぼれが」

　しかし、それに対するウピエルの激げつ高こうは、地じ雷らいのように唐とう突とつだった。

「あんたらこそ、耄もう碌ろくしたんじゃねぇのか？　俺たちはヴァンパイアだぞ。犯して、血ィ吸って、嬲って殺す。当然の権利じゃねぇか。それを愉たのしんで何が悪い？」

「それが不死者の本ほん懐かいとでも？」

　流石さすがに見かねたのか、激したウピエルに、詰きつ問もん口調で応じるギーラッハ。

「無限の時を得ておきながら、貴様の性しよう根ねは獣のままか？」

「ケッ……いつもアンタはそうやってスカしてやがるよな。挙げ句がこうして人間どもの飼い犬だ。笑わせてくれるじゃねェか」

「……」

　両者の間で、鬩せめぎ合う殺意が大気を圧おす。

「……!!」

「ええい、やめい」

　さも鬱うつ陶とうしそうに二人を一いつ喝かつするナハツェーラー。珍めずらしくギーラッハが気色ばんだことで、彼自身は冷静さを取り戻もどしていた。

「もう良い。過ぎたことはさておき講じるべきは次の一手だ。起きてしまったことは……やむを得ん」

　今の今まで吸きゆう血けつ鬼き三人の鬼気に当てられ、顔面蒼白なまま固まっていた霧江は、ここでようやく口を挟はさむことに成功した。

「何はともあれ、まずは伊藤惣太を捜さがし出すのが先決です。メディア操作で警察を動かせば少しは」

「効率が悪い。そこまで事を大きくするのも、下策だ」

　ドクターの必死の提案も、ナハツェーラーはあっさり却きやつ下かする。

　となれば、どうするか？　ナハツェーラーは腕うでを組み、しばし黙もつ考こうに耽ふける。

　速すみやかに決着をつけるなら、ここはやはり誘さそい出す手……だとすれば、既すでにその方向で走り出しているウピエルに預けたままにしておくのが、むしろ一番拙せつ速そくではある。

「……ウピエル、今一度、貴様に任す」

　苦く渋じゆうの面相で、〝人形使い〟はそう告げた。

「ただし、あと一人。巻き込むとしてもそれが限度だ。その餌えさで着実に釣つり上げろ」

「……ハン」

　あくまで高圧的に采さい配はいを振るうナハツェーラーに、ウピエルは鼻を鳴らす。

「まぁ、いいさ。次こそ、ヤツが確実に食くらいつく極ごく上じようの餌を使ってやる」
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　乳白色に淡あわく光る霧きり。

　流れ過ぎる霞かすみの中で、立ち並ぶ木々の幹が、けぶって消えては、また現れる。

　眠ねむりの中で、何度も訪おとずれた森の中。

　また、ここか……俺は振ふり向いて、夢の世界の住人と対たい峙じする。

　リァノーン。幻まぼろしのようにけぶる木々を背負い、黙もく然ねんと、だが何かを訴うつたえるような眼まな差ざしで、ただ俺を見つめている。

　そんなリァノーンを前にして、俺は気後れしてしまう。

　彼女の気品、神聖、侵おかしがたい美しさ。にも関わらず、痛切な哀かなしみの表情が、すべてを裏切っている。

　女め神がみのように凜り々りしく、それでいて子供のように弱々しい、その矛む盾じゆんが、俺を畏い怖ふさせるより先にまず当とう惑わくさせる。

　何か、決定的な秘密の言葉を、彼女が期待していることは……何となく察しがついた。

　だがその言葉が何なのか、今の俺にはわからない。

　それでも、無言の視線に促うながされ、俺は恐おそる恐る口を開いた。

「……リァノーン？」

　あるかなしかの首しゆ肯こうが返ってくる。彼女は認めた。

　最古にして最強のロードヴァンパイア、リァノーン。それが他ほかならぬ自分であると。

「君は、いったい……何者なんだ？」

　リァノーンは目を伏ふせる。落らく胆たんを隠かくすかのように。

　きっと俺の言葉は、彼女の期待していたものとは違ちがったのだろう。なぜか俺はわけもなく、うしろめたい気分に囚とらわれた。まるで大切な約束を忘れてしまったかのような、言い訳のつかない罪悪感。

　俺は彼女に、言わなきゃならないことがあるんじゃないのか？

　……馬鹿な。そもそも俺が、彼女の何を知っている？

　彼女は気け怠だるげに腕を掲かかげて、五指を広げた掌てのひらを差し出した。それが俺の問いかけへの答え……らしい。

　わけもわからず、俺も手を伸のばして、そっと彼女の掌に重ねてみる。

　ひやりと冷たく、柔やわらかい手。

　……次の瞬しゆん間かん、めくるめくイメージの奔ほん流りゆうが俺の中にどっと押し寄せてきた。

　時の流れが倍加し、倍々化し、たゆたう霧の動きが急流となって、怒ど濤とうとなって渦うず巻まいて、そして光速を超こえて逆転する。

　早回しの万まん華げ鏡きようのように、俺の眼前に現れては消える無数の景観。

　俺は……戦場に立ち、絢けん爛らんたる宮きゆう殿でんを歩き、風化した城じよう壁へきを見上げ……森を抜ぬけ、砂さ漠ばくを進み、海を渡わたり……ただ、俺とともに立ち尽つくすリァノーンだけが変わらない。

　物もの憂うげな深しん紅く色いろの瞳ひとみは、凝じっと俺を見つめながら、周囲で流る転てんする世界を映し出している。

　彼女の目の中で国が拓ひらけ、王が生まれ、天と地が戦火に燃えた。

　幾いく千せん回かいとなく月は満ちて欠け、幾万回となく潮は満ちて退ひき……押し寄せるイメージの奔流に押し潰つぶされて、俺は言葉を失っていた。

　これが……彼女の見てきたものなのか？

　このすべてが？

　その重みに、圧あつ倒とう的な迫はく力りよくに、耐たえかねて悲鳴を上げるその寸前……怒濤のイメージはぷっつりと途と切ぎれて、真空のような静せい寂じやくが訪れた。

　辺りの景色は、最初と同じ、深い霧の森。

　力ちから尽つきた俺は、ぜいぜいと荒あらい呼吸を繰くり返しながら、露つゆを孕はらんだ草むらに両手両りよう膝ひざをついて踞うずくまっていた。

　……震ふるえが止まらない。

　彼女の記き憶おくの、ほんの断片を、俺は垣かい間ま見みたにすぎないというのに。

　あれが、不死者の二千年……

　あんなにも永く、雄ゆう大だいな、壮そう烈れつな時の流れを受け止めて……

　そんな彼女の存在に比べたら、俺なんて……問題にならないほどちっぽけな、そう、虫けら一匹ぴきほどの重みもない。

「……」

　畏怖に打たれて震える俺を、黙然と見下ろすリァノーンの眼差しは、……だが、なぜかとても寂さびしげで頼たよりない。

　奇き妙みようだった。

　神なのか悪あく魔まなのか、ともかく……そこまで彼女が俺とかけ離はなれた存在だというのなら、なぜああも哀あい切せつな、縋すがるような目で俺を見る？

　俺はいま、人間とは違ちがう……いや、間違いなく人間以上の何者かと向き合っているというのに、彼女はまるで叱しかられた子供のように、弱々しく不安げで、今にも泣き出してしまいそうな……

　俺は何かを期待されているらしい。それは何となくわかる。

　だが……まるで身に覚えがない。

　俺にいったい、何をしろと？

　恐る恐る、まるで俺が霞かすみと消えてしまうのではないかと怯おびえるように、リァノーンはゆっくり身を寄せて俺の胸むな板いたに触ふれ、その手て応ごたえを確かめてから、今度は全身を預けてきた。

　怖こわかった。当然のように怖かった。なにせ相手は……怪かい物ぶつなんだ。

　なのに俺は、逃にげることはおろか、不安を面おもてに出すことさえ憚はばかられた。

　なぜなら彼女は……いったいどういうわけか知らないが……俺よりもずっと不安げで、何かに怯えているように見えたから。

　そんな女の子に縋りつかれて、それでも冷然としていられる男がいるわけがない。

　俺は依い然ぜんとしてわけのわからないままに、ともかくも細い肩かたを抱だきしめる。

　彼女の背中に、びくっと漣さざなみのような震えが走り……そしてリァノーンは、声を殺して泣きはじめた。まるで家に帰り着いた迷子のように。

「アルガ……」

　涙なみだに濡ぬれた、震える声で、彼女がまた聞き覚えのない名を呟つぶやく。

「アルガ……待っていた……ずっと……」

　俺には、返す言葉もない。

　アルガって……俺のことか？
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　朝の訪れを前にして、夜の悪あつ鬼きは地の底の臥ふし所どへと舞まい戻もどる。

　夜の巡めぐり来る限り、そして獲え物ものの絶えない限り、終わることのない飽ほう食しよくの人生の、ひとときの休息の時間。

　ほどなく巡り来る夜に備えてか、ウピエルはギターの調律に余念がない。

　アンプ、ギター、バイク雑誌、白紙の五ご線せん譜ふ。彼の部屋は三さん銃じゆう士しの他ほかの二人と違い、生者であった頃ころの名残なごりを色いろ濃こく残している。

　その横では、主あるじの意に障さわらぬだけの距きよ離りを置いて、弥沙子が居住まいを正している。

　先だって惣そう太を前に見せた自信も奔ほん放ぽうさも、今は微み塵じんも残っていない。

　下僕として、主ウピエルの暴ぼう虐ぎやくの気質は、身を以もつて思い知っていた。不死を手に入れ、夜の眷けん属ぞくに加わったにも拘かかわらず……畏い縮しゆくしたその態度は、かつて人であった頃よりも弱々しい。

「で、何でオマエはここにいる？」

「……ぅ……ぁ……」

　何と答えたら逆げき鱗りんに触れずにすむのか、それさえもわからない恐きよう怖ふ。

　今の弥沙子は地じ雷らい原げんを歩かされているような心境だった。

「伊藤惣太……オマエが自分でいたぶりてェって言うから、出来立てのオマエに任せてやったんだよな。それが何で、オマエ独りがここにいるんだ？」

「ぅ……」

　手入れを終えた楽器を脇わきに置き、ようやくウピエルは下僕のほうへと向き直った。

「言ってみろ弥沙子。オマエは何のために出かけて行った？」

「伊藤惣太を捕つかまえて、ウピエル様に差し出すため……です」

「そうだったよな。ああ、そうだった。で？　なら手ぶらでおめおめ戻って来たのは何のためだ？」

「ぅ……」

　気け怠だるげな動作でウピエルは腕うでを上げ指先で弥沙子を差し招く。

「……」

　恐怖に顔をひきつらせながら、それでも弥沙子の足は弥沙子の意志とは関係なしに、ウピエルの許もとへと進み出る。

「答えられないなら、教えてやろう」

　ウピエルは、優やさしいとさえ言える柔らかい手つきで、弥沙子の震える頰ほおを撫なでさする。

「オマエはお仕置きを受けるために戻ってきたんだ。そうだろう？」

「は……はい……」

「よォし……じゃあ言ってみろ。オマエはいったいどうして欲ほしいんだ？　この俺に」

「ぉ、お、お仕置きを、してください、ウピエル様……

　わわわ私は……弥沙子は、わ、悪い子です。でも、だから、どうか許して……」

「許すかよッ!!」

　やおらウピエルは力任せに弥沙子を殴なぐり飛ばした。

「俺はな、愚ぐ図ずな女は大だい嫌きらいなんだ」

「ひぐっ……ひぅっ！」

　苦痛と恐怖に泣きながら、床ゆかに蹲うずくまる弥沙子。ウピエルは怒ど気きを発散しながら歩み寄り、容よう赦しやなく襟えり首くびを摑つかんで引き起こす。

　泣きじゃくる弥沙子の右目から、どろりとした鮮せん血けつが涙の代わりに滴したたり落ちる。今の一いち撃げきで眼球が潰れたのだ。

「お許しを……お許しを……」

「ぁあん？　息が熱いな、オメェ……」

　眉まゆを吊つり上げ、ウピエルは荒あら々あらしい手つきで弥沙子の股こ間かんに指を割り込ませる。

「はひ、ひぃッ!!」

「目玉潰つぶされて、感じてたのかオマエ？　とんでもねぇ変態だな」

「ぁ……ぅ……」

　締しめ上げられ、言葉になぶられ、弥沙子は苦痛と屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがませる。

「どうするよ？　オマエが感じちまってちゃぁ、お仕置きにならねぇぞ」

　笑いを含ふくんだウピエルの声に、弥沙子は確かに、喜き悦えつの色を聞き取っていた。

　喜んで……くださっている。泣いて、痛がって、赦ゆるしを乞こうている私を……寵ちよう愛あいを受ける下僕としてどう答えるべきか、弥沙子はすぐに理解した。

「も、もっと……もっと酷ひどいこと、してください……弥沙子のこと、もっと、虐いじめてください……」

「こうか？」

　嬉き々きとして声を弾はずませながら、ウピエルは弥沙子の肩を捻ひねって関節を外す。

「あぎぃッ!!」

　予想を上回る仕打ちに、たまらず声を上げる弥沙子。

「ホラ、見てみろ」

　血を流す弥沙子の右瞼まぶたを、ウピエルは強ごう引いんに指先でつまみ上げる。なくなったはずの右目の視界に……朧おぼろな像が形を取る。潰れた眼球は、すでに八割方の再生を終えていた。

「いくら痛めつけたって、今のオマエはあっさりと治っちまう。壊こわれないのはいいんだが、ちょいと面おも白しろ味みに欠けるんだよな」

　唄うたうように語りながら、ウピエルは再び指先で、治りかけの眼球をじわじわと押し潰す。

「ぁ、が、がぁ……」

　いかに再生するとはいえ、痛覚は残っている。痛みは人間と変わらない。

　だが苦痛のあまり気が遠くなるのを、弥沙子は必死で辛しん抱ぼうした。せっかくウピエルが楽しんでいるところで気絶などしようものなら、今度こそ彼は許してくれないだろう。

「いっそ、どうだ？　オマエの大好きな伊藤惣太を、同じ目に遭あわせてみるってのは？」

「そ、そんな」

　弥沙子の表情が痛みも忘れたように、寸時、凍こおりつく。ウピエルはその変化を見み逃のがさない。

「奴やつを死なない程度にズタズタにしてよ、その目の前でオマエを犯おかしてやろうか。えぇ弥沙子？」

「好きな男が苦しむザマは、オマエにゃ余よ程ほど〝痛い〟んじゃねぇのか？」

「お、お願いです、どうか、それだけは……」

　苦痛に悲鳴を上げる代わりに、弥沙子は声を振ふり絞しぼって哀あい願がんする。

「俺がやるとなったら、奴に手心は加えねぇ。容赦なくミンチにしちまうぜ。それが嫌いやなら、オマエがやれ。弥沙子。伊藤惣太の血を吸ってオマエの下僕に、俺たちの仲間にしてみせろ」

「はい……今度こそ……必ず」
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「……」

　朝、登校前に惣太のアパートを訪おとずれた香織は、部屋の惨さん状じように言葉を失っていた。

　割れた窓から吹ふき込む風が、カーテンを虚むなしく揺ゆらしている。

　強ごう盗とうでも押し入ったのか？

　それにしては簞たん笥すや抽ひき斗だしを荒あらされた様子がない。

　確かに屑くず籠かごやらテレビやらがひっくり返ってはいるが、どちらかというと、取っ組み合いの喧けん嘩かでもしたように見える。

　いったい何があったのか？　だがそれを問いただすべき相手が、そもそもいない。

「惣太……？」

　彼は……どこへ行ったのか？

　香織が来るより先に家を出てしまったのかとも思ったが、よくよく見ると、それも違ちがう。

　ここ数日、制服代わりに着ていたジャージは、脱ぬぎ散らかされたままベッドの脇に丸めてある。

　鞄かばんも……驚おどろいたことに靴くつも残っていた。

「……どういうこと？」

　薄うすら寒いような不安感が香織を捉とらえる。

　誘ゆう拐かいか？

　……そんな馬ば鹿かな。

　別に金持ちの御おん曹ぞう司しというわけでもないし、惣太のような何の変へん哲てつもない学生が、それも自室にいるところを攫さらわれるなんて、あり得るはずがない。

　途と方ほうに暮れたまま、しばらく香織は部屋の中をうろうろしていたが、この場で彼女にできることなど何もない。

　警察に届けようにも、確か人ひと捜さがしは24時間以上経たたなければ扱あつかってくれない、と聞いたことがある。

　心配は、心配だが……今はどうしようもない。

　溜息をついて、香織は部屋を後にした。
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　津久井湖こ畔はん、モーラとフリッツが根城としている洋館。

　破れたカーテンの隙すき間まから、陽光が高い角度で十数条の光の槍やりを突つき立てる、その客間のソファーに、惣太が身体からだを小さく丸めながら横たわっていた。

　モーラの見下ろす惣太の寝ね顔がおは、安らかと言えるものではなかった。青ざめ、窶やつれ果てたまま仰ぎよう臥がする姿は、力ちから尽つきた死人のようにさえ見える。

　明け方……打ちひしがれたように憔しよう悴すいしてここに転がり込んできた惣太は、そのまま昏こん倒とうするようにして眠ねむってしまった。

　眠り際ぎわの惣太の話は、錯さく乱らんし、要領を得ないものだったが……どうやら、彼の知る身近な人間までもが、ついに犠ぎ牲せい者しやになったらしい。

　恐おそれていたことではあったが、まさかこうも展開が早いとは。

　悔かい恨こんに胸を焼く一方で、モーラは予想を裏切る敵の破は天てん荒こうさに当とう惑わくしていた。

　惣太の正体が露ろ見けんしたにしても、まず知人を餌え食じきにして揺ゆさぶりをかけるなんて……リスクに見合う手段ではない。

　イノヴェルチの連中が、こんな無む謀ぼうで荒あらっぽい手段に訴うつたえるとは考えにくかったが……

「そいつ、もう使いものにならないんじゃねえか？……っと！」

　ハンドガンのスライドをばらしながら、フリッツが言い、飛んでいったリコイルスプリングを大おお慌あわてで捜さがす。

　こんな場面にも拘かかわらず、フリッツの冷れい笑しよう的な口調は変わらない。

　その態度には敢あえて構わずに、モーラは相棒に問いかける。

「どういうことだと思う？　惣太を追い立てるためだけにイノヴェルチが、ここまで大だい胆たんに動くなんて」

「連中、本物の吸きゆう血けつ鬼きを客分として飼ってるだろ」

　ヴァンパイア三さん銃じゆう士し。モーラも噂うわさには聞いていた。いわばヴァンパイア種族の天敵とも言えるイノヴェルチに、敢あえて手を貸している吸血鬼。闇やみの世界におけるアウトサイダーたち。

「その中に、飼い主の都合なんかお構いなしの遊び好きな奴やつがいたんじゃねぇか？」

　言いながら、フリッツは、テーブルの下から拾い出したスプリングに張りついた埃ほこりを丁てい寧ねいにぬぐう。

　あり得る話では、ある。

　吸血鬼は、殺人を狩かりとしてゲームとして楽しむ種族だ。時には実利を無視してサディスティックな嗜し好こうに走る輩やからも出てくる。

　そういった驕きよう慢まんこそ、抜ぬけ目めないハンターがつけ込むまたとない隙すきになるのだが。

「好都合だよ。いっそ内輪もめでも始めてくれたら、こっちの仕事もやりやすくなる」

　確かに……モーラのハンターとして冷れい徹てつな部分が、フリッツの言葉に頷うなずく。これが個人の独走だとしたら、イノヴェルチの内部でも糾きゆう弾だんされる行動だろう。組織はあくまで、秘ひ匿とく性を第一としているはずだ。

「フフン、瓢ひよう簞たんから駒こまだったな。こいつがまさか、そんなところにハッパを仕し掛かけてくれるとは」

　確かに、そんな形で連中の結束に楔くさびを打ち込んだのは、ヴェドゴニアである惣太の存在、ひいては彼を利用して積極的に破は壊かい活動を繰くり返したフリッツの成果とも言える。

　だが……重い気分で、モーラは惣太の窶れた寝顔を見下ろした。

　結局、一番の被ひ害がい者しやは、彼か……
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「ね～、香織？」

「……え？」

　クラスメイトに肩かたを揺すられ、慌てて香織は頭を起こす。

「あんたに用事って子が来てるよ。一年の。知ってる子？」

　見知った級友が「大だい丈じよう夫ぶ？」と軽く尋たずねた後に、廊ろう下かのほうを視線で示す。

「……はい？」

　知らない顔ではなかった。しかし、よく知ってるわけでもなかった。

　廊下から、にこやかに香織に目線を送ってくる一年生。

　……知っている。惣太や弥沙子と同じ、軽音楽部の部員だ。確か、網野鏡子といった。

「あ……うん、ありがと」

　妙みような胸むな騒さわぎを覚えながら、香織は席を立ち、鏡子の待つ廊下へと出た。

「話って……何？」

「惣太センパイのことなんですけど……香織センパイ、惣太センパイとつき合ってるって本当ですか？」

　薮やぶから棒な質問に、さしもの香織もうろたえた。

「なによ……いきなり……なんであなたが、そんなことに興味持つの？」

「訊きかれちゃ困ることでした？」

　まるで悪びれもしない態度で、あっけらかんと鏡子が言う。

「べつに……べつにあいつとは、そういう仲だってわけじゃないし……」

　人目を憚はばかるようなことは、ない。少なくとも香織はそう思ってきた。

「でも毎朝、登校する前に、惣太センパイのこと起こしに寄ってるんですよね」

「それは……あのね、ウチはあいつの実家とは家族ぐるみのつきあいで。あいつが梅論通うのにウチのアパート貸すことになったから、あいつのお母さんから直々に面めん倒どう見るよう頼たのまれて……」

「いいんですよ。そんなに一いつ生しよう懸けん命めいイイワケしなくても」

　話を聞いているのかいないのか、鏡子はニコニコ笑いながら馬ば鹿かにするように香織の言葉を遮さえぎった。

「言い訳してるんじゃなくて説明よ！」

　苛いら立だって香織は声を荒げた。

　何なんだ？　この子……いちいち人を挑ちよう発はつするように……

「ともかく今朝も、寄ったんでしょう？」

「……うん」

　用事があるのは、惣太にだろうか？　そう考えるなら、まだわからなくもなかった。そもそもこの一年生が、ろくに面識のない香織本人に用のあるはずがない。

「あいつは……今日は欠席。理由は、あたしにもわからないんだけど」

　そんなことを訊くためだけに、こんな場所に呼び出したのか？　香織は眉まゆをしかめる。それはそれで妙な話だが。

　そういえば、ここ数日の惣太は、妙にこの子を避さけるようなそぶりを見せていた……そんな些さ細さいなことを思い出す。

「あ、それはいいんです。わたしはもう知ってますから」

「……え？」

　虚きよを突かれた香織は、思わず鏡子の話に引き込まれる。

「惣太センパイがいなくなったこと、誰だれかに話しました？」

「いや、まだ……」

　鏡子のペースに巻き込まれ、しどろもどろに答えながらも、香織は相手の発言に耳を疑い、繰り返し頭の中で反はん芻すうしていた。

　もう、知っている……知っている？

　惣太が消えた理由を、知っている？

「じゃセンパイ、ひとつお願いしていいですか？　このことは誰にも話さずに、秘密にしておいてほしいんです。実家の方々にも、もちろん警察にも」

「ちょ……ちょっと待ってよ！　どういうことよ、それ!?　どうしちゃったのよ惣太は!?」

　香織は非難するように叫さけびこそしたが、それは既すでに懇こん願がんだった。

「それは言えませんよぉ。だって香織センパイ、惣太センパイの口からは何も聞いてないんでしょ？」

「……」

　絶句する香織。

　鏡子はそんな香織を落ち着いて見返しながら、口の端はしだけを軽く持ち上げてにやりと笑った。彼女の悪意はハッキリとしているが、香織は鏡子の言葉が事実である故、言葉に詰つまってしまう。

　そう。聞いてない。だが秘密を抱かかえているのは気づいていた。

　いま話せないことなら、それでもいい。いつかは話してくれるだろう。そう思って放ほうっておいた……昨日までは。

「教えて。ねぇ、教えなさい、いったい何が起こったの？　惣太はどうしちゃったの!?」

　香織はきっと眉を上げると、鏡子を真っ直すぐに見つめる。

「それがバレると、惣太センパイが困るんですよぅ」

　しかし、鏡子は香織の真しん摯しな言葉を、簡単に受け流してしまう。

　香織の中で、悪い予感が群雲のように膨ふくれ上がっていく。

「いいわ。誰にも話さない。約束するから。ねぇ、お願い！」

「困ったなぁ、香織センパイのこと信用しちゃっていいのかどうか、わたしじゃわかんないからなぁ」

「……」

「じゃぁ香織センパイ、惣太センパイに会って、直接訊いてもらえます？」

「どこに……どこにいるの!?」

　諦あきらめかけた最後の一いつ瞬しゆんに、餌えさが撒まかれた。香織は鏡子にすがるような視線を送る。

「今から、場所と時間を教えますから……」

　香織は既に鏡子の態度の不ふ審しんさも、何故、鏡子が惣太の居場所を知っているのかも気にならなくなっていた。
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「その伊藤惣太という少年が件のヴェドゴニアとするならば、だ。彼は我々にとっては無視できない脅きよう威いとなりつつあった。そこのところに異存はあるまい？」

「我が姫ひめより直々の接せつ吻ぷんを賜たまわったのだ。破格の膂りよ力りよくを得るは必ひつ定じようよ」

　ナハツェーラーの講こう釈しやくに、珍めずらしくギーラッハが答えていた。

　ウピエルは席を外していた。今は彼ら以外、この暗くら闇やみの中には居ない。

　流石さすがにこの状態で無視を決め込むほど、ギーラッハも慮りよ外がい者ものではなかった。

「だがな、考えてもみろ。彼は吸血されて僅わずか一週間あまり。それもヴェドゴニアなどという中ちゆう途と半はん端ぱな状態のままだったのだ。にも拘かかわらず、彼の発揮してきた戦せん闘とう能力はどうだ？　戦闘訓練など受けていない、ただの学生の仕し業わざとは思えまい」

　何が言いたいのだ？　相変わらずの勿もつ体たいをつけた長舌にギーラッハは嘆たん息そくする。

「これが真に吸きゆう血けつ鬼きとして覚かく醒せいすれば、どれほどのものになるか……期待できるとは思わんか？」

「……そうそう韜とう晦かいしてもおられぬことにはなるであろうな、子し爵しやく」

「フフ、敵なれば、さもあらん……だが味方につけられるとしたら、どうだ？」

「なに？」

　ギーラッハが、軽く目を見開く。

「……懐かい柔じゆうしようというのか？」

「そうだ。ひょっとすると、その少年、ロードヴァンパイアの特質を受け継ついでおるやも知れぬ。これは放っておく手はないぞ」

「……あり得ぬ！」

　ギーラッハが、軽く腰こしを浮うかし、語気を荒あらげる。

「どこの馬の骨とも知れぬ下げ賤せんの輩やからに、姫が貴人の資質を譲ゆずり渡わたすなど……」

「妬ねたましいのか？　ギーラッハ」

「……何？」

　くくっと喉のどの奥をならすナハツェーラー。激しかけたギーラッハは、大きくひとつ息を吐つくと、どっかと座り直す。

「ウピエルに任せるのではなかったのか？　奴やつは手出し無用と言っていたが」

「なに目的が果たせればよいのだ。そもそも最初に勝手をはじめたのはウピエルのほうであることだしな」

「……勝手にしろ。俺おれには興味がない」
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　畜ちく生しよう、また……この夢か……

「いよぅ、兄弟、何しょげかえってんだい？　悩なやみ事ごとなら相談に乗るぜ」

「消えろ……」

　俺は疲つかれ切った声で拒きよ絶ぜつした。

「お前なんか幻まぼろしだ。お前みたいなヤツが……なんで俺の中にいる？」

「誰の中にだっているんだよ。もう一人の自分がな。弥沙子だってそうさ。見たろう？　昨日のアイツ」

「あれは……弥沙子じゃない」

　思い出すだけで、胸が張り裂さけそうになる。吸血鬼に咬かまれた弥沙子。まるで人格の変わってしまった……そう、ヴェドゴニアになって暴れている時の俺のような……

「あれが、本当の弥沙子だ」

　ニヤニヤと笑いながら、〝オレ〟がそう断言する。

「オマエに惚ほれて、なのに気づいてもらえなくて、ずっと胸に溜ため込んでいた恨うらみ辛つらみ……それを包み隠かくさず剝むき出しにすると、白はこ柳やなぎ弥み沙さ子こってな、ああいう女になるんだよ。オマエのせいで生まれ変わった、オマエ向けの弥沙子さ。どうだ？　少しは気に入ったかい？」

「黙だまれ!!」

「あれが吸血鬼になる、ってことさ。その人間の中の、いちばん抑よく圧あつされていた不自由な部分が、解き放たれて表面に出る。噓うそ偽いつわりなく自由に生きる。欲望のままに、獣けもののように。つまりは、本ほん性しようってヤツさ。な？　よほど正直な生き方だと思わねぇか？」

　ふざけるな……そんなものは人間じゃない。

　獣じゃないから、そういうものを抑おさえ込んでいられるから、俺たちは……

「ゆうべのあれこそ、本当の白柳弥沙子だよ。オレが本当の伊藤惣太であるように」

「違ちがう……」

「オレはオマエの一部だが……いや、そんな言い方じゃ不足だな。オマエはオレの残り滓かすなのさ。いずれ主役になるオレの」

「黙れ!!」

「いずれは、オマエが影かげになる。そして消えていなくなる。伊藤惣太は、このオレだ……」




　目を覚ました直後……眠ねむりに就ついた場所が思い出せず、しばらく惣太はぼんやりと、高い天てん井じようを見上げていた。

　光を故意に遮さえぎった部屋は薄うす暗ぐらく、今が何時頃ころであるのかもわからない。

「おやおや、お早いお目覚めで」

　あざ笑うような声の聞こえた方向に頭を巡めぐらす。フリッツに……モーラ。

　二人の姿を認め、ようやく惣太は自分の居場所に合が点てんがいった。そうだった。彼はこの二人のところに逃にげ込んできていたのだ。

　埃だらけのカーテンをめくるほんのいっとき休むつもりだったが、窓の外の陽ひはもうかなり傾かたむいている。

　まずい。急がないと……惣太は眠ねむ気けを振ふり払はらい、身を起こした。こうしてはいられなかった。

　昨夜、襲おそいかかってきた弥沙子。彼女と吸血鬼の接点といえば……惣太に思い当たるのは鏡子しかいない。

　彼の正体がばれて、そのせいで弥沙子があんな目に遭あわされたのだとしたら……次は香織が危険な目に遭う確率が高い。

「おいおい、どこに行こうってんだ？　まだ、おんもは暑いぜェ。特に吸血鬼のボウヤには」

「……うるせぇよ」

「悪いこたァ言わねぇ。もう少し暗くなるまで、おとなしくしてたほうがいいぞ」

　そっけなく言うフリッツの前を、惣太は無視して素す通どおりする。足は、ゆうべ、ここに来るために盗ぬすんで乗ってきたＮＳＲがあった。飛ばせば一時間とかからないはずだ。

　しかし、ホールから屋や敷しきの外に出た途と端たん……夕陽の強きよう烈れつな残照に、惣太はたじろいで立ち竦すくむ。

「ほれ見ろ、言わんこっちゃない。オマエ、いよいよ昼間は無理の利きかない身体からだになってるぜ」

　かまうものか。そう思いながら、もう一度陽光の中に踏ふみ出そうとした惣太のポケットの中で、軽かろやかなメロディが響ひびき渡った。

　携けい帯たい電話。香織にはこれで連れん絡らくを取る手もあったのだ。今の今までその存在を失念していた自分の迂う闊かつさを呪のろいながら、惣太は慌あわてて携帯を引っ張り出す。

　送信者は……鏡子だった。

「センパイ？　惣太センパイですよね？」

　惣太は、自分で、受信ボタンを押す指が震ふるえるのがわかった。なにか言わねばならないのはわかっていたが、何も言葉が出てこない。

「ね～センパイ、ちょっと相談があるんですけど」

　惣太の緊きん張ちようをよそに、携帯の向こうでは鏡子が吞のん気きそうな声で続ける。

「……何のことだよ？」

　辛かろうじて、言葉を絞しぼり出す惣太。

「んもう、そんなに肩かた肘ひじ張らなくたっていいんですって」

　鏡子は相変わらずゆっくりと応こたえ、その後に緊張をほぐすつもりなのか小さな笑い声が続く。かつては無む邪じや気きで可愛かわいいと思えたその声も、今の惣太には露ろ骨こつに狎なれ狎れしく聞こえる。

「そんなに身構えないでくださいよ、あたし、センパイの味方になりたくて電話したんですよ？」

「……味方？」

　予想を裏切った言葉に惣太は一いつ瞬しゆんたじろぐ。

「そうです。惣太センパイの、これからの味方。いまセンパイのこと利用してる人たちと違ちがって、本当の意味での味方です」

「おまえは……」

　モーラやフリッツのことを、鏡子が知ろうはずがない。

「ねぇセンパイ、試ためしに、わたしの友達とも会ってみてもらえません？」

　惣太は混乱する。何を考えているというのか鏡子は？　……いや、いま鏡子を操あやつっているヤツは？

「おまえの友達っていうのは、鏡子……」

　惣太は耳を澄すませ、鏡子の声色の奥に何か窺うかがえないかと探さぐりながら、言う。

「……俺のかわいい後こう輩はいを、ひどい目に遭わせた連中じゃないのか？」

「やだなぁ、それ、誤解ですよぉ」

　瞬しゆん時じに、からからと臆おく面めんもなく笑う鏡子。

「センパイ、いろんなこと誤解してますよ。騙だまされてるんですよ。悪い人たちに都合いいように。今夜、本当のことを教えてくれる人たちのところに連れていってあげます。そこで話を聞いてから、もう一度、考えてみてほしいんです。誰だれが味方で、誰が敵か」

「……」

　まるでマネキン人形と話しているような気分だった。噓うそか、誠まことか……惣太にはまったく真意が読み取れない。

　しかし、次の言葉に惣太は凍こおりついた。

「あ、センパイが退たい屈くつしないように、香織センパイもお誘さそいしたんですよぉ。センパイ、絶対、来てくれますよね!!」

「……ああ」

　またもや、出で遅おくれた……惣太の胸に悔かい恨こんの思いが鋭するどい痛みを伴ともなって走りぬける。

「じゃ、時間と場所を言いますね……」




　地下の武器庫で、惣太は携帯しやすい武器を見み繕つくろった。

　いつもの大おお振ぶりのナイフ『サド侯こう爵しやくの愉ゆ悦えつ』。マグナムは少し迷ったが置いていく。呼び出されたのは繁はん華か街がいだ。銃じゆうが使える状じよう況きようではなさそうだった。

　服を脱ぬぎ、レザースーツに袖そでを通す。その上から大きめのコートで身体全体を覆おおう。

　クロームの猿さる轡ぐつわはどうしようか迷った末、とりあえずコートのポケットに突つっ込むことにした。

　吸きゆう血けつ鬼き化が着実に進んでいる、彼もそれは自覚していた。昨夜のように、また自制心で自分を取り戻もどせる僥ぎよう倖こうは期待できない。

　変身して戦う羽目になったら、どうするか……まぁ、そのときになって考えよう。惣太は考えるのをやめた。悩なやんでる暇ひまさえ惜おしかった。

　ホールに戻ると、能面のように硬かたい表情のモーラと目が合った。

「……フリッツに学校の様子を見に行かせたわ。少し待てば確実なことがわかる」

「……時間が惜しい……行ってくるよ」

　視線は、彼を咎とがめているようにも見える。惣太は、彼女が本当に反対なのか少しだけ気に掛かかった。だが、知ったところで決意は変わらない。

「……罠わなよ、間ま違ちがいなく」

　罠。それは惣太にもわかりきったことだった。しかし、それが何だというのだろう？

　惣太にとって、弥沙子に続き、香織までを見捨てては、たとえリァノーンを倒たおせたところで意味がなかった。香織が側そばにいて、一いつ緒しよにふざけて、笑って……そんな毎日を取り戻すために、いま彼は戦っているのだから。

　なにかを守るために血を流す……それなら惣太にも納なつ得とくできた。

「俺は人に戻るために戦う。あんたたちみたいに、ならないために」

「……」

　モーラはもう、何も言わなかった。

　それ以上、ハンターたちにかかずらうことなく、惣太は洋館を後にした。
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　……一時間後、惣太は耳を聾ろうする大だい音おん声じようの真っ直中にいた。

　渋しぶ谷や駅で律りち儀ぎに待っていた案内役の鏡子は、なんの不安も感じさせない作り物の笑え顔がおで、公園通り脇わきの何処いずこともしれない路地裏にひょいひょいと惣太を連れ込んだ。

　惣太は鏡子の指し示す塗と装そうの剝はげかかったスチールドアを用心しながら開けた。途端に暴力的な音と光と人の熱気が、惣太に襲おそいかかった……

　どうせろくでもない場所に連れて行かれるとは思っていたが……ナイトクラブとは流石さすがに彼の予想外だった。

　もちろん、惣太にはここが敵地なのはわかっていた。最悪、変身して暴れ回る覚かく悟ごもしている。そんな展開は想像したくないが、コートの下には念のために、いつものレザースーツを身につけてある。マスクなしでは危険すぎるが、この拘こう束そく具ぐだけでもないよりはマシだろう。

　奥まで見み渡わたせないとはいえ、決して狭せまくはないホールを、肩かたが触ふれ合うほどに埋うめ尽つくした人の群れ……幾いく人にんとも知れぬその群衆が、我を忘れたかのように熱ねつ狂きようし、怒ど濤とうの旋せん律りつに身を委ゆだねている。

　そんな様を、壁かべ際ぎわのボックス席から横目に眺ながめつつ、惣太は差し向かいに座った異様な老人を、まじまじと観察する。

　色白のモーラよりなお白い、もはや石せつ膏こう像ぞうを思わせるほどに血色を欠いた顔。

　こいつ……吸血鬼だ。惣太は本能的にそう直感した。

　今日まで戦ってきた、キメラヴァンプとかいう怪かい物ぶつたちとは、本格的に異なる威い圧あつ感かん。何と言うべきか、存在感の密度が違ちがう。本物、そんな言葉がしっくりくるようだった。

「ようこそ。伊藤惣太くん。私はヴォルフガング・フォン・ナハツェーラー。生国では子し爵しやくを名乗っていたが、まぁ、今の時代では意味がないな。招待に応じてくれて、嬉うれしいよ」

「香織はどこだ？」

　惣太は相手のペースに巻き込まれる前に、単刀直入に切り出した。

「ふふ、安心したまえ、彼女はあそこだ。君と直に顔を合わせるのはまずかろうと思ってな、鏡子に相手をさせている」

　ナハツェーラーは少し離はなれたボックスを顎あごでしゃくった。そこにはいつの間にやら、鏡子と差し向かいに香織とおぼしい制服姿が座っていた。

　惣太はすぐさま席を立とうとしたが、ナハツェーラーの眼光に射すくめられる。

「そう急せくこともあるまい。折角、お互たがい知ち遇ぐうを得たのだ。少しばかり話をしても罰ばちは当たるまい……その間、君のガールフレンドの安全も保証しよう」

　つまりは、ここでことを起こせば、香織の安全は保証しないということか。

　惣太は老吸血鬼を睨にらみつけ、毒々しい色のビニールレザーの上に座り直す。

「彼女は、君が招きに応じやすいように案内しただけだ。我々とていたずらに事を大きくすることは望まん。話が終わればすぐにでもお返しするよ」

「……あんたが鏡子を操あやつっているのか？」

「操る？」

　ナハツェーラーと名乗った男は、耳みみ障ざわりな笑い声をたて、心外そうに言葉を繫つないだ。

「これはまた、異なことを。網野くんは彼女自身の希望で、私に協力してくれている」

　協力、だと……惣太の奥歯がぎりと音を立てる。

「俺は、知ってるぞ。あんたたちが鏡子に何をしたか。いや、鏡子だけじゃない。弥沙子まで……」

「どうやら、ひどく誤解があるようだね。彼女たちはあくまで己おのれの欲求に従っているに過ぎんのだが」

　ぞわりと、惣太の中で怒いかりの塊かたまりが湧わき上がる。

　俺の目の前で襲われた鏡子。泣きながら、必死に助けを求めながら……そんな彼女を救えなかった自分。

　そして、昨晩、まるで別人のような姿で、獣けもののような欲求を彼に叩たたきつけた弥沙子。

　それらの光景は、決して瞼まぶたから離れることはないだろう。

　そんな惣太の様子をどう見て取ってか、ナハツェーラーは気取った微笑ほほえみを絶やさぬまま続けた。

「君の言い分は、わからなくもない。最初に彼女らを見み舞まった出来事は、確かに災さい厄やくだったかもしれん。だがそれによって二人は、気づいたのだよ。抑よく圧あつされていた秘ひめたる欲求に。いま彼女らは、己の真に欲するところを追い求めて生きている。人として、あるべき姿とは思わんかね？」

　ナハツェーラーの視線を追って、惣太もフロアに目を転じる。いつの間にやら、そこの空気は最高潮に達していた。踊おどり狂くるう男たちの波。悲鳴とも嬌きよう声せいともつかない奇き声せい。

「人類の歴史とは、抑圧の歴史に他ほかならない。一部の人間が権力を握にぎり、他の大勢を隷れい属ぞくさせるためだけに、様々な図式の拘束と抑圧が考案されてきた。それは時に富であり、あるいは暴力と恐きよう怖ふでもあった。だがとりわけ、強力で根本的な抑圧は……倫りん理りだ」

　間断なく明めい滅めつする光、もはや振しん動どうとでも言うべき重々しいリズム。

「君は、君の社会の倫理に照らし合わせて、我々を〝悪あしきもの〟と見なしている。そして、おのが身に降りかかった事態を、災厄と見なしている……違うかね？」

「当たり前だろうが」

　惣太は彼に刺さすような視線を送る。

「そこに大いなる誤ご謬びゆうがある。あらゆるコミュニティは、何らかの信しん仰こうを起点に出発する。そこに忌き避ひが生まれ、禁忌が生まれ、以後は永きに亘わたって人の魂たましいの枷かせとなる……下らぬ。実に下らぬ。すべては人が人を統すべ、搾さく取しゆする矛む盾じゆんを糊こ塗とする詭き弁べんでしかない。もう君は、そんな茶番に付き合う必要などないのだよ。君は我らと同じ超ちよう越えつ者しやとなる資質を持っている」

「……超越？」

「君は選ばれたのだよ。伊藤君」

　ナハツェーラーは重々しく頷うなずいた。

「人として、生命として、在るべき姿に覚かく醒せいする好機をものにした幸運……それをそんなふうに誤解するべきではない。哀かなしきかな、人間とは生まれながらに隷属を宿命づけられている。それは彼らの魂が、肉体に隷属しているからだ。だが、その隷属の軛くびきから解き放たれるとき、世界はまったく様相を変えるぞ」

　ナハツェーラーはさも誇ほこらしげに、ホールで騒さわいでいる連中を指し示す。

「ここに集つどった者たちは、魂の解放の意味を知る若者たちだ。それぞれが研けん鑽さんを積み、いずれは我々ヴァンパイアの眷けん属ぞくに迎むかえ入れられる者も出てくるだろう」

　惣太はフロアで踊り狂っている連中を見み遣やる。

　好きこのんで吸きゆう血けつ鬼きになろうという連中……こんなにも、いるものか？

「俺にいったい、どうしろと？」

「晴れて我らの眷属に加わりたまえ」

「今日まで、君と我々のすれ違ちがいから少なからぬ血が流れたのは確かだ。が、その責を負うべきは君を謀たばかり、利用した連中だ」

　つまり……モーラたちを見限ってイノヴェルチへ来い、ということだ。

「滅ほろびと隷れい従じゆうの運命を越こえて、来たれ、我が許もとへ」

　こいつが長々と並べ立てた口上は、はたして正しいんだろうか？　だが、今の惣太にはどうでも良いことだった。そんなことで思い悩なやむつもりは、最初からない。

「ふざけるんじゃねぇ……」

　思うほどの声量が出ず、声が掠かすれたのは……あまりの怒りのせいだった。

　今日まで目にしてきた様々な光景が、幻げん灯とうのように惣太の脳のう裏りを過よぎる。

　どんな詭弁を繫げようと、彼が見たあの光景を正当化できるわけがない。

　鏡子を、弥沙子をあんなふうにしたこいつらを、彼が許せるはずがない。

「人を殺して、散々になぶって……そんな貴様らの同類になれってのか？　ふざけるんじゃねぇ」

　彼の罵ば倒とうを、しかしナハツェーラーは眉まゆひとつ動かさず受け止める。そんな態度に、ますます惣太の怒りは募つのっていく。

「貴様らは、ただの盗ぬすっ人とだ。俺たち人間の血を吸って、命を奪うばって、そうやって生きていくしかない寄生虫だ。鏡子を元に戻もどせ。弥沙子を返せ」

　惣太は、もう、いざとなれば、変身も辞さないつもりだった。マスクがないのは不安だったが、一いつ瞬しゆんですませれば……取り返しのつかないことにはならないと思いこむ。

　目の前のヤツだけでもブチのめせば、少なくとも香織と鏡子は助かるはずだった。

「残念だな……」

　声だけはさも落らく胆たんしたように、だが顔には白々しい笑えみを張りつけたままでナハツェーラーは呟つぶやいた。

　絶え間ない狂きよう騒そうの中、惣太にはその台詞せりふが、妙みようにはっきり聞こえたような気がした。

「君にはもう少し、期待していたのだがね」

　耳を聾ろうする騒そう音おんが、不意に遠ざかり、ホールの乱らん舞ぶする照明が明度を落とす。

　惣太は、何事かと思ったが……踊り狂う聴ちよう衆しゆうは何の違い和わ感かんも感じないのか、相変わらず熱ねつ狂きようしつづけている。いや、実際には音も明るさも変わってない……

　香織と鏡子は？　惣太は確かめようとしたが、何処にも見あたらなかった。

　いや、何処を見ても、はるか遠くで同じ連中が同じように踊っているように見え、そもそも自分が何を求めて視線を巡めぐらしたのか定かでなくなる。

「私の弁は拒こばめても、君の本ほん性しようは拒めまい？」

　ナハツェーラーの声に、惣太はハッと、注意を眼前に戻す。

　いつの間に、誰だれが置いたのか、目の前のテーブルに黄おう金ごんのゴブレットが載のっていた。

　なみなみと湛たたえられた赤黒い液体は……鮮せん血けつだ。

　まだ湯気をたてるほどに温かい。

「欲ほしいだろう？　飲みたいのだろう？　知っているぞ。お前の欲望は」

　惣太の世界から、光が失うせ、音が消え、ただナハツェーラーの目が……まるで世界の中心のように……赤く炯けい々けいと輝かがやく。

　ふと、惣そう太は、モーラの説明を思い出す。鏡子を虜とりこにしたという、吸血鬼の催さい眠みん術じゆつ。

　……しまった。そういうことか。朦もう朧ろうとする頭で惣太はほぞをかむ。

「諦あきらめろ。抗あらがえはしない」

　得意満面の笑えみで嘯うそぶくナハツェーラー。

　その声は惣太の頭に直に響ひびく。

　それでも熾おき火びのような眼光だけは、依い然ぜん、惣太に据すえられたまま。

　見てはいけない。そうわかっていても、惣太はその眼めに釘くぎ付づけになった視線を外せない。

「さぁ、味わいたまえ」

　ぐい……と、口元にゴブレットが突つきつけられる。

　器うつわを支えているのは……自分の手だった。

　身体からだが勝手に、ゴブレットの血を呷あおろうとしている。

　畜ちく生しよう、慌あわてたらますます奴やつの術中にはまる。落ち着いて、自分を取り戻せ……そう思って深く息を吸い込んだ途と端たん、粘ねばつくほどに濃のう密みつな血けつ臭しゆうが惣太の鼻び腔こうに雪崩なだれ込んできた。

　そのあまりの甘さに、焼けつくほどの陶とう酔すいに……意志の力が瞬しゆん時じに萎なえる。

　甘い……これほどに甘い血……なのに俺は、何を拘こだわって……

「見たまえ」
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「己おのれを偽いつわることなく、肉の快楽を貪むさぼって……魂の悦よろこびを知る霊れい長ちようの、まこと正しい在り様ではないか。あの娘むすめの血は熱いぞ。たまらなく甘いぞ。味わってみたいとは思わんか？」

　香織……肌はだの内側で、めまぐるしく巡り流れる赤い血の奔ほん流りゆうが、まるで透すけて見えるようだった。

　彼は今、心底あの血を吸いたいと思っていた。あの肌の感かん触しよくと血のぬくもりを存分に味わいたいと感じていた。

　惣太は、悔くやしかった。情けなかった。

　自分の意志の力なんて、こうも簡単にねじ曲げられてしまうのか？

〝冗じよう談だんじゃない〟千々に乱れていく意識の中で、彼の理性が絶ぜつ叫きようする。

〝ヤツのせいだ。ヤツが俺を惑まどわして、操って……そう思わせているだけだ!!〟

　心の中まで蹂じゆう躙りんされた、屈くつ辱じよくと、怒いかり。意志力のすべてが剝はぎ取られていくなかで、ただそれだけが、熱く揺ゆるがない芯しんとなって、惣太の中に残っている。

　彼はその心棒にすがりつき、押し寄せる欲望の怒ど濤とうに押し流されまいと、必死で抗った。

　憎にくんで、目の前のこの男を、こいつを憎み抜ぬいて……

〝憎い。憎い。憎い。憎い。憎い。憎い。憎い。憎い。許せない〟

　こいつは……俺の頭を犯おかしやがった……




　不意に……まるで耳みみ栓せんを抜いたかのように、騒音が耳に甦よみがえる。霞かすみのかかっていた視野もまた、たちまちのうちにクリアになって、焦しよう点てんを取り戻す。

　ずるりと、世界が裏返った……そんな感覚だった。

　さっきまで気を張って、内心では恐こわ々ごわとしながら、椅い子すの上で身を硬かたくしていた自分が……今では、おそろしく間ま抜ぬけに思える。

　なにを慌てていたんだ？　まったく。

　いっつも、そうだ。気づくのが遅おそすぎてバカを見る。この俺が小こ娘むすめみたいにガタガタ怯おびえて慌てる理由が、いったいどこにあるっていうんだ？

「……!?」

　目の前では、さっきまでスカした笑いを浮うかべていた爺じじィが、今は狐きつねにつままれたような顔をして俺を見つめていた。

　確かこいつ、ナハツェーラーとか名乗ってたよな。

「貴様……誰だ？」

「誰だって、オイ……人を呼び出しといて、そりゃねぇだろ？」

　そう、オレを呼び出したのはこいつだ。こんな場所まで足を運ばせたのも、眠ねむっていたオレを呼び覚ましたのも。

　俺はゆるりとソファーの上で身体を伸のばし、くつろいで欠伸あくびをした。

「さて、どこまで話したっけ？……ああそうだ、あんたらの仲間になったら香織をくれるって話だったな。あのさ、オレが香織を食うのに、なんでアンタの許可がいるんだ？　いつどこで誰を食おうとオレの勝手だろうが。違ちがうか？」

「お前、本当に……」

「ん？　あぁ。伊藤惣太だぜ。あんたのご高説の通り、正直に地を出したオレだよ。なのに何でアンタが面めん食くらうワケ？」

「覚かく醒せいして……いたのか？」

「ときどきな」

　そう。確かにオレはまだ完全じゃない。

　よほど頭に来たときでないかぎり、こうスッキリと目を覚ますことができない。

　まぁ、それも時間の問題だろうが。

「どうした？　計算が狂くるったかい？　ナハツェーラー」

　顔を歪ゆがめる同どう胞ほうに、オレは親しみを込めて微笑ほほえみかける。

「ホント、食えねぇ爺ィだなアンタ。仲間になれとか言いながら、問答無用で催さい眠みん術じゆつかよ」

　ナハツェーラーは、落ち着かない様子でしきりに俺の顔色を窺うかがう。

「仲間になれってのはさ、別に断る理由はなかったんだぜ。結構な待たい遇ぐうが期待できそうだし、餌えさに不自由する気き遣づかいもなさそうだ」

「なら……」

「だがよ」

　何か言いかけたナハツェーラーを遮さえぎって、ここで初めてオレは隠かくしていた怒りを剝むき出しにした。

「テメェ、オレを飼おうとしやがったな？」

「……」

　オレの視線に生なま唾つばを吞のみ込むナハツェーラー。

　相手のそんな無様な表情に、オレは少しだけ気を良くする。

「実に気に入らねぇなァ。ああ。実に気に入らねぇ……おかげでいたく傷ついたぜ。オレのプライドは」

　瞬しゆん間かん、オレとナハツェーラーの間に凄すさまじい鬼き気きがわき上がった。

「……つまり、私にどうしろと？」

「いっちょ死んどけ」

　言うやいなや、オレは爪つま先さきでテーブルを蹴けり上げた。

　一いつ瞬しゆん、浮き上がった天板がオレとナハツェーラーの間に直立し、互たがいの視線を遮しや蔽へいする。

　その天板のど真ん中に、オレは手加減抜きの貫ぬき手てをぶち込んだ。

　オレの爪つめは合板製のテーブルを粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいし、その向こうにあるナハツェーラーの心臓にまで貫かん通つうする…………はずだったのだが、あにはからんや、鉤かぎ爪づめが裂さいたのは奴やつの座っていたソファーの背もたれだけだった。

　ホォゥ……速はえぇじゃん。

　だが感心できたのはそこまでだった。

　野や郎ろうの顔は怒ど気きに染まって、さっきまでの余よ裕ゆうは微み塵じんもない。

　情けねぇなぁ。あんた、オレよりヴァンパイア長いんだろ？　この程度の挨あい拶さつでキレてどうするよ？

「ほぉら、遊ぼうぜ、オッサンよォ!!」

　オレはホールに轟とどろくリズムに合わせてステップを踏ふみながらナハツェーラーに襲おそいかかった。

　どうやらやっこさん、血を見るのに乗り気じゃないらしい。右に左に駆かけずり廻まわり、オレの間合いから逃にげ回るばかりだ。

　たまらないのは、とばっちりを食った聴ちよう衆しゆうのヤロウどもだった。

　爺さん、辺り構わず高速移動で逃げ回るもんだから、突つき飛ばされた奴もタダじゃすまない。

　あんな体重の涸かれたジジィでも、生身の人間にとっちゃ猛もう牛ぎゆうの突とつ進しんも同然だ。

　あちこちで重く肉を打つ音と悲鳴が湧わき起こる。

「ぁんだぁ!?　このヤロウッ!!」

　ただでさえアッパー系のリズムに酔よって狂きよう暴ぼう化かしていた連中である。ダダ漏もれのアドレナリンのやり場に困って、自然、捌はけ口ぐちは闖ちん入にゆう者しやのオレに向けられた。

　大いに結構。受けて立つぜ。このパーティー、飛び入りは大だい歓かん迎げいだ。

　怒ど声せいとともに殴なぐりかかってきた一人、まずはジャブの三連発で、顔面を骨と歯と目玉に分解してやる。

　ささくれ立った連中の神経……例に挙げるならピラニアの群れみたいなもんだった。逆さか撫なでされていた奴らの破は壊かい衝しよう動どうは、血の臭においを嗅かいで一気に炸さく裂れつした。

「ブッチ殺セェェェッ!!」

　フロアにひしめく数十人が、一気に雪崩なだれを打って襲いかかる。

　ますますオレ好みの展開になってきた。いいね。実にいい。狂ってこそ祭ってもんだよなァ！

　オレは縦じゆう横おう無む尽じんに鉤爪を振ふり回し飛びかかってくる肉につ塊かいどもを片かたっ端ぱしから引き裂いてやった。

　電動ジューサーの回転刃ばってのは、さながらこういう気分かね？

　スポットライトの飛び交かう客席が血霧きりに煙けむる。飛び散る血潮の勢いが激しすぎて、飛ひ沫まつより細かく空中に散ってしまうのだ。
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　怒ど号ごうと絶ぜつ叫きよう、断だん末まつ魔まの苦く悶もんの呻うめき。人間どもが自らの肉体で奏かなでる協奏曲に、オレは哄こう笑しようの伴ばん奏そうを添そえてやる。

　堪たまらねぇ。最高だ！　愛してるぜお前ら!!

　オレは素す早ばやく拳こぶしを繰くり出して、手近なところにあった背骨を片っ端から叩たたき折り、さらにリズムを追加した。

　これだよ。これ。

　服は窮きゆう屈くつだが、あのクソ忌いま々いましい猿さる轡ぐつわはねぇ。今夜は……存分に堪たん能のうできる！




「う……」

　そのナイトクラブに突とつ入にゆうした途と端たん、モーラはあまりに濃のう密みつな血けつ臭しゆうに顔を顰しかめた。

　床ゆか一面を覆おおうのは、波打つほどの血の洪こう水ずい。

　もはや人の遺い骸がいと見えないまでに引き裂かれ、切り刻まれた四し肢しと内臓が、足の踏み場もないほどに散らばっている。

　さして広くもない場内とはいえ、いったい何人の人間が殺されたら、こういう景観が出現するのか。

　すでに血の宴うたげは佳か境きように入り、死し闘とうを演じるのは二人のみ……血みどろの足場で飛沫を散らし、猛もうスピードで疾しつ駆くしながら交差する、人外の者どもの影かげだけだった。

「まずいわ……もう、変身してる」

　モーラは舌打ちする。

　猿轡もつけないまま、嬉き々きとして解放感に浸ひたっている惣太の凶きよう相そう。もはや昼間の面おも影かげは微塵もない。

「……止めないと!!」

　この状じよう況きようでこのまま暴走を続けたら、惣太の自我は完全に失われてしまうだろう。

　モーラが惣太に向かって走り出す。




「やめて！」

　誰だれかが甲かん高だかい声で叫さけびながら オレの肩かたにしがみつく。

　邪じや魔まだ。

　オレは、煩わずらわしい羽虫を追い払はらう程度の意識で鉤かぎ爪づめを振り払った。

　しかし、そいつは意外にしぶとく肩にまとわりつく。

　オレは、そいつに向き直り、大きくなぎ払う。

　さしものそいつも、一瞬で吹ふき飛んだが、気をとられた隙すきに吸きゆう血けつ鬼きのジジィのほうは姿をくらましていた。

　ち、まぁいいか。

　今日は、たまらなく気持ちいい。

　肺はい腑ふを満たす血の臭しゆう気きだけでも、もう充じゆう分ぶんに満足できる。

　今夜のオレは、べつに飢うえに駆られて目覚めたわけじゃない。

　今は、ゆっくりと眠ねむりたい気分だ。少し、はしゃぎすぎたな。

　でも、今眠るっていうのは……

　ふと、オレはすぐ傍そばに倒たおれている小さな身体からだに気がついた。

　さっき、オレの肩にむしゃぶりついて、邪魔をしたヤツだ。その小さな白い顔には見覚えがあった……確か……名は…………

「モーラ……？」

　その瞬間、オレの中の何処どこかで弾はじけた光の奔ほん流りゆうに、オレの意識は吞のみ込まれる……




「畜ちく生しよう、また……」

　どうしようもない嫌けん悪おと恐きよう怖ふ感かんに、惣太は、肩を抱かかえて身み震ぶるいする……やってしまった。わけもわからぬままに。

　惣太は血ち溜だまりに両手両りよう膝ひざをついて、堰せきを切ったように嘔おう吐とした。

　ありったけの胃物を吐はき出して、それでも足りずに胃液も吐いた。

　内臓も、何もかも、吐き出してしまいたかった。身体の中身をありったけ吐いて……自分という存在が内から消え失うせてしまうまで。

　今夜とうとう、彼は見てしまった。この身体で思い知った。

　これから彼が成り果てようとしている代しろ物ものを……これから彼を待ち受けている世界を。

「……モーラ……」

　惣太は、黒衣の少女のもとまで、他人のもののように感じる身体を辛かろうじて引きずって行った。

　そう。今は我が身の不幸を今いま更さらながら嘆なげいている場合でもなかった。

「来てくれたのか、モーラ……」

　腹の傷の深さはひと目で見て取れた。

　深い裂け目が袈け裟さ懸がけに胴どう体たい幅はばほぼ一いつ杯ぱいを走り、白い脂し肪ぼう層はおろか腹ふく膜まくさえも切り裂いていた。中から薄うす桃もも色いろの腸が腹圧で盛り上がりかけてきている。

　いつもの白すぎる顔色が、さらに輪をかけて血の気を失っている。呼吸も浅かった。

　どうして、こんなことになったのか……惣太はしばらく頭が満足に回らなかった。

　意識の何処かで、理解することを拒こばんでいたんだろう。

　しかし、考え込むまでもなく、これは彼のやったことだった。

　抑よく制せいを失って猛たけり狂くるう惣太を、止めようとしたモーラ……そんな彼女を、一いち撃げきのもとに地に伏ふせさせたのは、今は消えてなくなった惣太の鉤かぎ爪づめだった。

「モーラ！　おい、モーラ!!　しっかりしろモーラ!!」

　自責の念で気が遠くなりそうな惣太の絶叫だけが響ひびき渡わたった───。





〈つづく〉　　









　クリエイター座談会







ゲスト

でじたろう（プロデューサー、メカ絵師）

虚うろ淵ぶち玄げん（監かん督とく、脚きやく本ほん）

山田秀樹（文庫版絵師）




──本日はお忙いそがしいところ、ありがとうございます。まずは虚淵さんが、美少女ゲームの仕事を始めたきっかけというあたりからおうかがいしたいのですが？

虚淵　その頃ころ、半分プログラマーの様な仕事をしていたんですが、年ねん齢れい的にパソコンの進歩に追いつけん、というか……もうちょっとのんびりできる仕事がしたいなと（笑）。

　で、会社でも、ちょうどゲームをやろうかという話があったので企き画かく書しよを出して。

──どんな企画書だったんですか？

虚淵　ぺらっぺらの（笑）あらすじだけ書いてある二ページくらいのを。

でじたろう（以下、でじ）　うち、いつもそうだよね。マーケティング関係ない（笑）。その時の企画書は、ＰＳ向けの、第二次大戦中ごちゃごちゃしていた上海シヤンハイでのスパイ戦みたいなやつ。

虚淵　そもそも、美少女ゲームとか、「ときメモ」くらいしかやってなくて……ゲームの仕事をやることになってから、初めて色々調べましたから。当時、マルチっていうロボットが主人公の某ぼうゲームが熱いらしい、くらいの認にん識しきしかなくて……マルチは主人公じゃないし（笑）、しかも、ロボットが主人公だからＳＦなんだろう、とか（笑）。

　で、「痕きずあと」とかやってみたら面おも白しろくて。普ふ通つうに伝でん奇きホラーじゃん、これならいけるだろう、ということになって。

──む、むしろでじたろうさんの漢おとこ気ぎを感じますが（笑）。虚淵さんの文章についてはその前からご存じだったんですか？

虚淵　最初に会った時にそういう話はしてましたし、アイディアの文章起こしとか、チョコチョコやってはいました。あと、ホームページの日記とか……。

でじ　そうそう、彼の書く日記が面白いんですよ、すごく。

虚淵　でも、いま、美少女ゲームというのが、オープンになっているというか、オタクの嗜たしなみ化しているというか、Ｂ級映画を語るみたいに美少女ゲームをネタにしている……考えてみたら恐おそろしい話ですよね。

──ホームページなどでは普通に挨あい拶さつ代わりの話題になっていますね。

でじ　でも、ニトロはそう言う美少女系のところでは話題になってない。カテゴリーが違ちがうんでしょうね。ニトロというカテゴリー（笑）。

──第一作目の「ファントム」についてですが、製作期間はどのくらいでしたか？

虚淵　他ほかの仕事をしながら一年半くらいかかりました。マスターの直前くらいまでシナリオをいじってましたね。シナリオをゲームに組み込む作業も自分でやってるんで、いくらでもインチキができるという……。

でじ　プログラムというより、絵え描かきとケンカしながらやってたよね。終わってると思ってたのにヒロインがひとり増えてたとか（笑）。

虚淵　当時完成すると思わなかったですから。俺、クビとんだなぁって……。

でじ　あ、そうなの？（笑）。

──ま、まぁ、それでファントムがじわじわとムーブメントを起こしたので次作に繫つながったわけですが。ヴェドゴニアをつくるにあたってファントムから意識して変えたところは？

虚淵　美少女ゲームのフォーマットに準じゆん拠きよしたというか、ファントムに比べて地の文はずいぶん薄うすくなってますし……どちらかというと、ヴェドゴニアは台詞せりふメインで動かしていましたから。

──ゲームでは分ぶん岐きの仕方がファントムとは違いますね。

虚淵　ヴェドは最初に三○分番組を意識した章立てにしたので動きがとれなくなっちゃったというのもありまして……しょうがないから一発分岐でいっちゃいましょうと。ちょっとしくじったところでもありますね。

でじ　そうそう、最初の弁当（注１）。最初に弁当をとるかとらないかで、人に戻もどれるかどうかの運命が決まる（笑）。

虚淵　ファントムはシナリオを書きながらだったから、却かえって必然的な分岐を書けましたが。ヴェドは設計チャートから創つくったのでココで何か分岐がないと困る、みたいな。で、しょうがないから、弁当。

でじ　美少女ゲームっぽくていいか、って（笑）。

──その後、分岐のない「鬼き哭こく街がい」（注２）へ続くわけですが。

虚淵　あれは反省の反省なんです。分岐はやっぱり手を抜ぬけないなぁ……でも、そこに神経を使うくらいなら、いっそやめてしまえと（笑）。

でじ　ヴェドでは分岐が少ないから、その分ストーリーに没ぼつ入にゆうできたという感想も出ていて（苦笑）、小説を読むかわりにゲームをプレイする、というユーザーも出てきてるみたいですね。




──山田さんはファントムの挿さし絵から関わったわけですが、最初にファントムに触ふれた時の感想というのは？

山田　先まず、普通に面白いな、と。で、次に、どこが十八禁なんだと（笑）。

──ヴェドとファントムと比べて、いかがでしたか？

山田　単純に吸きゆう血けつ鬼きとかそういう伝奇モノの世界観の方が好きなもので。それと、ヴェドの方が、ちょっとほぐれているところがあるじゃないですか。ファントムはずっとテンションが張ったままですから。

──それは、あの三○分番組を意識したつくりの部分ですか？

山田　というより……ヴェドの方がキャラが柔やわらかいんですよね。胸揉もんでみたりとか（笑）。

虚淵　本当はそういう方向で、ファントムよりもっと柔らかくギャルゲーっぽくしたかったんですよ。ようし、次、学園モノいくぜ！って。でも、書いていくウチにどんどん……あ～今日も学校行けねー展開だ！　ああ、もう学園編やめやめ！みたいな（笑）、ある意味、失敗。

──というと、虚淵さんはヴェドゴニアは御ご自じ分ぶんではあまり点数が高くない？

虚淵　プロットから考えると実現できたことは少ないです。でも、僕はスタンスがピエロなんで、結果オーライというか……〝受け〟がとれたから、いいか、って（笑）。

──今回ヴェドの挿し絵を描くに当たって、山田さんがファントムより意識したことは？

山田　ファントムの時は、まだちょっとマンガっぽいところが残っていたんで、今度は（自分の絵え柄がらが崩くずれない中で）描けるところまでリアルに描こうと。[image: 120]％の絵柄で描いてます、みたいな（笑）。

──（ここで、今回の挿し絵がゲストに回される）

虚淵　そう言えば、山田さんの絵で、あまり小さい女の子の描いてあるモノを見なかったので、モーラはどうなるかと思ってたんですが、良いですね……。

山田　幼女は見るのは好きなんですが……。

一同　ええ!!（笑）。

山田　いや、幼女って言葉が悪かった……子供とか、ホノボノとしたモノを愛めでるのが好きなんです（汗）。

──そういえばオリジナル作品はホノボノとしたモノが多いですね。

山田　どっちかというと、描くぶんには、化けちゃった弥み沙さ子ことか、アダルトというか歪ゆがんだ悪役みたいなのが楽です。吸血シーンのリァノーンとか、力入りすぎて皺しわ描きすぎて慌あわてて修正したりしましたし、あんまり（みてくれを意識したような）作った顔とか好きじゃないですから、歪んでいるところは歪んだ顔が描きたいと……その分、綺き麗れいなところが綺麗に見えてくれるだろうという感じですね。

──山田さんは香か織おりファンだそうですが。

山田　やっぱり普ふ通つうの女の子、凜りんとした活発なところが良いですね。そういう女の子を描かくのが好きというのもあります。ファントムのドライとか、ちょっと凶きよう暴ぼうな感じの女の子も好きですけど。モーラみたいな王道系のキャラは、逆にちょっと苦手なところもあります。

──香織の乳揉みシーンは、初しよ稿こうではカットしてあったんですが、山田さんの熱望で復活したんですよね。

山田　このカットだけは絶対外せなかったです（笑）。

虚淵　……エライ緊きん張ちよう感のある構図になってますねぇ。

山田　でも、アクションは苦手なんです。スピード線を入れるのが苦手……というか描いたことないんですよ。

──このカットの、一いつ瞬しゆんのスピード感はかなり良い感じですが。

でじ　確かに止まった瞬間が決まってますよね。

山田　瞬間の停とめ絵は得意なんです。マンガとかの動いている流れを描くのが苦手で。

でじ　でも、この絵は直前の動きを、充じゆう分ぶん彷ほう彿ふつさせますよね。

──ヴェドゴニアの世界では、独特の武器や乗り物が登場しますが。

でじ　……デスモドゥスとか。

虚淵　そういえば、ユーザーの方で「虚淵さん、隼ハヤブサ（注３）買いましたよ！」という人が、五人くらいいたのかな？　俺、バイク乗ったこともないのに……。

でじ　「仮面ライダーが乗るバイクはスズキだ」って、すごく安直に決まりましたね。

──デスモドゥスはでじたろうさんのデザインなんですか？

虚淵　これこれこういう理由で、馬ば鹿かなバイクが欲しいんですって、でじさんにリクエスト出して、それでかえってきたのを見て「うわ、ほんとに馬鹿だ～！」って（笑）。

でじ　刃は物ものとか最初は付いてなかったんですけどね。

虚淵　取りあえず、目指せジャングラー号！（注４）というノリで。

──バイク・チェイスのシーンはかなり力が入っていましたが。

山田　そう、かなりバイク好きな人なんだなと思ってましたけど。

虚淵　全然。カブしか乗ったことないです。リーン・インって何ですか？　ってレベル（笑）。

でじ　ハングオンだハングオン。リーン・インなんていわねーよ、教本読むな！　って感じだったですよ。

虚淵　教本読むとですね、いかに運転すると危なくないか、しか書いてないんで盛り上がらないから……で逆にこうすると危ない、ってところを抜き出して……こうしても転こけないのがうまいんだ、これをやって転ばない人はきっと驚おどろかれるに違ちがいない、と。

でじ　教本の逆を書けば良いんですね？　って（笑）。

──武器については？

虚淵　ファントムでリアル系の武器をやっちゃったんで、次はちょっと踏ふみ外したのをやろうかなぁと。

でじ　僕はもともとリアル系の方が好きだったんですけど、虚淵の方から「もっと馬鹿っぽく、もっと馬鹿っぽく！」って（笑）。

虚淵　最初に意識したのは「無限の住人」（注５）なんです。

──武器の名前も結構すごいセンスですが。

でじ　あれはね、取材先の雑誌の方から「この武器って何か名前はないんですか？」って聞かれてから考えてもらいました。一晩で。

虚淵　もう、やけくそでしたね。割とやけくそになると強いんです。

──（あらためて上巻のカラーテスト画が稿こうを見ながら）拘こう束そく具のマスクの下は、化け物顔なんですよね？

山田　マスクの開いたバージョンも描いたんですが、これが口を覆おおってないと、何か変になっちゃって……。

虚淵　要するに変身直前の苦しんでいる顔なんで、完全に吸きゆう血けつ鬼き化すると端たん正せいな顔になります。

一同　ほ～（そんな裏設定が……）。




──最後ですが、虚淵さんから山田さんに望むことがあれば。

虚淵　いや、山田さんが何でもできるということがわかったんで、何か組んでやりませんか？

山田　条件さえ合えば、是ぜ非ひ。

でじ　ホントに。マジですよ。折角、この仕事のおかげで良い出会いができたんですから。

──では山田さんから虚淵さんに望むことは？

山田　業界に流されず、突つっ走って欲しいと。

でじ　流されたことないよね？

虚淵　……流されなさすぎて、すみません、と（笑）。

山田　あと、活字媒ばい体たいにも直接出てきて欲しい気もしますけど、でも、ゲームのパッケージとして良いものが出ているんで……このままでも良いいのかな？

虚淵　いや、ついついよっかかっちゃうんですよね、音と絵に（笑）。

山田　新作を早く見せて下さい。

──今日はお忙いそがしいところ、有あり難がとう御ご座ざいました。




　　平成十四年十二月　都内某ぼう所しよにて





司会　難波江宏隆（担当）　　




記録　種子島貴（雑文屋）　　










（注１）ＰＣゲームのヴェドゴニアでは、最初の惣そう太たの選せん択たく肢しが、香織の作った弁当を「持って行く」「持って行かない」だった。

（注２）平成十四年春に発売されたＰＣ用ソフト。ＰＣ作品でありながら、分ぶん岐きの一いつ切さいない「ストーリーノベル」として注目された。

（注３）デスモドゥスのベースとなった大型バイク。ちなみに「デスモドゥス」とは吸血コウモリの学名。

（注４）「仮面ライダーアマゾン」で主人公アマゾンが乗るバイク。いろいろな意味で、今までのライダーマシンと一線を画すデザイン。

（注５）講談社刊のコミックス。沙村広明の作品。
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